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巻首図版 1 円覚寺跡周辺（国営沖縄記念公園事務所提供）
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序

本報告書は平成 9年度から13年度の 5カ年間で実施した円覚寺跡の遺構確認調査の成果をまとめ

たものです。本発掘調査は平成 9年度から11年度までは沖縄県教育委員会文化課が実施し、沖縄県

立埋蔵文化財センターが開所したのに伴い、平成12年度からは当埋蔵文化財センターが継続して行

い、報告害を刊行する運びとなりました。

本土復帰前から守礼門、園比屋武御嶽石門といった首里城周辺の整備事業は進められてぎました

が、復帰後において実施された首里城並びに城郭等復元整備に伴って、より広い範囲での首里城周

辺整備は進められております。このような公園整備の進行にともない、威容を誇った琉球王国の王

城とその周辺が在りし日の姿を蘇らせつつあり、沖縄の観光名所のひとつとして多くの観光客が訪

れるようになりました。

昭和43(1968)年には円覚寺の総門並びに放生池や放生橋が整備されましたが、境内の中心部に

ついては客上され旧琉球大学のグランドとして利用されていたこともあり未調査のままとなってお

りました。

今回の遣構確認調査では、円覚寺の中心部をなしていた旧琉球大学のグランドの地下に残る遺構

の確認が主たる目的でありました。発掘の結果『首里古地図』などの絵図資料や『球陽』や『使琉

球録』に記載された円覚寺の姿とも整合できるほど良好な状態で建物遣構が検出でき、また、出士

品も多岐にわたり、梵鐘や金細工などの寺院という特異な性格の遺跡であることを示すものや日用

品類が得られ、旧円覚寺の姿を紡彿とさせるような成果を上げることができたと思います。

琉球王府の菩提寺であった円覚寺跡の発掘調査をまとめた本報告書が沖縄の歴史や首里城研究、

琉球仏教史研究などの資料として活用されるとともに、文化財保護への理解を深めることにもつな

がれば幸いです。

末筆になりましたが、事業の開始から丁寧な指導を頂きました文化庁、また、現地調査において

ご協力下さった首里城公園管理センター、国営沖縄記念公園事務所、発掘調査および資料整理の際

にご指導ご助言を賜りました諸先生方など、本事業を進めるにあたりご協力を賜りました関係各

位に対し心から御礼申し上げます。

平成14年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長知念 勇
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1、本書は平成 9年度から平成13年度に実施した、円覚寺跡の遺構確認にかかる発掘調査の成果をまとめたもの

である。

2、調査は文化庁の補助事業として平成 9年度から11年度までは沖縄県教育委員会文化課が、平成12年度と 13年
度は沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

3、資料整理作業は、平成 9年度から11年度までは沖縄県教育委員会文化課が、平成12年度と 13年度は沖縄県立

埋蔵文化財センターが実施した。

本書に使用した 1/ 25000地形図は国土地理院発行の資料によった。

本書に表した高度値は海抜高である。

資料整理にあたり、下記の方々には各遺物の鑑定、

十音順）

陶磁器

または同定をお願いした。記して謝意を表したい。 （五

瓦

大

金

渡

池

上

金属製品

久

橋

城

辺

田

原

保

康

亀

芳

榮

智

二

信

郎

史

静

康

氏（佐賀県立九州陶磁文化館）

氏（沖縄県教育委員会文化課）

氏（鹿児島大学）

氏（琉球大学）

氏（沖縄国際大学）

氏（京都国立博物館）

石 器

神谷厚昭氏（真和志高等学校）

7、本書の編集は比嘉優子の協力を得て山本正昭が行った。

校正：山本正昭・比嘉優子・大城勝

8、各章の執筆は下記のように分担した。

盛本 勲 第 I章第 1節、第皿章

城間 肇第皿章

山本正昭 第 I章第 2節、第II章、第皿章、第IV章、

第VI章、附偏

比嘉優子 第V章第11、12、18、

安座間 充 第V章第 2、 6、13、

羽方 誠 第皿章、第V章第 8、

喜多亮輔 第V章第10節

森田直哉 第V章第16節

藤崎 京第V章第17節

9、本書に掲載された写真は盛本勲、城間肇、山本正昭、大島誠、羽方誠、森田直哉、矢沢秀雄が、出土遺物は

宮崎典子、光嶋香の撮影によるものである。

10、本書に掲載した円覚寺跡遺構確認調査に関する写真、実測図などの記録は全て沖縄県立埋蔵文化財センター

にて保管してある。

11、発掘調査・資料整理などの調査体制については第 I章の第2節に記した。

江・ 照 屋 利 子

V章第 1、3、4、5、7、15、23、24節、

19、20、21、22、25節

14節

9節
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第 1章調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯

国指定史跡円覚寺跡は琉球王統• 第二尚氏の菩提寺として、弘治 5. 尚真16(1492)年に、尚真王が父：尚円
王の霊を祀るために建立されたと伝えられる琉球における臨済宗の総本山であったと共に、最大の寺院であった。

その創建史や構造、伽藍配置等については、次章以後において詳述しているで熟読されたいが、境内には龍淵
殿をはじめ、仏殿、御照堂、獅子窟、鐘楼等の甍が聟え、その伽藍配置等をも含めた建物群の学術的な価値等か
ら昭和 8(1933)年には国宝（建造物）に指定され、国家的文化遣産となっていた。

しかし、去る沖縄戦で南接する首里城下に日本陸軍の沖縄総司令部壕がおかれたこともあって、首里城をはじ
めとした一帯は集中砲火を浴び、当該寺跡も境内を囲饒する石塙の一部を残し、建物等は焼失・ 灰儘に帰してし
まい、国宝指定も解除となった。

さらには、この戦災に拍車をかけるように、戦後の昭和25(1950)年には首里城内を中心とした一帯に旧琉球
大学が設置され、当該寺跡内には当初教官宿舎が、後に境内背後の小高い丘陵を削平し、埋め込んでグラウンド
が建設されるなど、周辺地形の改変までをも含めて著しい景観の変貌を遂げてしまった。
琉球王国時代の歴史、文化を語るうえでシンボル的存在にある首里城一帯の文化遣産の破壊や周辺地形の変貌

ぶりに県民は心を痛め、旧琉球政府文化財保護委員会等が中心となり、その修復、復元に尽力し、昭和30~31
(1955~56)年の園比屋武御嶽石門の復元を塙矢に、守礼門、龍淵橋及び円鑑地、弁財天堂、天女橋等の修復及
び復元整備が行われてきた。

この所謂戦災文化財の復元整備の延長上に、昭和47(1972)年の沖縄県の本土復帰直後から歓会門及び久慶門
等の首里城跡の復元整備が着手され、昭和59(1984)年に一帯から旧琉球大学が移転完了するに伴って、内郭
(4.2ha)、城郭外 (14ha) を国営・県営都市公園整備事業として整備が進められ、今日に至っている。

しかし、当該寺跡に関しては、旧琉球大学のグラウンドとなっていたこともあって、昭和43(1968)年に総門、
放生池及び放生橋（池に架かる橋）、さらには放生橋から三門に上がる石段等が整備されているのみで、その主
たる部分は未整備の状態にある。

首里城跡をはじめ、周辺の文化遺産の整備が進行し、徐々にではあるが往時の歴史的景観を取り戻しつつある
なかで、これらとの景観的調和を図るうえからも、当該寺跡の主要部分の整備を望む県民の声が高まってきた。
県教育委員会（所管：文化課）としては、このような県民のニーズに答えるためにも、地下遺構の保存状態等

の確認調査が必要であるとの判断から、平成 9 (1997)年度から同13(2002)年度までの 5ヵ年事業として、国
（文化庁）の補助を得て「円覚寺跡遺構確認調査」を実施することになった。

第 2節調査体制

この発掘調査は以下の体制で実施した。

事業責任者安室 肇（沖縄県教育委員会教育長、 1997~98年度）

翁長 良盛（沖縄県教育委員会教育長、 1999~2000年度）
津嘉山朝祥（沖縄県教育委員会教育長、 2001年度）

事業総括大城将保（沖縄県教育委員会文化課課長、 1997~98年度）
営慎 嗣ー（沖縄県教育委員会文化課課長、 1999~2001年度）
知念 勇（沖縄県立埋蔵文化財センター所長、 2000~01年度）
日越 国昭（沖縄県教育委員会文化課課長補佐、 1997年度）
嘗慎 嗣ー（沖縄県教育委員会文化課課長補佐、 1998年度）
名嘉 政修（沖縄県教育委員会文化課課長補佐、 1999年度）
千木良芳範（沖縄県教育委員会文化課課長補佐、 1999~2000年度）
上原 静（沖縄県教育委員会史跡整備係長、 1997~98年度）
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盛本 勲（沖縄県教育委員会史跡整備係長、 1999年度）

記念物係長、 2000年度）

島袋 洋（沖縄県立埋蔵文化財センター調査課長、 2000~01年度）

事務業務 島袋正都（沖縄県教育委員会文化課管理係主任、 1997年度）

横山さゆり（沖縄県教育委員会文化課管理係主任、 1999年度）

知念 廣義（沖縄県立埋蔵文化財センター副所長兼庶務課長、 2000~01年度）

城間 千賀（沖縄県立埋蔵文化財センター庶務課主事、 2000~01年度）

上原 浩（沖縄県立埋蔵文化財センター庶務課主事、 2000~01年度）

調査及び資安里

料整理指導池田

上原

大橋

神谷

久保

金城

渡辺

発掘担当 盛本

城間

山本

羽方

進（浦添市教育委員会文化課課長・考古学）

榮史（琉球大学法文学部教授・考古学）

静（沖縄国際大学文学部専任講師・考古学）

康二（佐賀県立九州陶磁文化館副館長・考古学）

厚昭（沖縄県立真和志高等学校教諭・地質学）

智康（京都国立博物館主任研究官・金工学）

亀信（沖縄県教育委員会文化課主任・考古学）

芳郎（鹿児島大学人文学部助教授・考古学）

勲（沖縄県教育委員会文化課史跡整備係主任、 1997~1998年度）

肇（沖縄県教育委員会文化課史跡整備係臨時任用職員、 1999年度）

正昭（沖縄県立埋蔵文化財センター臨時任用職員、 2000年度）

誠（沖縄県立埋蔵文化財センター調査課専門員、 2001年度）

発掘調査員大島 誠（沖縄県立埋蔵文化財センター調査課嘱託職員、 2000年度）

森田 直哉（沖縄県立埋蔵文化財センター調査課臨時任用職員、 2001年度）

矢沢 秀雄（沖縄県立埋蔵文化財センター調査課嘱託職員、 2001年度）

資料整理 山本正昭（沖縄県立埋蔵文化財センター臨時任用職員、 2000年度）

II ( II 調査課嘱託職員、 2001年度）

発掘調査作業員（五十音順）

安次嶺政寿、安次富マサ子、上江洲春子、上間清美、大宜見より子、大城フサ子、大城洋子、太田吉光、嘉味

田千枝子、喜舎場盛安、金城一哲、金城順子、幸喜 淳、幸地ヨシ子、小橋川幸子、呉屋良子、呉屋光子、島

袋文子、玉城史子、玉城利江子、津波古美津江、照屋栄子、桃原佐恵美、仲間末子、中原ミツ子、永山ルミ子、

中村フサ子、永吉弘子、比嘉清恵、比嘉 剛、比嘉洋子、宮城澄子、諸見里幸子、山内利江子

資料整理作業員（五十音順）

1997年度垣花 中、佐藤奈穂美、謝花優子、高崎柳子

2000年度 上江洲大樹、喜屋武盛陽、桑江武士、嘗箕 彩、中松雪乃、宮里竹織、幸地真弓

2001年度 伊集ゆきの、上原美穂子、岡田恵子、親泊晶子、照屋利子、仲池まゆみ

調査協力者（五十音順）

石川逢仁、上里隆史、上原園子、大城勝江、大城宜英、大城慧、岡村綾子、桂辰哉、金城敬子、城間富吉、城

間千鶴子、佐伯信之、田場直樹、友利映子、仲宗根三枝子、西銘章、比嘉なおみ、比嘉優子、外間瞳、真栄平

房敬、屋嘉比朝勇、屋比久益貞、瀬戸哲也
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第11章位置と環境

第 1節地理的環境
円覚寺跡は、那覇市街北東部の琉球石灰岩から形成される首里台地に位置している。首里台地は北方に標高100

~200mの末吉山から虎頭山、弁が嶽に至る丘陵を頂き、南方に金城川が流れる凹地、さらには識名丘陵、東方

は南風原町との境界を流れるナゲーラ川、西方は真嘉比川に囲まれ、他地域とは隔絶されている。このような自

然の障壁に囲まれた首里台地の最高部には首里城が築かれ、円覚寺跡はその北側に隣接する谷地に立地している。

円覚寺跡は首里にある寺院の中で最も首里城に隣接していることから、首里王府と政治的、儀礼的な関わりが密

接にあったことをうかがい知ることができる。現在の地籍は那覇市首里当蔵2丁目 1番地となっている。

戦後、周辺環境は大幅に改変されて現在に至るがかつての様子が近世期に描かれた「首里古地図 (1700年代初）」
（第73図）に見て取ることができる。円覚寺の東隣には「円覚寺松尾」と称する琉球松が植栽された小山と更に

東側には「蓮小堀（りんぐむい）」と称する池が、南側に隣接する首里城との間には首里城歓会門と首里赤田を

結ぶ「城の下（ぐすくのしちゃ）」と称される石畳道がかつて配置され、西側には円鑑池が、北西側には国学、

孔子廟が隣接していた。さらに円覚寺の北東側一帯には廣徳寺、奥禅寺、天王寺といった寺院が集中して配置さ

れていることから、近世期の円覚寺北東側はさならがら寺町的な景観を呈していたものと考えられる。近代に入

ると北側に沖縄師範学校、工業学校が設置されたものの、旧状は比較的良好に保っていたとされる。しかし、沖

縄戦による破壊と戦後の琉球大学設置により円覚寺、首里城をはじめとする史跡が破壊され、そして周辺地域の

都市化によって蓮小堀は埋め立てられ、北東部の寺院は住宅地に変貌した。現在は円鑑池、龍灌がある東側を除

いては旧状はほぽ留めていない。

第 2節歴史的環境
円覚寺が立地する首里城城下の起源は定かではない。しかし首里城の過去における発掘調査から、 14世紀には

基壇建物が存在し、首里城の東側（現首里杜館）には14世紀後半頃の集落が見られることから（沖縄県教育委員

会2000)、14世紀段階には首里城とそれに伴う城下集落が出現していたことが想定される。 1429年の尚巴志によ

る三山統一で初めて沖縄本島内に統一政権が樹立され、その中心地を首里とした。しかし政権内部が脆弱である

ことによってわずか30年弱で金丸（後の尚円：第二尚氏初代王）に政権は奪われてしまう。政権が安定するのは

第二尚氏王統第三代尚真王が即位する15世紀後半以降のことであり、国内における内政改革並びに首里・那覇周

辺の整備を積極的に行っていくようになるもこの頃である。

他方で、 14世紀後半頃から日本本土の禅宗僧が明や朝鮮との通交を仲介するようになり、 15世紀前半から中頃

にかけて禅宗寺院の建立が相次いだ。中継貿易が琉球王国にとって大きな王府財源となっていたために、それを

円滑に進めていくための禅宗僧の確保、それに伴う寺院建立は必然の成り行きであったといえる。 15世紀後半に

禅宗僧を外交担当とする対日貿易の体制も整備されていくと、琉球王府による仏教政策も質的充実が図られていっ

た。と共にその禅宗僧の受け皿として天界寺や天王寺のような大規模寺院が造営され、更なる海外交易の拡充が

行われていくようになる。このような状況下で円覚寺は1492年に竣工され、約三年という大事業の末に1494年、
七堂伽藍が完備した禅宗寺院として完成した。

円覚寺伽藍群は『琉球国由来記』 (1703年）によると広範囲に地ならしを行い、瓦を造って堂宇に葺いたとあ

り、建物の下部構造には礎石・基壇を採用するという当時としては画期的な土木技術を採用していた。因みに首

里城正殿が瓦葺きになったのは1670年であり、円覚寺伽藍群は最新の建築技術をもって建造されたことがわかる。

また、天界寺僧周薙が1497年に撰文した『円覚禅寺記碑』には課役を命じたわけでもなく貴賤老若が集まって創

建作業に従事したという美辞麗句で綴られている。

円覚寺の開山住持は京都五山の別格南禅寺の住持であった芥隠上人とし山号を「天徳山」とした。『球陽』に

は仏殿、荒神堂、寝室、方丈、仏殿、法堂、三門、両廊及び僧坊、厨庫、浴室が創建当初の建物として記載され、

沖縄戦に至るまで琉球王国内で最大規模を有する寺院として約450年間続いていくこととなる。創建当年には御

照堂が建てられ、それを第二尚氏の宗廟とし、以降歴代王の位牌は円覚寺に祀られるようになる。 1496年に鐘楼

が、 1498年に放生池及び放生橋が築造される。創建当初の様子に関しては『使琉球録』 (1534年）に記載されて
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いる。そこには①正殿（仏殿）の規模は 5間、②正殿内部は仏像が 1座安置され、左右には経典が数千巻納めら

れている、③仏殿天井には板が張られそこには五彩の絵が描かれ、床には筵が敷かれている。④仏殿外には小さ

い池を掘り、怪石を飾っている、とある。それらは「広大にして壮麗であり、王宮に亜ぐ」と明正使陳侃が報告

している。この尚真王による円覚寺の整備を称えて1509年建立の「百浦添之欄干之銘文」の第一条には「仏を信

じて像を造り、寺を建てて金を布き、仏閣、僧坊、経殿、鐘楼、甍を連ね棟を接し、輪灸美を兼む」と王徳のひ

とつとして記されている。なお、この円覚寺創建以降も玉陵 (1501年）、円鑑池 (1502年）、園比屋武御嶽石門

(1519年）の造営、真珠道の整備 (1522年）、首里城南側外郭拡張 (1546年）と首里周辺の整備が断続的に行われ

ていく。

その後、 16世紀になると琉球王国による東アジア交易の衰退と共に国内の寺院が数多く廃されていくが、円覚

寺は1571年に御照堂が加建、 1588年には方丈、大殿、三門等が、 1596年には法堂（仏殿？）が修復されているこ

とから国王の菩提寺として王府の厚い庇護下にあったことが解る。また、首里における士族子弟の教育施設とし

ても利用されていたことから王府経営の教育施設としても機能していた。

薩摩侵入時には焼失を免れ、近世に入っても王府から60石 (1695年には100石に加増）の知行が与えられてい

る。これは琉球王国内にある寺院の中では最も石高が高く、円覚寺創建以来から王府内で最も格式ある寺院とし

て位懺付けられている。

このような王府の庇護によって17世紀以降も建物の修復が繰り返される一方で1721年に大殿（戦前まであった

龍淵殿に相当）が失火により焼失するという惨事に見舞われる。当時の住持覚翁上人が責を問われて八重山へ流

刑という災難に遭うものの同年に大殿（龍淵殿）が再建される。その際、歴代国王の位牌配置を仏式に変更した

り、仏像の配懺換え等、堂内部の改変を行っている。以降も 1728年に獅子窟、御照堂が小堂に改築1744年には鐘

楼、亭寮、照堂寮といった建物の移築、修復が行われていることから、近世を通して王府の篤い庇護下にあった

ことがこれらの建物の再建、修復から解る。

近代に入ると、琉球処分の六年後の明治17(1884)年に王府管轄から尚氏の私寺に移管される。しかし尚氏に

関わる王府儀礼そのものは沖縄戦直前まで執り行われていた。昭和 8(1933)年には総門、放生池、三門、仏殿、

鐘楼、獅子窟、龍淵殿が旧国宝に指定されるが、昭和20(1945)年の沖縄戦によって全ての建物が焼失した。戦

後は昭和23(1948)年に開学した琉球大学の教員官舎が建てられ、基壇や石畳といった遺構が破壊若しくは地下

に埋蔵された。昭和43(1968)年に旧琉球政府文化財保護委員会によって総門、左脇門の復元、放生池の修復が

行われるものの、かつて仏殿、龍淵殿といった伽蔽群が建てられていた場所は昭和40(1965)年頃に琉球大学の

グランドとして再び造成される。

一方で昭和47(1972)年に放生橋と昭和53(1978)年に前鐘、中鐘、楼鐘が国指定重要文化財となり、木像白

象及び趣意書、放生池石橋勾欄、総門が県指定有形文化財となっている。

昭和59(1984)年には琉球大学キャンパスが首里城及びその周辺から西原町字千原への移転が完了したのに伴っ

て、円覚寺跡一帯は県営公園に位置付けられ、首里城を軸にした復元整備事業に付随するかたちで整備が本格的

に始動している。

く参考文献＞

真栄平房昭「円覚寺」『角川日本地名大辞典47沖縄』角川書店

営慎嗣ー、上原静「首里城正殿の調査」『文化課紀要』第4号沖縄県教育委員会 1987 

沖縄県教育委員会「旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書」『沖縄県文化財調査報告書』第140集 1999 

那覇市教育委員会「天界寺跡」『那覇市文化財調査報告書』第44集 2000 

知名定寛「古琉球王国と仏教」『南島史学』第56号南島史学会 2000 

-4-



・畜”-
.,.,』 日

本

海

束

シ

ナ 、かい△
海 ljf,I.Q."'島

,. 甲贋鳥

LOI, 名鼻、
•lj-1,l鳥

心:• ~ 凰＊鳥

窯古鳥

碑ん。

.. d 
dl'i縞

ー

/

J

-

|

沖縄島

-5-



-6-



第m章調杏経過
第 I章 調査の経緯でも述べたように、当該史跡は戦災により焼失したうえ、戦後の旧琉球大学整備に伴った

教員官舎及びグラウンド建設により破壊された石騰や遺構の保存状態や伽藍配置の確認等に主眼をおいて調査を

実施した。

以下に、各年度ごとの調査概要を簡記する。

平成 9年度

当該年度は調査初年度である。対象地域は、先述したように、旧琉球大学グラウンド跡地で雑草が繁茂してい

た荒蕪地となっていた。

対象地の東側は、沖縄県立芸術大学（以下、芸大）のグラウンドとしてすでに機能しており、その西側部分に

あたっていることは判っていたものの、境界杭の埋設等も無かったことから、芸大グラウンド敷地と当該史跡の

現地での明確なラインは判然としなかった。このようなことから、地籍図をもとに境界測量を実施し、史跡の指

定範囲、すなわち調査対象範囲を確定することから実施した。その後、重機（バックホー）によって、旧琉球大

学建設のために客土された埋土の除去作業を行った。対象面積全域に約 2~3m程の深度で客土された盛土は膨

大な土量となったため、単年度のみで除去することは不可能となり、次年度以降まで持ち越すことになった。当

該盛土は、寺城の背後に在していた微粒砂岩の風化土壌から成る小高い丘（俗称、円覚寺松尾）を切り崩して凹

地となっていた寺域に埋め込んで旧琉球大学グラウンド建設が行なわれたことが聞き取り調査などによって判明

した。その際、大学側としては、昭和43(1968)年度に修復、復元された総門、放生池等をも埋め込んでテニス

場建設を計画していたようであるが、文化財保護を唱える関係者や一般市民などの保存を望む声に押され、三門

と梵字炉あたりを繋ぐラインまでセットバックさせ、当該部分に擁壁を築いてグラウンド建設を行ったいきさつ

があるようである。重機（バックホー）による盛土の除去作業が進行していくなかで、表土下約 lm前後の深度あ

たりから、境内を囲饒する石賭の天端が検出されてことより、昭和12(1937)年に田辺泰らによって作成された

当該寺の平面図（『琉球建築』所収）を参照しながら、そのラインを追っていく作業を行って行った。その結果、

寺域の奥壁にあたる南北に走る束側ラインと東西に走る北側ラインは比較的良好な状態で残存していることが判っ

た。また、調査区のほぼ中央部付近には旧琉球大学時の導水用の径60cmのコンクリート製のヒューム官が埋設さ

れていることが判り、重機（バックホー）によって破砕して除去した。盛土中からは、赤色及び灰黒色の瓦片を

はじめ、沖縄製陶器や中国製陶磁器等の遺物が見られたが、その多くが細片であった。

平成10年度

はじめに、前年度に未了であった南西部の仏殿西端から鐘楼あたりの盛土の除去作業を行い、旧琉球大学グラ

ウンド擁壁を残し、それより東については終了した。結果、第4図に見るように、グラウンド建設前に設置され

ていた教員官舎やそれに附設した井戸や排水溝等が境内各所に配置され（トーン部分）、予期していた以上に保

存状態が良好でないことが判った。とりわけ、御照堂については完全に破壊され、その痕跡すら確認できなかっ

た。また、庫裏南西部や仏殿の北側から西側、さらには獅子窟南西部なども大きく破壊を受けていることが判っ

た。その後、辛うじて残存している龍淵殿および庫裏、さらには仏殿、獅子窟などと、それらに附設した遺構の

検出作業を行うが、その配置や平面構造などは、昭和12(1937)年に田辺泰らによって作成された当該寺の平面

図（『琉球建築』所収）と概ね合致するものの、細部においては異なる部分も少なくない。

残存遣構の配置状況や各遣構の平面形状等のおおまかな把握が可能となった調査後半段階において、龍淵殿東

端部分と庭園様遺構の北側の石賭沿いに、各々約 lm幅のサブトレンチを設定し、下層遺構の確認調査を行った。

結果、両者において下層遣構の存在が確認されたが、調査期間等の都合上、その性格等の把握については、次年

度遺構の調杏に委ねることになった。

平成11年

平成11年度は10月1日~12月28日の約 3ヶ月の期間で調査を行った。調査の目的として円覚寺境内調査区の南側

における遣構の確認、平成 9、10年度に確認された遺構の記録、そして建立当初に相当する遺構の一部確認を行っ

た。調査区南側においては戦前まで井戸があった一帯の遣構の確認を行った。結果、旧琉球大学教員官舎に伴う
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建物のコンクリート基礎並びに三門地区の南側においても鐘楼基壇の北西隅部を検出した。建立当初に相当する

遺構では戦前の円覚寺石騰ラインとは異にする旧石賭の根石、庭園地区から瓦を使用した溝、北側石踏に面を向

けた石列を確認した。また他の遺構としては龍淵殿地区で集石遺構、獅子窟地区で東・北側で石敷き遺構を検出

した。これらの遺構以外に龍淵殿基壇の造成状況を確認するため試掘孔を基壇北西隅あたりに設置した。

これらの遺構確認によって円覚寺は幾度かの改修が創建以来、行われていることが明確となり、それらの性格

解明が次年度遺構の調査における課題として提示されるに至った。遺構の記録に関しては龍園殿地区、庫裏地区

の遺構平面図を 1/20スケールで仕上げた。

平成12年度

平成12年4月から沖縄県立埋蔵文化財センターが開所し、それに伴って円覚寺跡遺構確認調査を同センターが

請け負うこととなった。調査期間は平成12年10月 1日から11月30日までの約 2ヶ月間で、調査の目的としては旧

琉球大学グランドに伴って構築された円覚寺放生池とを画する擁壁の撤去とその下部に埋蔵されている遺構の確

認円覚寺跡調査区の南側における遺構の確認、そして昨年度において確認された遺構の記録、更に建立当初の

時期に相当する遺構の一部確認を行った。

擁壁の撤去によって仏殿から鐘楼に繋がる石畳と鐘楼基壇とその側溝を確認し、戦前時まで残存していた遺構

を確認することができた。他方、御照堂の遺構の確認も行ったが完全に戦後の旧琉球大学教員官舎による破壊を

受けており、地山に至るまで全く遺構は残存していなかった。調査区南側においては戦前まで使用されていた井

戸の石畳と側溝、左脇門から続く道を確認することができた。これらの遺構確認において戦前まで残存していた

遺構の確認はほぼ終了し、調査の後半はそれよりも下層から確認される遺構の発掘を実施することにした。

下層から確認される遺構に関しては1721年に焼失する以前の龍淵殿基壇遺構を確認するためにトレンチを同基

壇北側に 1本、同南側に 2本、同西側に 1本設定した。その結果北側のトレンチから地山に近いレベルで 2本の

石列を確認することができた。また、鐘楼も 1744年に移築されていることからそれ以前の状況を確認するために

鐘楼西側に確認トレンチを 1本設定した。この部分からも石積み、溝といった造構が確認されたが、発掘範囲が

限定されていたためにその全容、機能を明らかにすることはできなかった。

平成13年度

平成13年度は、 6月 1日から 7月13日の約 1ヶ月半の期間で調査を行った。左脇門の発掘調査と、過去4年間

で発掘した遺構の実測作業・補足調査が主な目的であった。当年度の主な調査成果として庭園部分と龍淵殿北側

部分の補足調査が挙げられる。庭園ではその中心部に南北にトレンチを入れた結果、改修が行われていることが

確認された。龍淵殿北側においては前年度の調査をベースに遺構に伴う遺物の確認を行った。結果、戦前の龍淵

殿の下層に更に古い時期に相当する龍淵殿の遺構が残存していることが確実となった。

その他の補足調査として、井戸西側部分では、これまで検出してきた遺構よりもさらに下位から 2本の石積み

を検出し、その西側に位置する庫裏地区にあるトイレ状遺構および三門にある水甕の発掘も同時に行った。また

龍淵殿再建、庫裏創建の際に取り壊されたと考えられる石踏の南端部分並びに左脇門の西側へ延びる石畳の確認

発掘も実施した。最後に、過去 4年間に検出した遺構の 1/ 20スケールの平面図並びに各遺構の立面図を仕上

げ、それにレベル高を図面に記入した。その後、遺構部分はプルーシートで完全に覆い作業を終了した。
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ロニ］ 旧琉球大学に伴う構造物
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第W章層序と遺構

第 1節層序
今回の発掘調査においては戦後のIB琉球大学教員官舎設置に伴う造成によって、円覚寺境内全域が広範な攪乱

を受けていた。わずかに仏殿地区、獅子窟東側の石敷き部分と庭園地区、龍淵殿地区の石積み 4周辺の遺構埋土
が未攪乱であることが確認できた。また、獅子窟基壇の南半分と西辺が破壊されていたため、本建物基壇の造成
状況の確認も行うことができた。それら各地区別に以下に記す。

仏殿地区

本地区の上面は戦後の造成によって削平され、僅かに基壇内に込められていた造成層が地山上面に残存してい
た。黄褐色の粘質土で仏殿基壇内全域に見られた（第 6、 7図）。本層からグスク土器、褐釉陶器が出土してい
ることから本層は15、16世紀頃に相当するものと考えられる。

龍淵殿地区

本地区の南側、石積み 4の全容を確認するため、南北方向のトレンチを東西に 2個所設定した（第28図トーン
部分、第19図）。西側のトレンチ②においては地山まで 7層確認することができた。まず第 1層は現代遣物が混
入する戦後の攪乱層で、第 2層は赤瓦が混入する近世～戦前の層とされる。第 3層は灰瓦が主体となり、赤色の
塘が 1点赤瓦が見られなくなる近世段階に相当する。第4層は白磁と染付が出土していることから古琉球段階
に相当すると思われる。尚、石積み 4の裏込め石の内側に広がる第 6層は龍淵殿基壇の造成層であり、龍淵殿基
壇内においては全面的に見ることができる。遺物は本層上面から沖縄産陶器、中位から白磁が出土している。白
磁の年代から15c後半~16c前半頃に相当することから、この時期に龍淵殿南側基壇が造成されたものと考えられ
る。東側のトレンチ①においては地山まで 4層確認することができた。 トレンチ②に見られる第 3層と遣物が見
られない第 5層、灰瓦が出土する第 7層が石積み 4の南側で見られた。第 7層は出土遣物から古琉球から近世初
頭に相当するものと思われ、小礫を含む粗砂層で『琉球国志略』に記載される「蓬莱庭」との関係を示唆させる。
石積み 4の北側には造成層に相当する西側トレンチの第 6層のみが見られた。

龍淵殿地区の南西側にも 1個所トレンチを設置した。その結果、龍淵殿西辺基壇の造成状況を確認することが
できた。西側トレンチ第 6層が西辺基壇の上面から約1.5mの深さまで見られ、褐色瓦と白磁が各 l点（第39図、
12) 出土した。白磁の年代から龍淵殿西辺基壇の造成年代は15世紀後半~16世紀前半頃に相当するものと考えら
れる。

獅子窟地区

本地区束側、東辺基壇と庭園と本地区を画する石騰間の堆積状況を確認した（第10図）。戦後の攪乱層を除去
した結果、瓦と塘のみが出土した第 1層、それと併せて近代銭が出土した第 2層が確認された。両層とも出土遺
物から近代に相当するものと考えられる。第 3層は瓦、塘、褐釉陶器、銭貨、金属製品が出上しており、近世段
階に相当するものと考えられる。本層ではウルが密に混入しており、当該時期に獅子窟の周囲にはウルが敷かれ
ていたと考えられる。本層直下には石敷きが見られ、ウル敷き以前は石敷きであったことも確認された。石敷き
下には第 5層が見られた。締まりのある細砂層で先の石敷き及び東側を画する石謄が載る造成層であると考えら
れる。

獅子窟の基壇内造成状況を基壇の南側と西側損壊部分において確認することができた。羽目石の裏側には裏込
め石が見られ、第 8図の第10、11、12層が基壇造成層に相当する。

庭園地区

庭園中央部、庭園の東側を画する石騰の東側、そして石列 5に沿っての東西トレンチを設定した。
庭園中央部は南北に横断するようにトレンチを設定し、堆積状況を確認した（第13図）。まず戦後の攪乱層を

除去した直下に戦前の表上層と思われるサンゴ小片を多量に含む第 1層を確認した。枯山水庭園は配石と白砂で
主に構成されることから、それに伴う白砂の代用としてのサンゴ小片と考えることができる。本層では遺物は確
認することはできなかった。第 2層は薄く、この雇においても遺物は確認できなかった。第 3層では赤瓦、灰瓦
が出土、第4層では塘と沖縄産陶器が出土している。よって第 3、 4層は近世段階における庭園の造成層として
位置付けることができる。第 5、 6層からは赤瓦が見られなくなることから近世初頭若しくはそれ以前の段階の
包含層と位置付けることができる。
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石騰の東側では地山まで 5層、確認することが

できた（第11図）。まず戦前の表土層と思われるサ

ンゴ小片を多量に含む第 1層を確認した。庭園中

央部の第 1層に相当すると思われる。出土遺物と

しては瓦、博が大半を占め、中でも赤瓦が最も多

く出土した。第 2層も第 1層と同様の出土遺物の

様相を呈しており、両層の時期差は余り見られな

いものと思われる。 3層は薄い小礫涅じりの層で

この面から瓦の凸面を向かい合わせにして 2列に

並べ、その内側に小石を詰める溝状の遺構を確認

した。実用面を重視した溝ではなく繊細で意匠的

な印象を受ける溝であることから、曲水や遣り水

といった観賞用としての溝であった可能性が指摘

できる。かつて小礫を敷き詰めた中に溝を巡らす

庭園があったことを想定することができ？。第 4

層は先の溝遺構の造成層と考えられる。出土遺物

は塘が最も多い。赤い塘が出土していることから

近世段階の造成層と判断される。第 5層は灰瓦が

1点、出土している。庭園中央部の第 6層に相当

し、近世初頭若しくはそれ以前の段階の包含層と

考えられる。

石列 5に沿って設定した東西トレンチでは地山

まで 4層確認することができた＼弟12図）。まず

戦後の攪乱層を除去した頂下に赤瓦や陶質土器を

含むことから近世段階の包含層、第 1層を確認し

た。庭園中央部の第 3層に相当する。次の第 2層

においても赤瓦が含まれていることから近世段階

の包含層と思われる。石列 5の埋土層で円覚寺北

側の石踏際において素掘り溝状の落ち込みが見ら

れた。庭園中央部の第4層に相当する。第 3層は

石列 5の造成層で瓦、青磁が出土している。赤瓦

が見られないことから近世初頭若しくは古琉球段

階の包含層と考えられる。第4層は染付 1点（第

40図11) のみで、この遺物年代から円覚寺創建当

初の時期に相当する選物包含層である。石列 5並

びに円覚寺北側の石騰根石はこの包含層の上面に

据えられている。

本層下部では常に水が沸き出る状況で図12で見

るように地山まで図化するに至らなかった。別地

点においては本層より下は地山であることが確認

できた。

その他の地区

上記の地区以外では三門地区、庫裏地区、井戸

地区、鐘楼地区における造成層の確認を行った。

表 2で見られるように前 3者は出土遣物の状況か

ら近世段階、後 1者と鐘楼地区南側溝は近世以前

の段階に構築されたものと考えられる。
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第 2節遺構
円覚寺は第II章第 2節で触れたように各建物は古琉球、近世琉球にかけて改修や修復が繰り返し行われた。す

なわち個々の建物や部分的な改修・修復は見られるものの円覚寺伽藍群の一斉改修を行ったということは文献上、

伺い知ることができない。それを裏付けるように今回の調査では遺構の新旧が幾つも重複している場所もあれば、

全く重複していない場所も見られた。ょうて円覚寺における全体的な画期で捉えるより部分的な画期で押さえて

いくことに重点をおいた方が妥当と判断して、まず戦前における古写真や田辺泰氏作成の『琉球建築』円覚寺平

面圏（以下、平面圏、第75図）で読み取ることのできる遺構をここでは上層遺構とし、それ以外の下層から確認

される遣構を下層遺構として便宜的に区別し、上層遺構は旧建物別に、下層遺構は個々の遺構別に報告すること

にした。尚、下層遺構とするものは同時性が有るものと無いものが混在する。

I 上層遺構

戦前まで残存していた各建物別もしくは施設別に検出遺構を報告していく。上層遺構における埋土は戦後の琉

球大学教員官舎設置にかかる造成土が主で、ガラスや煉瓦、コンクリ片等といった現代遺物が大量に含まれてい

た。個別建物の概要については今回、検出された遺構並びに出土遺物に関わる記載のみにとどめた。尚、上屋構

造や各建物の詳しい機能に関しては沖縄県教育委員会刊行の「旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書」『沖縄県

文化財調査報告書』第140集 1999を参考にされたい。

御照堂

1494年に国王の位牌を祀る建物（宗廟）として「御照堂」は創建されたことが『球陽』に記載されている。こ

の建物は後に獅子窟と呼ばれ、今日に言う御照堂はその後の1571年、「御照堂」の西隣に別棟を設置した時の建

物に相当する。 1728年に尚家の神位（位牌）を龍淵殿に移して以降、法堂僧の住居として戦前まで続いた。建物

規模は 5間X5間で単層、屋根は切妻造で本瓦葺。柱は角柱、前縁と両側に濡縁、室内は床板張り、畳敷きで長

押が付されていた。

本建物がかつて存在していた場所から円覚寺にかかる遺構は全く検出されなかった。旧琉球大学教員官舎の基

礎コンクリートが打ち据えられていることから、同建物構築時に御照堂の基礎は全て破壊を受けたものと考えら

れる。それを裏付けるように当該地区から大量の赤瓦、ガラスが確認され、コンクリート片も出土した。念のた

めに地山近くまで掘り下げたが遺物包含層さえ確認することができなかった。このような旧琉球大学官舎に伴う

攪乱は御照堂北側の石謄から獅子窟南・西辺基壇まで及んでいた。

1719年に来琉した徐裸光は『中山伝信録』 (1721年）において1728年の改修以前の御照堂（下御照堂）の様子

を記している。規模は 3間で内部には 3つの厨子があり、中央には尚真王、左には尚益王、右には尚純王の位牌

が納められているとある。因みに平面圏では建物床面積103.6面、基壇床面積138.9rriとなっている。

獅子窟

1494年に「御照堂」と呼ばれる建物が大殿の北側に建てられたのが獅子窟の前身となる建物である。第二尚氏

の宗廟として創建時から近世にかけて使用された。 1728年に宗廟は龍淵殿に移され、改修を受けて「獅子窟」と

改名された。建物規模は 3間X3間で柱は総丸柱、床は塘敷き、内部は内陣と外陣に分かれ、内陣は須弥壇とし

て仏像芥隠上人像、歴代住持の位牌を安搬していた。平面圏では建物床面積60.8rri、基壇床面積113.4rriとなっ

ている。

本建物がかつて存在していた場所から基壇、礎石、塘敷き、石敷き、石列が確認された。平面圃と場所並びに

規模がほぽ一致すること、古写真にある遺構と整合できることからそれらは戦前まであった獅子窟の遺構にほほ

間違いない。基壇は北辺が残りが良好で、基壇辺縁を石で立ち上げる石灰岩製の羽目石10枚、それを裏で支える

裏込め石、羽目石を載せる根石、細粒砂岩製の礎石が3つ、噂も元位置を保った状態で検出された（第27図）。

東面は南側が破壊を受けており、羽目石 2枚が北側で元位置を保っている状態で確認された。西面は面を有した

切石が2基確認された。おそらく獅子窟西側基壇の一部と考えられるが、根石が抜き取られているために移動さ

せられている可能性が高い。これら羽目石の配置から建物正面の方向は南北が主軸で西に 4゚ 振ることがわかっ

た。他に礎盤が2個、墳敷き上で検出されたが何れも移動させられており、元位置を保っていなかった。礎石か

ら見た柱間隔は東西約2.6mと円覚寺の建物の中で最も広い。石材は中国福建省産の青石である可能性が考えら

れる。尚、基壇の構築状況に関しては前節で詳しく触れている。

石敷きは基壇北側と東側で確認された。東側は南半分が破壊を受けているものの、長さ約4.8m、幅約1.6mと
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第14図 上：獅子窟東辺基壇 下：獅子窟北辺基壇

残存状況は良好であった。そのなかでも東西軸に列を成した南に面を有する切石が確認されたことは最も大きな

成果であった。庭園北側で確認された南側に面を有する石列とほぼ方向を同じくし、石材の大きさもそれほど変

わらないことから旧石騰の北側部分の基礎と考えられる。この基礎となる石材は上面をほぽフラットに削られて

いることから石敷きの一部として元位置のまま再利用されていたと考えられる。また、北側石敷きも西側が破壊

を受けているものの長さ約8.8m、幅0.8mの範囲に亘って良好に残存していた。ここでも切石で東西軸の石列が

確認された。先の石列に比べて石材は小振りで、より丁寧に成形されている点と面が北側を向いている点で異な

る。庭園北側で確認された北側に面を有する石列（石列 7) とほぼ方向を同じくし、石材の大きさと加工状況も

ほぽ一致することから、同一のものと考えられる。この石敷きは埋没した後にウル（珊瑚石灰岩を砕いた砂利）

を石敷きが敷かれていた範囲に敷き詰めていたことが基壇東側の土層状況で確認することができた。前節で詳し

く触れている。

基壇の南側は旧琉球大学教員官舎の基礎コンクリートが設置され、僅かに南東隅角部の基壇根石とその裏込め

石が確認されるに過ぎない。基壇南西部分は全く石列が確認されなかったが、広範囲に瓦が集中して大量に出土

した。これらに混じってガラス片も含まれていることから旧琉球大学教員官舎構築時に周辺から瓦礫を寄せたも

のと考えられる。

1719年に来琉した徐裸光は『中山伝信録』 (1721年）に、 1728年の改修以前における獅子窟（上御照堂）の様

子が記されている。規模は 3間で内部には 3つの厨子があり、中央には尚円王、左には尚質王、右には尚貞王の

位牌が納められているとある。

仏殿

円覚寺の中心建物で1492年に創建され、 1596年に改修を受けている。建物規模は 5間X4間で床は博敷き、柱

は総丸柱、全面 1間通りは吹き抜けで、内部は外回り 1間が外陣で内側の 3間X2間を内陣としていた。内陣に

は須弥壇を設け、釈迦、文殊、普賢の 3像と後壁には金剛会が描かれ、普庵禅師の画像が懸けられていた。柱基

礎は柱を受ける礎盤が上下、 2段から構成され、上段は半円形で装飾が無く、下段は蓮弁の浮き彫りが施された

礎盤であった。石材は中国福建省産の青石である可能性が考えられる。平面圏では建物床面積127.7面、基壇床

面積191.8面となっている。

本建物がかつて存在していた場所からは基壇根石とそれに伴う裏込め石、石段、石畳、石列、埋甕、溝、 ウル

敷きが確認された（第25図）。平面圏と場所並びに規模がほぽ一致すること、古写真にある遺構と整合できるこ

とからそれらは戦前まであった仏殿の遺構にほぼ間違いない。

石列は石灰岩の石材を精加工したものと粗加工したものが見られた。何れも地山直上に設置されており、根石

の控え部分には裏込め石と更に内側には粘質黄褐色土が見られた。精加工のされた石列に関しては東・西・南辺

に面を有し、各石列の方向と各長さは戦前まであった仏殿の基壇根石の南側に対応する。基壇根石は東辺が約

3.4m、西辺が約5.4m、南辺が約8.2m残存している。いずれも根石一段のみで、東辺と西辺の北側は戦後の破壊

を受けている。戦前まで残存していた基壇の北辺は旧琉球大学教員官舎構築時に破壊されており全く痕跡を残さ

ない。この根石の上部に長方形の羽目石が据えられていたことが古写真から判明でき、その内の一つが東側に倒

れた状態で検出された。長さ2.3m、幅5.4m、厚さ30cmで裏側（裏込め石側）に当たる面の上部には噂を嵌める

ための快りが見られる。この扶りは南側端部近くで止められていることから、この羽目石は基壇南西隅部に設置

されていたものと判る。北側端部近くには18cm四方の方形のくぼみが見られる。石灰岩製で風化による孔は見ら

れず堅緻であることから重量建造物の基礎としては最適な石材であると言える。主に沖縄県内で見られる基壇遺
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構は主に切石積みで立ち上げていくため、羽目石はおろかこのように巨大な石材を用いることはまず見られない。

丁度中間部分で割れているものの、このような巨大な羽目石がほぼ完形で発掘されたのは沖縄県内では初めてで

ある。粗加工の石列については次項で詳しく述べる。石列の方向から建物正面の方向は東西が主軸で北に 5゚ 振

る。

上記の巨大な羽目石を支えていた石灰岩の裏込め石が僅かながら基壇根石の控え部分に接して残存している。

東・西・南辺の基壇根石の裏に約40~60cmの幅で込められており、石の大きさはまちまちである。西側基壇根石

の裏込め石内からグスク土器の小片が出士している（第60図2)。

石畳は仏殿と鐘楼を結ぶ浮道に沿って西側に幅64cm、長さ3.9m、基壇根石に沿って南北に幅80cmで長さ約8.6
m、東西に約4.9m、それから南へ2.5mのところに段差を有した幅1.6mのものが束西に長さ約14.6mで検出され

た。いずれも大きさは様々で上面を平坦に加工した石灰岩を組み合わせて石畳を形成している。更に目地を目立

たないようにするため目地の間に漆喰を埋め込む工夫が見られる。段差を有する南側の石畳は段差部分と縁に長

方形の縁石で区画し、その中に石畳をはめ込んでいる。南側の石畳が約10cm高い。一部破壊を受けているものの

全体的に残存状況は良好である。

ウル敷きは仏殿南側の石畳に囲まれたL字状の空間内と仏殿前庭部分（第25図の破線内）に見られた。平面圏

にはかつて仏殿の北側にも石畳に囲まれた逆L字状の対象の空間が見られることから、同様にその部分にもウル

が敷き詰められたものと考えられ、仏殿の四周は玉砂利を全面的に敷き詰めていたと想定される。

溝は仏殿と鐘楼を結ぶ浮道と南側の石畳に接する部分に東西方向約 2mの長さにわたって見られる。溝の両脇

は切石で区切り、床面は素掘りである。溝の機能としては仏殿南東部の石畳に囲まれたウル敷き面に溜まった水

を仏殿前庭部へ排水するための溝と考えられる。因みに戦前の古写真では暗渠となっている。

石段は仏殿と鐘楼を結ぶ浮道の西側に一段あって、立方体に加工した 3枚の石灰岩から成っている。踏み面長

120cm、蹴込み長33cmである。

埋甕はかつて防火用の水甕として仏殿基壇の全面両隅に 1基づつ設猶されていた。うち南側にあった甕の胴蔀

以下が元位懺において確認された。胴上部は攪乱層から検出された（第25図・図版19-2)。
この埋甕から北側約 2mの場所にかつて儀飾品（手水）が配置されていた。かつて三門と仏殿を結ぶ浮き道を

挟んで、埋甕と同様に左右配置されていた。古写真によってそれは細粒砂岩製で円盤状に加工されたものを最下

部に、そして角柱状に加工された石材をその上部に、そして丸臼状に加工されたものを最上部に据える 3つの

加工石材から成っていた。その内の角柱状に加工された石材が仏殿正面前庭部から出土した。元位罹からやや離

れており、ほぽ完形で見つかった。上部の接続部には腑がつくり出され、彫刻などの文様は特に見られない。

徐裸光が著した『中山伝信録』 (1721年）には中央に仏像が祀られ、左右は脇陣でそこには合祀した先王の神

位が納められているとある。周燒が著した『琉球国志略』 (1757年）には規模は 7間で極めて高麗であったと記

されている。

三門

1492年に創建され、 1588、1652、1697年と改修を受けている。建物規模は 3間X2間で柱は総丸柱の重層建築、

下層の床面は塘敷きで柱基礎は柱を受ける半円の装飾の無い礎盤が用いられていた。中国福建省産の青石の可能

性が考えられる。平面圏では建物床面積36.8面 基壇床面積66面 左右門廊の各建物床面積は18rrlとなっている。

本建物がかつて存在していた場所からは礎石、石畳、石列、埋甕、集石が確認された（第23図）。平面圏と場

所並びに規模がほぽ一致すること、古写真にある遺構と整合できることからそれらは戦前まであった三門と南側

門廊の遺構にほぼ間違いない。

礎石は南側門廊にあたる部分は残存状況が良好で細粒砂岩製の礎石 3基が元位置、 1基が戦後の攪乱によって

移動されており、三門にあたる部分では礎石が 1基のみ元位置を保っている状態で確認された。

石列は三門の西側を画するものと門廊の西側を画するものが確認された。前者の石列は東西約4m、後者の石

列は南北に5.4mあり、東側、南側は石畳で画しその内には土を込め入れていたと思われる。石列の方向から建

物正面の方向は束西が主軸で北に 2゚ 町振る。

石畳は三門を画する東側の石列と南側の石列の一部に沿うのものと門廊の北東側を画するものが確認された。

三門の石畳は幅68cmで逆L字状に折れ、南北4.6m、東西1.5mであり、門廊の方の石畳も逆L字状で幅は64cm、
南北6.8m、東西に 3m残存していた。

埋甕は仏殿のものと同様に防火用の水甕として三門基壇の南東、北東両隅に 1基づつ左右対称に設罷されてい

-19-



た。うち、南東側にあった甕の胴部以下が元位置において確認された（図版18-3)。甕の詳しい形態等につい

ては第V章で触れていきたい。

三門北側並びに三門から仏殿を繋ぐ浮き道、北側門廊は旧琉球大学教員官舎構築時に破壊を受けており明確な

遺構は確認できなかった。但し、三門の北東隅に当たる部分に集石が広く見られた。その広がりはかつてあった

三門の東側と北側の石列並びに石畳の並びと対応することができるため、それらを据える基礎としての集石を想

定することができる。一部、割れて小片となっている切石及び半円形の礎盤も混入している。これら切石を三門

を画する石列の一部として指摘できるが攪乱によって元位置から移動しているため、その確証は薄い。

鐘楼

鐘楼は1492年に創建されたが円覚寺の北側外縁に設置されていた。その後の1744年に現在の場所に移築された

ものが戦前まで残存していた。鐘楼移築以前にこの場所には亭寮、照堂寮が建っていたと云われている。鐘楼の

建物規模は 3間X2間で柱は総丸柱で内部には鐘が吊されていた。基壇の床は古写真から石畳であったと考えら

れ、基壇の床面積は広く、高さは低い。平面圏では建物床面積35.7面 基壇床面積94niとなっている。

本建物がかつて存在していた場所からは基壇根石、溝、石畳が確認された（第23・24図）。平面圏と場所並び

に規模がほぼ一致すること、古写真にある遺構と整合できることからそれらは戦前まであった鐘楼の遺構にほぼ

相違ない。

基壇根石は北辺と西辺で確認された。何れも石灰岩製で北辺のものは琉球大学グランド造営に伴う石騰（以下、

琉大石謄）によって一部破壊を受けて、東西に分断されている。東辺は東西に約1.9m残存し、西側は同方向で

約4.5mが残存している。西辺は琉大石騰によって南西隅角部が破壊を受けている。南北は約4.8m残存している

が、南端は琉大石騰構築時に土圧を受けて西側に倒れている状況で検出された。古写真からは本来、この根石に

長方形の石材を上段に据えて基壇を形成していた。戦後の攪乱によってその上段が削り取られると共に鐘楼の礎

石も剥がされ取られた可能性が高い。

溝は石造りで全て石灰岩の切石が使われ、鐘楼の南側と西側に設置されている。琉大石騰によって南側と西側

接続部は破壊を受けている。西側のものは南北に約3.7mが残存し、仏殿前庭部から続いていることにより仏殿

前庭部に溜まった水を排水するための機能が考えられる。南側のものは東西に8.3m残存する。この溝は東側が

破壊されているためにその性格は判然としてないが、方向的に井戸へ至る道の側溝と合致することから井戸から

出る廃水を排水するための機能が考えられる。

石畳は北辺基壇根石に沿って検出された。琉大石騰によって途中、東西に分断されている。東側は幅1.lmで

長さ約1.9m、東側は攪乱を各所に受けており残存状況は比較的良好ではなく、西側はわずかに約2.2m残存して

いる。いずれも石材の大ぎさは様々で上面を平坦に加工した石灰岩を組み合わせて石畳を形成している。本来は

仏殿から南側門廊へ至る石畳として機能していた。

周煽が著した『琉球国志略』 (1757年）には仏殿を挟んで北側に獅子窟、南側に僧寮があり、僧寮の南に鐘楼

があったとする記載が見られる。

龍淵殿

龍淵殿は円覚寺の中でも最大の規模を有する木造建築である。創建当初、この場所に「大殿」と呼ばれる建物

が建てられたが、 1721年の失火により、全焼してしまう。同年に再建され「龍淵殿」と俗に呼ばれるようになる。

「龍淵殿」とは本来、尚家の神位（位牌）を祀る部屋を指し、その南隣の部屋を方丈、北隣の部屋を客座と呼ん

でいた。建物規模は 9間X6間で柱は角柱、北、北東側の基壇端には塘が敷かれていた。建物内は 5部屋に分か

れ、建物背後には東司を配置していた。平面闘では建物床面積366.2面、基壇床面積474.3面となっている。

本建物がかつて存在していた場所からは基壇根石、礎石、溝、石敷き、塘敷き、方形石組遺構、集石、石列が

確認された（第26図）。平面圏と場所並びに規模がほぼ一致すること、古写真にある遺構と整合できることから

それらは戦前まであった龍淵殿の造構であることはほぼ相違ない。かつての建物があった中央ほぼ南寄りと北西

隅に旧琉球大学教員官舎が設置されていたため、基壇上部は破壊を受け、礎石も北東隅を残してほとんど取り外

されていた。

龍淵殿は東辺の北半分、北辺、西辺おいて基壇を形成しており、東辺の南側は溝で画され、南辺はそのまま段

差を有さず、庫裏と接続するという変則的な基壇であったことが検出された遺構のレベルとの関係、そして基壇

根石各面における接続状況から想定された。基壇根石の残存状況としては東辺の北半分、北辺の東半分、西辺南

半分が検出された。基壇を構成する面石は全て石灰岩の切石で、東辺の北半分、北辺、西辺南側は精加工され、
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第15図 龍淵殿西辺基壇基部

特に東辺の北半分約6.4m、北面約5.3mは一枚石で立ち上げられた羽目石が確認された。西辺は古写真からかつ

て切石を上下 2段に組んでおり、その下段が西辺南側で約8.5m検出された（第15図）。この西辺の南西隅はコー

ナーをつくらずに、鐘楼へ至る石畳で切れている。西辺北側は仏殿と龍淵殿を結ぶ浮道との接続部分で野面積み

となり、更に北側においては完全に破壊されている。この破壊を受けている部分において首里城の地下へと続く

壕が確認された。おそらく、基壇の一部を破壊して造られているため、沖縄戦によって龍淵殿が焼失した直後に

掘られた壕である可能性が指摘される。基壇の北西隅に当たる部分に碁壇の根石と思われる石列が検出されたが、

石材の大きさ並びに設置されているレベルから先の基壇とはやや異にする。詳細に関しては次項で触れたい。石

列の方向から建物正面の方向は東西が主軸で北に 5゚ 振る。

礎石は北東部分と南東部分において細粒砂岩製で元位置を保ったものが15基、確認された。いずれも細粒砂岩

の上面を面取りし、平面観も約50cmX45cmとほぽ正方形に近い形に成形している。礎石はそのまま直に据えてお

り、特に下部造成を行ったような痕跡は見られなかった。礎石から見た柱間隔は東西不明、南北約2.2m、北辺

の軒近くが約1.4m、東辺の北側の軒近くが約1.2m、東辺の南側の軒近くが約1.4mとなっている。

溝は南東部分の建物際に沿って配置されている石造りのものと、北東部分の建物際に沿って配置される、縁石

が石造りで床が博敷きのものと 2種類、確認された。前者は東西約1.9m、南北約4.2m、残存している。途中で

コの字状に折れる部分が見られ、古写真から龍淵殿背後の東司の輪郭を溝が縁取っていることが確認できる。途

中、北に折れる部分で床が堺敷きの溝にかわり、南側に関しては庫裏の溝にそのまま南延していく。噂敷きの溝

は西半分が破壊を受けているものの、東西約8.7m、南北約7.2mと比較的良好に残存していた。古写真では廃水

は西側において龍淵殿と獅子窟を結ぶ回廊の下部を通り、獅子窟の西側へと至る。両者共に石灰岩の切石を用い

ている。また、コの字状に折れる溝の南東部においては赤瓦を石造りの溝から約30cm離れた場所に、縦列に立て

て並べている状況が見られた。平面状では逆L字状に並べており先の石造りの溝に沿って配置されている。

｀塘敷きは基壇東辺の北半分と基壇北辺の建物際に沿って敷かれている。いずれも幅約76cmを切石の縁石で画し、

その中に博を敷く。基壇北辺の残存している溝は約2.lmと大半が破壊を受けているものの、基壇束辺に関して

は約6.lmと比較的良好に残存していた。古写真では東辺は基壇東辺に沿って東司跡から北東隅まで、北辺は基

壇北辺縁に沿って北東隅から北西隅辺りまで噂が敷かれている状況を看取することができる。

石敷きは東司跡の輪郭を縁取って配置されるものと東司の礎石間を結ぶ石敷きが確認された。両者ともに縁石

で画した中に石を敷いている。

方形石組遺構は東側の東司跡から検出された。 48crn四方を切石で囲み、床は切石を敷く。すべて石灰岩を用い

ており、遺構の方位は建物軸と一致する。当初、 トイレ遺構と考えたが、古写真では汲み取り口がやや南側に当

たることからその可能性は想定の域を出ない。礎石から見た柱間隔は東西が約1.4m、南北が約2.2mと1.3mとなっ

ている。

龍淵殿と庫裏を結ぶ回廊の遺構も確認することができた。古写真では石畳と石段が見えるが、石段は全く残存

しておらず、石畳と礎石を確認することができた。礎石から見た柱間隔は東西が約 2m、南北が約1.3mとなっ

ている。

集石は中央北寄りと南側の端近くで12個所、確認された。先述した礎石を据える際の基礎部分と思われたが、
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礎石は造成土上に直に据えられていることから、戦前までの龍淵殿より古い時期の遺構である可能性が高い。詳

細は次項で触れていくことにする。

石列は龍淵殿と庫裏の接続部において東西軸に確認された。礎石が据えられているレベルからすると戦前まで

の龍淵殿より古い時期の造構である可能性が高い。詳細は次項で触れていくことにする。

徐裸光が著した『中山伝信録』 (1721年）所収の「園覺寺右庶神主圏」には1721年に焼失する以前の龍淵殿内

部の様子が記されている。中央には仏堂（仏像を納めた厨子）が、左右には兆が安置されている。 1756年に来琉

した周煽は『琉球国志略』 (1757年）において中央に仏堂、左右に歴代国王の位牌を祀り、南側の部屋を方丈、

北側の部屋を客座としていたとある。全ての部屋は薦（畳？）が敷かれており、建物前面の欄間には動物の彫刻

が見られ、この動物が建物を守護しているとある。余談ではあるがかつて方丈前に蓬莱庭と呼ばれる庭があった

ことが記されていることは興味深い。

庫裏

龍淵殿の南に接する建物で、住持が日常生活を営む場であった。禅宗寺院において庫裏は台所を意味している。

円覚寺のものは簡素な造りで寄棟、本瓦葺であったと云われているが、明確な規模や建物構造についての記録は

ほとんど残っていない。古写真も他の建物と比べてかなり限られることから円覚寺の伽藍の中で最も不明な点が

多い建物である。創建年代についても不明である。聞き取りによると井戸に近い建物南西部に玄関があったとし

ている。平面圏では建物床面積323.8面、基壇床面積474.3rriとなっている。

本建物がかつて存在していた場所からは礎石、溝、石列、方形石組遺構が確認された（第21図）。平面圏と場

所並びに規模がほぽ一致することから、それらは戦前まで残存していた庫裏の遺構にほぽ相違ない。庫裏の西側

にあたる部分は旧琉球大学教員官舎によって破壊を受けているため、遺構は残存しない。

礎石は細粒砂岩製で庫裏のものとして元位置を保ったものが13基、確認された。柱間隔は東西が約1.2m、南

北が約 2m、軒近くが約1.2mとなっており、石材の大きさは16cm四方前後とほぼ均一の大きさに加工されてい

る。この礎石の中でも中央部に方形の窪みがあるものが見られる。その窪みは平面形から角柱が据えられていた

ものと考えられる。

これら以外に礎石と想定される遺構が南東隅部においてL字状に 8基確認された。 そ`れらはほぼ等間隔に並び、

上面が面取りされた細粒砂岩であることから庫裏の建物を支える礎石、若しくは附属する建物の礎石である可能

性が挙げられる。

溝は東西に約4.4m、南北に約17.3m残存している。南北のものは直接、龍淵殿の溝と繋がり、そのまま龍淵

殿の東司跡にぶつかる。南北の溝の方向は南北が主軸で西に 5゚ 振る。東西の溝の方向は東西が主軸で北に 80

振る。

方形石組遺構は南東隅で確認された。束西南面は石灰岩の切石を積み、その面を漆喰で固め隠している（第29

図）。北面のみは漆喰面が傾斜している。同様の遺構が天界寺跡でも見られ、 トイレ遺構としている。本遺構も

トイレ遺構としての可能性は極めて高い。礎石から見た柱間隔は東西約1.4m、南北約 2mである。

石列は北西側において石灰岩製の切石積みのものが検出された。不規則で且つ複雑に折れ曲がり、一部には溝

状になっているものも見られた。庫裏から出る排水溝としての石列とも考えられるが、先の礎石のレベルから幾

分、低い位置に設置されている。よって、庫裏とは無関係の遺構とも考えることができる。各石列の長さについ

ては割愛する。

1756年に来琉した周燒は『琉球国志略』 (1757年）において方丈の北に「香積厨」があったとする。その詳細

については詳しく触れられていないがおそらく庫裏に相当する建物がこの辺りにあったと推測される。

井戸

庫裏と鐘楼の中間辺りに井戸が配置されていた。平面圏では、西側半分が石敷き、東側半分が半円形の井戸枠

から成る溜井のような井戸を描いている。聞き取りでは南側に石敷きが北側に隣接して 2Xlmの方形に切石で

区切られた井戸枠があったとする。両者には整合性がないため厳密な形態については分からない。

井戸がかつて存在していた場所からは石敷き、溝、石列が確認された（第22図）。石敷きは西側部分が僅かに

残存しており、かつてその南側には石造りの溝が南縁に沿って付設されていたのが確認された。東側は完全に破

壊されており、石畳の一部、 もしくは井戸枠の石材であった可能性のある切石が散乱していた。石敷きは石灰岩

の切石を主に用いるが、中には直径約 lmの歪な円形の細粒砂岩も用いられている。付属している溝は全て石灰

岩を用いている。この溝は更に南側に分岐していることから城の下からの廃水がこの溝に流れ込んできたものと
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考えることができる。

また、かつて井戸から左脇門へ至る参拝道があり、そ

の道の側溝と思われる石造りの溝が一条、検出されてい

る。切石で石灰岩を用いたもので、西側は破壊を受けて

いるものの東西に約6.5mほど残存ずる。この溝の南側に

は締まりのある黄白色の細砂層が広がっていた。本層の

上面レベルと溝における緑石上面のレベルとがほぼ一致

することから、井戸から左脇門へ至る参拝道の床面であ

る可能性が高い。この黄白色細砂層中とその下層から石

列遺構が2甚、検出された。ここで報告している井戸に

関係する遺構との関係性が希薄なため、下層遺構として

次項で報告する。

残念ながら戦後の旧琉球大学教員官舎による破壊が広

い範囲に及んでいるために今回、検出された遺構のみで

は井戸の全容を伺い知ることはできない。今後において

第16図庭園獅子窟間石腸 古写真等の新資料が発見されることに期待したい。

1756年に来琉した周燈は『琉球国志略』 (1757年）にお

いて香積厨の側に「石冷泉」と呼ばれる井泉があったと記載している。おそらくその位置関係から今回、確認さ

れた井戸がこれに相当するものと思われる。

庭園

亨 EL=l04.000m 

゜
2m 

龍淵殿の北側にかつて広がっていた枯山水庭園。造園時期は不明であるが1719年に来琉した徐裸光は『中山伝

信録』 (1721年）に所収されている「園覺寺右庶神主圏」に龍淵殿の北側に築山を象った中に「古松琥神木」と、

庭園を示唆するような記載をしている。少なくとも徐裸光が来琉した1719年以前に龍淵殿の北に接して庭園が存

在していたと考えられる。 1756年に来琉した周煽は『琉球国志略』 (1757年）において「客座右の広庭」と記さ

れており、当時の様子としては築山があり、かつて樹齢数百年の神木があったために古松嶺と呼ばれていると記

載されている。今 (1756年当時）は数本の小松並びに花木や奇石があちこちに配置されているともある。徐裸光

の来琉時には神木の古松と記載されていたのが、周煽の頃には「今無」とあることから1719~56年の間に神木で

ある古松は枯れてしまったものと推測される。戦前の状況については数葉の古写真のみからしか伺い知ることが

できない。それにはいくつかの細粒砂岩を使った立石と築山が配され、蘇鉄が各所に植栽されているのが分かる。

当該庭園があった場所から立石に使用されたと見られる細粒砂岩が20石と獅子窟との間を画する石騰が確認さ

れた（第27図）。石材は石灰質の細粒砂岩で沖縄産である可能性が高い。また県内では国頭地域や与那国島で採

掘される石灰質ではない細粒砂岩も使用されており、遠隔地から運ばれてきた石材もあることがわかった。おそ

らく『琉球国志略』に記載される「奇石」はこれらに相当するものと考えられる。元位置を保っている石材は10

石以上あることが古写真との比定で分かった。戦前までの旧表土面ではウルが全体的に薄く敷かれているのが確

認されており、おそらく枯山水庭園では水として表現される白砂のかわりとしてウルを敷いたものと考えること

ができる。因みに本地区の西側下層から全く性格を異にする遺構が確認された。これらの遺構に関しては次項で

詳しく述べる。

石騰は南北に約3.6m、幅50cmのものが確認された（第35図）。平面圏にも描かれており、上場は欠損している

が比較的良好に残存している。西面は、上部はあいかた積みで下部は切石積みとなり、根石部分は龍淵殿西側基

壇の根石に続く。東面は全面、あいかた積みとなる。何れも地山から直に立ち上げている。面石の内側は全て裏

込石を埋め込んでいる。

浮道

平面圏には三門と仏殿、仏殿と龍淵殿、仏殿と御照堂、仏殿と鐘楼を各々結ぶ浮き道が記載されている。古写

真においてもそれが確認でき、今回検出された遺構と整合できる部分も何力所か見られた。

仏殿と龍淵殿、仏殿と御照堂を結ぶ浮き道は旧琉球大学教員官舎設置の際に完全に破壊され、その痕跡を全く

確認することができなかった。しかし仏殿と龍淵殿、仏殿と鐘楼とを結ぶ浮き道は破壊を受けているもののその

一部を確認することができた。
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仏殿と龍淵殿を結ぶ浮き道はかつて、石畳と薄敷きから成っていた。かつては縁石で縁取った中に博を敷き、

それから一段低く、南北に接して石畳を敷いていた。そのうち、南隣にあった石畳が確認された。北側から土圧

をうけたのかやや南寄りに崩れているものの旧状は把握できる程度に残存していた。

仏殿と鐘楼を結ぶ浮道は長方形に加工した石を両側面に 4m並べ、先述したように南側は溝が東西に走り、北

側は仏殿基壇根石でそれぞれ約2.6mの幅で画してつくられていた（第25図）。その画された内部に関しては破壊

を受けているため、詳細は分からなかったものの、古写真から土を込め入れていたと思われる。因みに画された

内部には沖縄産施釉陶器の香炉が逆さに埋め込まれていた。

禅宗寺院の伽藍配置は三門、仏殿、法堂、方丈といった主要建造物が一直線上に並ぶのが特徴であるが、その

建物間を結ぶために回廊を設罹する。円覚寺の場合、回廊は設贋されていないが、伽藍の主軸を璽視してか三門一

仏殿ー龍淵殿の間のみ、噂敷きの浮き道を配置する。主軸となり得ない浮き道には博を敷かないことから、塘敷

きに対する特別な意識を垣間見ることができる。

石騰

石騰は『首里古地図』には東南北面に配置されており、平面圏においても同様の石賭が記されている。北側は

右脇門まで続き、東面は円覚寺松尾を、南面は城の下をそれぞれ画していた。

この石謄が今回の調査において良好な状態で残存していたことが確認された（第34、35図）。北側、南側とも

に西側が旧琉球大学教員官舎設置の際に、北側は琉大グランドに伴う排水暗渠によって上場が破壊を受けていたが、

残存高約 4m、長さは北側約20m、束側約40m、南側約 9mと当初の予想以上に残存していた。何れも石灰岩の

切石を用いたあいかた積みで北側においては地山直上から立ち上げられていたことが確認された（図版27-5)。

東側においては更に東側に長さ15mの石騰が確認され、 2重構造となっていたことも確認された。平面圏には記

されていないが『首里古地図』にはそれに比定される石騰が描かれている。平面圏を記した田辺泰氏の見落とし

か、当時すでに埋没していたのかは定かではないが、出土遺物を見る限りにおいては遺構埋土は戦後の攪乱層で

あった。一方で庭園史研究で知られる吉永義信氏の論考によると庭園背後の石騰も 2重構造であり、この構造に

よって庭園との調和が図られているとある。氏が撮影した古写真にもその様子を伺うことができる。

また、北側石賭西側の破壊を受けている部分から時期不明の石積みが2基、確認された。時期差も考えられる

が、沖縄では石積みを高く築く場合、面を有した石積みを裏込め石で前面を覆い、更に外側に面石を積み上げる

という工法が見られる。裏込め石で覆われた石積みは外側のものと比べて、石材の加工が粗い場合が多い。北側

の石賭に伴う石積みである可能性をここでは掲げておく。

左脇門

円覚寺の正面入口にあたる総門の南北に脇門が配置されていた。創建年代は不明であるが『首里古地図』では

すでに描かれている。沖縄戦によって破壊されたが、昭和43(1968)年に琉球政府文化財保護委員会によって右

脇門が完全復元され、左脇門もアーチと屋根部分を除いて復元された。総門は正月などの特別な日や王族の参拝

以外は普段から閉ざされ、一般参拝者は右脇門から入って参拝し、左脇門から出ていくという参拝ルートであっ

た。

左脇門に伴う遺構としては円覚寺境内へ至る石畳と側溝が確認された。石畳は左脇門前から西に約2.8m残存

している部分と左脇門下部のものとに分けられる。前者は西側が漸次低くなるような傾斜をもった石畳で、途中

で南北に溝が横切っている部分にまで設置される。幅に関しては一部、破壊を受けているためと調査区の関係で

確認できなかった。この石昼には南側に側溝が走っており、約8.8mが残存していた。この溝は石造りで左脇門

の石騰下部から、円覚寺境内からの廃水を排水している。これら石畳と側溝は西側において戦後の破壊を受けて

いるため、どのような導線で円鑑池へ排水されるのかは不明である。南北に石畳を横切る溝より西側には石畳は

見られずウル敷きとなる（第28図破線内）。後述する石積みや東西に走る溝の縁石と思われる切石がウル敷き上

に散乱していた。聞き取りではかつてこの石畳を「ボウズミチ（坊主道）」と呼んでいたとされる。後者は敷居

石が中央に設置され、東側は南北に走る溝で西側は切石の縁石で画し、その中に切石をはめ込んでいる。西側縁

石の北に接して左脇門石騰下部から総門基壇まで続く、石造りの溝が設置されている。いずれの石畳も使用され

る石材の大きさは様々で上面を不整形に加工した石灰岩を組み合わせて石畳を形成している。左脇門前の石畳の

南側にはコンクリを噛ませた野面の石積みが見られる。石の組み方が稚拙であることと、コンクリが使われてい

ること、平面上の一貫性が見られないことから、戦後に設置された石積みである可能性が高い。この石積み周辺

からはガラス、コンクリ片、鉄片、現在使用されている花活け用の瓶や小杯といった現代遺物が大量に出土して
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第17図 龍淵殿地区石列(3)

いる。これらの周辺には現代の参拝者がつくったと思

われる拝所がいくつか見られることから、戦後につく

られ、 しばらく使われた後に埋没してしまった拝所で

あると思われる。因みに聞き取りでは、左脇門から首

里城久慶門一帯は琉球大学造成時に大幅な地形改変が

行われている。 ご奢／
II 下層遺構

戦前まで残存していた建物以外でそれらの下部から

検出された遺構を報告していく。部分的な発掘で確認

されたものが大半であるため、各々の機能に関しては

判然としない。よって、各遺構の種類別に報告してい

く。

石列

石列 1

龍淵殿の下層を南北方向に石列が点在しており、そ

の内の最北端に位置する（第26図）。長さは約2.4mで

石灰岩の切石が3個配置される。石積み 1、2の根石

並びに石列 2とは石の大きさがほぽ同じである点、西

面している点、そして延長方向が一致する点からそれ

らとは一連のものであると考えられる。龍淵殿北辺基

壇の羽目石、溝によって石積み 1と分断されている。

石積み 1の根石並びに石列 2とほぽ大きさは同じであ

る。

,0疇
e> 

゜ヽ

石列 2

石列 1と同様、龍淵殿下層を南北方向に西面する石

列（第20、26図）。東司跡のほぼ西側に配置されてお

り、長さ約3.3m、切石 4個から成る。石列 lと石材

の大きさ、方向に関しては大差はないが、上面が平坦

に加工されている点のみ、異なる。これは方形石組遺

構が構築された際に床面として利用するために加工さ

れたものと考えられる。石積み 1、 2の根石並びに石

列 1とは石材の大きさがほぼ同じである点、西側に面

を有している点、そして延長方向が一致する点からそ

れらとは一連のものであると考えられる。なお、庫裏

下層に西側に面を有した切石が1つ見られ、面の方向

と石の大きさから石列 l、 2、石積み 1と2が一連の 第18図 庭園地区石列 (5・6・7)石積み(1)

。
4m 

ものと考えられる。
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石列 3

龍淵殿西辺基壇の北側延長上で南北方向、西面する石列。長さ約8.3m、切石14個から成る。それらは地山直

上に据えられ、控え部分には裏込め石が見られる。切石の面には陰刻で「口」「L」といった印が刻まれている

（第17図・図版20-8、21-1~ 3)。龍淵殿西辺基壇と方向と切石面を同じくしていることから戦前までの龍淵

殿西辺基壇の根石として利用されていたと考えられる。この石列の更に北側延長部分は庭園と獅子窟とを画する

石騰の根石へと続く。

石列 4

龍淵殿北辺碁壇の西側延長上で東西方向、北面する石列。長さ約8.8m、切石15個から成る（第31図）。それら

は地山直上に据えられ、控え部分には裏込め石が見られる。

各切石の上面は平坦に加工されていることと、裏込め石の存在からある程度の高さにまで立ち上げられていた

と想定される。西端は西側から圧を受けたためか割れている切石、並びに北側にやや石列の方向がずれているの

が確認された。また、切石の面には陰刻で「口」「エ」といった刻印が2個所で確認された。（図版21-4) 西側

は琉球大学教員官舎の基礎により一部破壊を受けているが、全体として残存状況は良好である。

石列 5

庭園の北側、石騰の際に北面する石列が確認された（第18、27図）。この石列は庭園西側石謄下部を通り、獅

子窟北側の石敷きの北縁となって獅子窟西側辺りまで続いている。長さ約26.2m、石灰岩の切石を用い、裏込め

石も見られることからある程度の高さまで積まれていたと想定される。庭園西側で石積み 1に沿って緩やかに南

側へ方向を変える。また庭園西側辺りで一部、石列が切れる部分が見られる。そこから南東方向に平瓦を 2列に

並べた溝 3が設置されている。

石列 6

庭園の南東側、龍淵殿北側の博敷きの溝の下部から南北方向で東面する石列が確認された（第18図）。石灰岩

製の切石を用いており、石列 5の東側方向に繋がる可能性が指摘できることから、石積み 1に沿う溝の縁石であっ

たと考えられる。 4個の切石が配置され、長さは約1.lmである。因みにこの辺りは円覚寺の中でも地下水が特

にi勇き出る部分である。

石列 7

庭園の南西側から庭園西側石騰下部を通り獅子窟基壇まで続く石列である（第18、27)。東西方向で南面し、

地山直上に据えられている。石灰岩製の比較的大きい切石を用いており、長さは約3.5m続く。面の加工は粗い。

石列 8

庭園の北東側、東西方向で南面する石列。比較的大きい石灰岩の切石、 2つから成る（第18図）。石列 7と同

様に面の加工が粗いこと、方向は同じくしていることから同一の石列であった可能性が挙げられる。東側は石列

5によって切られている。

石列 9

井戸の西側、左脇門へ続く参拝道の床面を形成する黄白色細砂層の下にニービの塊のみで形成される層が見ら

れ、その下部から東西方向で南面する石積みが見られた（第30図）。 トレンチ掘りのため全容を把握することは

できなかったが、約1.5m検出した。石灰岩製の切石を用いているが、裏込め石が見られないためそれ程高く積

み上げられていなかったと思われる。

石列10

井戸の西側、左脇門へ続く参拝道の床面を形成する黄白色細砂層の上面から検出された（第30図）。途中で切

れる部分も見られるが約 4mにわたって確認された。石列 9と同様に東西方向で南面し、石灰岩製の切石を用い

る。裏込め石が見られないためそれ程高く積み上げられていなかったと思われる。途中で切れる部分も見られる

が長さ約4.6m、確認された。

石列11

鐘楼の南側を画する溝の西側で南面する石列（第24図）。石灰岩製の比較的小さな切石を用い、裏込め石は見

られない。西側は旧琉球大学石騰で破壊され、東側は鐘楼南側の溝の下部へ延びていく。上層遺構との関係で長

さ約0.9mのみ確認することができた。井戸から延びる参拝道の北側側溝と同軸上であり、その関係が指摘され

る。
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I (第 1層）茶褐色粘質土

II (第 2層）暗灰色粘質土 (2 cm前後の炭と砂を多く含む）

皿（第 3層）暗褐色粘質土 (30cm前後の石灰岩礫を多く含む）

N (第4層）黄褐色粘質土 (5 cm前後のクチャを少し含む）

V (第 5層）暗褐色粘質土 (2 cm前後の炭を少し含む）

VI (第6層）明茶褐色粘土層（クチャ、ブロック、スミが混入）

VII (第 7層）明橙色粗砂層 （小礫を多く含む）

VIII (第 8層）灰色粘土 （クチャ硬く締まる）

第19図 龍淵殿地区南側基壇確認トレンチ（土色については「標準土色帳」に基づいて観察を行った。）

石列12

仏殿基壇南辺の裏込め石部分、東西方向で南面する石列（第25図）。仏殿甚壇南辺の根石に伴う裏込め内から

検出された。石灰岩製で粗加工の切石、 13個から成る。仏殿基壇南辺の根石と同軸で、東側は仏殿基壇東辺の根

石で切られ、西側は仏殿と鐘楼を結ぶ浮道辺りまで残存する。長さは約9.2mで途中 3個所切れている部分があ

る。

石積み

石積み 1

庭園の東側を画する石積み（第18図）。円覚寺境内の北側を画する石騰から緩やかに南へ方向を変えながら途

中で分岐し、龍淵殿北側の博敷きの溝によって切られるまでの長さ約5.5mが確認された。石灰岩製の切石を用

いたあいかた積みで裏込め石も確認された。根石は地山直上に比較的大きな切石を据えている。北側石騰接続部

近くで天端部分が残存していたため、根石からの高さは約 2mであったことが確認された。積み方を観察すると

幾度か組み直された形跡が見られ、特に北端において緩やかに弧を描きながら北西方向へ突出している部分が最

も注目される。その延長軸と切石の大きさから推測するに石列 7、 8と繋がっていた可能性が高い。また、南端

においては石列 l、 2、石積み 2の北端部分と同軸上であることと、石材の大きさがほぼ共通すること、裏込め

石が見られることからこれらが一連の遺構として繋がっていた可能性が高い。古写真を見る限りではこの石積み

は昭和初期には埋没し、築山が築かれていたことが確認できる（吉永1968)。

石積み 2

庫裏の南側にある石積み（第29図）。円覚寺境内の南側を画する石H裔から緩やかに北へ方向を変えながら分岐

し、庫裏南側の溝によって切られるまでの長さ約3.5mが確認された。残存最高部は約 lmあり、石灰岩製の切

石を用い、あいかた積みで裏込め石も確認された。

地山の上に砂利層が堆積しその上部に比較的大きな根石を据えている。また、裏込め石は地山直上から込めら

れている。先述したように石積み 1、石列 l、 2と一連の遺構である可能性が高い。

石積み 3

石列 4と方向を同じくしその北側に設置されている石積み（第31図）。石灰岩製の切石を用い、あいかた積み

で長さ約6.2m、確認された。最も高い部分で約0.4m、東側は龍淵殿北側の塘敷きの溝の下部へ続いていき、西

側は旧琉球大学教員官舎設置による攪乱によって破壊されていた。裏込め石も確認され、控え部分から石列 4の

面まで密に入っていた。石列 4からの出士遺物と比べて時期的に新しくなることから石列 4の後補として構築さ

れたものと考えられる。

遺構埋土からは赤瓦、ガラス片が少ないながらも出土しているという点とこの部分の龍淵殿上層遺構が破壊を
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受けている状況から戦後暫くの間、地表面に本遺構が露出していたものと考えられる。

石積み 4

龍淵殿と庫裏との境目に東西方向で南面する石積み。龍淵殿の基壇南辺を確認するために試掘坑を 2本トレン

チ①、②入れた結果、確認された（第19、26図トーン部分）。この石積みは上場が欠損しており、切石で控え蔀

分の裏込め石が見られるがあまり多くは込められていない。この石列の東側延長方向に龍淵殿の礎石があり、戦

前の龍淵殿遺構レベルから比べても下部にあたる。また、東側延長方向にある礎石の下部に石列は見られないこ

とからこの石列を一度埋めて、その上に礎石を据えたと考えられる。建物の基壇と考えることもできる。

石積み 5

鐘楼南東側の東西方向に延びる石積み（第30図）。南面し、上場は欠損している。調査区の関係でその範囲と

根石部分を確認することはできなかったが、確認された高さは1.9mで上からあいかた積み、切石積み、あいか

た積みの順で組まれていることが確認された。このことから少なくともこの石積みは 2回、積み直しが行われた

と言える。最上部のあいかた積み、中位の切石積みの面は整合されるが最下部のあいかた積みの面とそれらは検

出された東端において南の方向にややズレが見られる。裏込め石も調査区外北側へと続き、その厚みから非常に

高い石積みであったとする可能性も挙げられる。鐘楼の南側を画する溝と同軸上であることからその関係性が示

唆される。

石積み 6

石積み 4に取り付く石積み（第19図）。南北方向に西側に面を有する切石を 3つ並べており、内側には裏込め

石も見られる。最も南側に配置される切石は南側にも面を有していることから、この部分から方向を西側に変え

て切石を配置していたものと思われる。龍淵殿南辺のほぼ中央部に位置していることと併せて考えると、階段や

踏み石的機能を有した遺構であると想定することができる。

集石

集石 1~12 

集石は12基確認された（第26図）。大きさが区々の石灰石をもちいており、ほぼ等間隔に配置される。かつて

龍淵殿があった場所の東側に位置する琉球大学教員官舎の基礎を挟んで北側に10基、南側に 2基確認された。何

れも龍淵殿の範囲内で各々の位置は平面圏に描かれた龍淵殿の柱位置とほぽ一致する。龍淵殿の基壇西辺辺りは

破壊を受けており、確認することはできなかった。当初、龍淵殿の根石の基礎部分と想定されたが北西部に残存

する根石下部にそのような集石が見られないことから、戦前まであった龍淵殿より古い時期の遺構と考えられる。

礎石の基礎部分と想定されるが確たる論拠はない。

集石13

石積み 4の南側、溝 1の東側からこぶし大の石灰石が密に見られた（第30図）。溝 l構築時の床面であったと

考えられるニービの塊のみで形成される層の更に下層で確認された。石積み 4から見ると最下部のあいかた積み

を埋め込むように石灰石が集積されているようにみえる。調査区の関係で全容を確認することはできなかったた

め、その機能に関しては不明である。なお、円覚寺境内のほぼ全域において地山はクチャ層であり、水捌けはあ

まり良好ではない。境内に諸所に溜まった水は境外へ排水されるように溝が各所に配置されていることがそれを

物語るが、この集石周辺は水捌けが良好で、調査中この周辺が冠水したことは一度も無かった。今回の調査では

調査区と調査日数の関係で更に下部の遺構を確認することができなかった。おそらくこのような水捌け状況から

当該地区周辺では相当下部まで遺構が埋蔵されているものと思われる。

溝

溝 1

石積み 4の面と直交する石造りの溝（第30図）。調査区の関係で全容を確認することはできなかったが南北方

向に長さ約 lm確認することができた。溝の床は石材を用いない点、また西側の縁石はあいかたに積まれており、

東側の縁石とはレベルが異なる点が特徴的であると言える。東側縁石の控え部分には裏込め石は用いず、ニービ

の塊のみで形成される層が広がる。西側縁石の控え部分には裏込め石を用いているため、本格的な石積みであっ

た可能性が指摘できる。南側に広がる井戸の西側、左脇門へ続く参拝道の床面を形成する黄白色細砂層の下層へ

延びていく。

溝 2

庭園西側において石列 5に取り付く溝（第18図）。素掘りで幅は約20cm、北西ー南東方向で、平瓦の凸面を向
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かい合わせて溝の縁をつくる。おそらく庭園の中心部近くまで延び

ると思われるが上層遺構との関係でわずか長さ30cmを検出したに過

ぎなかった。実用的な溝ではなく鑑賞に耐え得る意匠的な溝である。

溝 3

庭園西側の石賭近くで確認された。溝 2と同様、素掘りの溝で平

瓦の凸面を向かい合わせて溝の縁をつくる。但し、床面に黒色の丸

石を敷き、東から西へと傾斜を有する点で異なる。西側石騰トレン

チ第 2層下面、第 3層上面に位置する。幅は約10cmで北東ー南西方

向、上層遺構との関係で長さ30cmを検出したに過ぎなかった。この

溝も実用的な溝ではなく鑑賞に耐え得る意匠的な溝である。

方形石積み

龍淵殿束司跡の西側に位置するコの字状の方形石積み（第20図）。 第20図 肯［淵殿刈兎と方形=Eifflみ

東西北側に面を有し、石灰岩の切石をあいかたに組み、石列 2の上

面を平坦に成形して床を形成する。東西北面の石積みには裏込め石が見られ、上場を欠損するものの残存高は約

40cmある。南側は戦後に破壊を受け、その南限は分からなかった。東面は約2.3m、西面は途中で一部切れるが

約1.9m残存していた。本来、平面形は長方形状であったことが想定される。この囲饒された内部に木炭と火を

受けた明朝系瓦が大量に出土した。おそらく 1721年に焼失した龍淵殿の部材と瓦を一括して廃棄した場所でもあ

り、同年に龍淵殿再建の際にこの方形石積みも共に埋蔵されたと考えることができる。なお、この方形石積み遺

構の床面からは地下水が大量に湧き出た。

小括

今回の調査における最大の成果としては、平面圏や古写真に見られる戦前まで残存していた遺構の残存状況を

全域において把握することができた点にある。旧琉球大学教員官舎によって境内の北西一帯と龍淵殿の中心部、

井戸一帯が、琉大グランドに伴う石騰により三門と仏殿との間が破壊を受けていた。それ以外は厳密な建物規模

や配置を伺い知り得る程に、残存状況は良好であった。

これらの成果から平面圏と検出された遺構との間に若干の相違が見られた。それを箇条書きにして以下にまと

める。

1 . 平面圏では総門、三門、仏殿、龍淵殿が東西軸に一直線上に並ぶが、総門、三門の軸線に対して龍淵殿、

仏殿の軸が北へ 2゚ 5 振っている。

2. 東側の石騰は平面圏においては一重であるが、更に東側において石騰が検出された。北側から南側を結ぶ

一連の石脇とは全く接することなく、東側約 3mの控えを有して配置される。『首里古地図』においてはこ

の石騰は描かれている。

3. 平面圏では左脇門から井戸へ至る参拝道が井戸手前で南側に緩く折れるが、検出された遺構から、右脇門

から井戸までほぼ直線上に参拝道は結んでいる。

4. 平面圏では龍淵殿の全ての柱間が均等に描かれているが、検出された礎石の位置から外側 1間はやや狭小

であることが確認された。

2に関しては戦前時には埋没していた可能性も指摘できるので今後の聞き取りなどによる検証の必要があるが、

l、 3、4については田辺泰が意図する平面圏の精度が見て取ることができる。柱の正確な位置や、伽藍配置軸

の若干の振れ、そして主要建物以外の記載は簡略的に描かれているといった特徴が見られる。田辺は他に崇元寺

末吉宮の建物図面や建物配置図を描いていることからこのような視点でそれらの図面を見ていく必要がある。ま

た、平面圏では庫裏は建物輪郭のみで柱配置に関しては省略されている。今回の調査において礎石が確認された

ことによってある程度の柱配置が明確となった。また庫裏の南東隅は張り出しが見られることが確認され、その

部分はかつてトイレであったことが遺構の状況から確認された。

下層遺構においては上層遺構が戦後の造成等によって破壊された部分でのみの確認を行ったが、調査面積の関

係でそれらの全容を把握できた遺構は少なかった。しかし、円覚寺の各所において石列、石積み、集石、方形石

積み、溝といった多様な造構が検出されたことによって、幾度かの建物の建て替え若しくは建物変遷があったこ

とが確認された。以下、簡単に概要を付す。

庭園から獅子窟にかけては遺構の切り合いから少なくとも 3回の遣構変遷が見られた。第 1期として石列 7、

N ~ 

゜
2m 
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8が配置される時期。そして石積み 1の北端において緩やかに弧を描きながら突出している部分が一連の遺構と

なる。石列 7、 8の各石材が比較的大きいことと裏込め石が見られることから、これらの延長上にすりつく石積

み 1のような石騰であったことが指摘できる。この石積み 1は石列 1、 2を経由して石積み 4へ、といった一連

の石騰であったと思われる。第 2期として石積み lはそのまま残り、石賭が北側に拡張していく時期。石列 5が

東西に走り、束端で石積み lに沿って南に方向を変える。石列 5の西端は獅子窟の西端まで残存する。おそらく

円覚寺境内の北側を画するような遺構であったと想定される。石列 5に取り付く溝 2や庭園西側で確認された溝

3の形態から、おそらく曲水を配置する池泉鑑賞式のような庭園があった可能性が指摘できる。第 3期としては

戦前の古写真に見られるような立石を各所に配した枯山水庭園が見られる時期。石積み 4や庭園側の石列 5は埋

没し、獅子窟側の石列 5は獅子窟に伴う石敷きとして利用される。獅子窟と庭園を画する石騰がつくられ、獅子

窟の基壇並びに石敷きもこの頃に築造されるものと考えられる。

龍淵殿においては 3回の遺構変遷が遺構の切り合いから確認された。第 1期として石積み 1、石列 l、 2、石

積み 4を結ぶ石騰が配置される時期。第 2期として龍淵殿北辺基壇の下層において確認された石列4と石積み 3
が、南側の庫裏との境辺りの石積み 4、 6が配置される時期。各遺構の上面が上層遺構によって破壊されている

ことから文献史料で伺える1721年に焼失した大殿の遺構である可能性が高い。龍淵殿の下層遺構を全面検出して

はいないが、東西南北面において甚壇を形成する建物であったと考えられる。また、東司跡西側の木炭や瓦といっ

た遺物が一括して埋蔵されていた方形石積みも出土した瓦からこの時期の遺構に比定することができる。第3期

としては大殿が焼失した同年に再建された龍淵殿に伴う碁壇遺構が設置された時期である。

仏殿においては 2回の変遷が遣構の切り合いから確認された。第 1期として石列12が配置される時期。仏殿は

1588年に改修を受けており、その際に基壇の南辺を南側に拡張、若しくは移動する以前の基壇根石が石列12に比

定されるものと思われる。第 2期としては1588年から沖縄戦によって焼失するまでの仏殿である。

聞き取り調査によると鐘楼の西側と庫裏の間にはかつて畑があった。この周辺から石積み 5、集石13、溝 lが

確認された。少なくともこの地区は 2回の遺構変遷があったものと考えられる。第 1期として先の石積み 5、集

石13、溝 1が設置される時期。これらの全容に関しては把握できないため、 一括として現段階では取り扱わざる

を得ない。 1756年に来琉した周煽はこの場所に僧寮が配憤されていたとし、おそらくそれに関係する遺構と思わ

れる。戦前の古写真並びに平面圃には僧寮は見られず、その場所は板塀で北側を区画した内側に畑らしき畝が見

られるのみである。よって僧寮がいつ頃に取り壊されたかは文献資料においては明らかではない。尚、この場所

が畑として利用されていた時期を第 2期とする。

三門周辺においては下層遺構を全く確認することはできなかった。参考までに庭園・獅子窟周辺を庭園・獅子

窟地区、龍淵殿周辺を龍淵殿地区、仏殿周辺を仏殿地区、畑周辺を畑地区と仮称し、それぞれ地区から検出した

下層遺構の動態を表 1にまとめてみた。

く参考文献＞

吉永義信「琉球庭園」『日本文化としての庭園』誠文堂新光社 1968 

古塚達夫『名勝「識名園」の創設』上巻 ひるぎ社 2000 

田辺 泰『琉球建築』座右宝刊行会 1936 
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第34図 石謄平面模式図（番号は、平面図の位置を示す）
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第V章出士遺物
今回の調査では青磁、白磁、中国産染付、褐釉陶器、本士産陶磁器といった輸入陶磁器をはじめ、上器、沖縄

産施釉・ 無釉陶器、瓦、噂、玉、石造製品、骨製品、貝製品、銭貨、金属製品、木製品、貝類、骨類といった多

種多様な遺物が得られている。全体の 7割近くが瓦であり、 1割が薄、 1割が陶磁器類で占められた。特に祭祀

や仏教に関わる遣物に関しては注目されるものが多く見られた。中でも金属製品はインドネシアのクリスに類似

する蛇行剣や、禅宗系寺院の仏具として使用される慇子、伏鉦、花瓶、厨子に伴うとされる彫金された飾り金具

等が得られた。他にも鬼瓦や香炉など寺院遺跡を特徴付ける多種多様な遭物を多く得ることができた。しかし一

方で、沖縄戦並びに戦後の攪乱によって遺構に伴う遺物はごく僅かであった。城の下や首里城から流れ込んだ遣

物もあるものと思われ、全て円覚寺と関係するものとは限らない。以下、種別に概要を簡記する。

第 1節青磁

青磁は碗、皿、盤、香炉、瓶、杯、鉢、酒会壷、水注、蓋などが出土した。攪乱層からの出土が多く、遺構に

伴うと思われるものは30点得られ、うち 8点図化した。産地は景徳鎮、龍泉窯のものが見られた。

碗 ：口縁部、胴部、底部を22点、図化した。口縁部は直口口縁が7点と主体を占め、外反口縁が 1点のみ

であった。底部は畳付が丸くおさまるもの、外面が面取りされるもの、水平に切られるもの、そして

底径が小さくなるものに大別できる。文様は「蓮弁文」「草花文」「菊花文」「弦文」「雷文」「人物画」

が見られる。

皿 ：口縁部、胴部、底部を 9点、図化した。口縁部は宜口口縁と外反口縁があり、共に 2点得ることがで

きた。直口口縁は菊花形皿、外反口縁は薄手のものと輪花皿と特徴的なものが見られる。底部は腰折

皿と思われるものが 1点見られる。文様は「魚文」「蓮弁文」「櫛描文」「花文」が見られる。

盤 ：口縁部を 4点、底部を 1点図化した。口縁部は全て鍔縁口縁で鍔端部を撮り上げたものが2点、稜花

状になるもの、直口口縁で口唇部は玉縁状となるものが各々 1点、得られた。文様は蓮弁文と草文が

見られ、蓮弁文は櫛描と箆描のものとに細分することができる。

香 炉 ：口縁部、底部を 4点図化した。口縁部は胴部が直に立ち上がり内側へ「L」字状に折れる。底部はベ

夕底のものと足付きのものがある。これらには文様は見られないが胴部資料のみ箆描き線が見られる。

瓶 ：口縁部、頸部、胴部、底部を 7点、図化した。口縁部は頸部が直に立ち上がり口縁部近くでラッパ状

に外反する。底部は外底部の袂りが浅い高台を有する。頸部、胴部には「牡丹唐草文」が見られるも

のが2点得られた。

杯 ：べっ甲口の杯が 1点得られた。同様のものが今帰仁城志慶真門郭から出土している。

酒会壷 ：胴部が2点得られたが小片のため、瓶である可能性も挙げられる。文様は「草文」「蓮弁文」が見ら

れる。

水 注： 注口部が 1点得られた。注ぎ口に近い部分から外反状となる

蓋 ： 1点得られた。文様は見られない。

第 3表青磁観察一覧 (1)

単位： cm 

挿図番号
口径

器種 器高 胎 土 釉 薬 文 様 貫入・釉調 出土地点図版番号
底径

第37図 1 無文外
18.0 淡灰白色の微粒子 内外面共にやや厚く施釉。 なし 貰入は見られない 井戸地区攪乱庖

気泡と黒色粒子が僅かに 口唇部は丸くおさめる 明緑色図版35 反碗
見られる

第37図 2 
12.2 淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉 外面に細刻線蓮弁文 内 細かい貫入が内外面共に 御照堂地区攪乱屠

直口碗 白色粒子が見られる 面には箆描の文様が見ら 見られる図版35
れる 深緑色

第37図 3 
14.3 淡灰白色の微粒子 内外面共にやや厚く施釉 外面に細刻線蓮弁文 内 貫入は見られない 表採

直口碗 面には陰刻線が一条見ら 明緑色の失透釉図版35
れる

第37図 4 
10.8 淡黄白色のやや粗い微粒 内外面共に施釉 外面に細刻線蓮弁文が見 内外面に細かい貫入が見 郷子窟地区攪乱層

直口碗 子 られるが弁の剣先が不明 られる図版35
瞭 黄緑色の失透釉
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第 4表青磁観察一覧 (2) 単位： cm 

挿図番号
ロ径

器種 器高 胎 土 釉 薬 文 様 貰入・釉調 出土地点図版番号
底径

第37図 14.6 灰白色で微粒子、一部淡 内外面共に施釉される 外面に幅広の箆描き蓮弁 貫入は見られない 御照堂地区攪乱陪

図版355 
直口碗 赤橙色の斑が見られる 文が見られる。 淡い緑色で失透釉

気泡が僅かに見られる

第37図 灰色と橙色が斑に見られ、 内外面共に薄く施釉される 外面に幅広で箆描の蓮弁文 貫入は見られない 括子窟地区攪乱庖

図版356 
直口碗 粒子はやや粗い 深緑色で失透釉

白色粒子が見られる

第図3版73図5 7 
17.6 淡灰白色で微粒子 内外面共にやや厚く施釉 外面は鏑を有した蓮弁文 貫入は見られない 表採

直口碗 黒色粒子が見られる される が見られる 青緑色で失透釉

第図3版73図5 8 
13.0 灰色と灰白色が斑に見ら 内外面共に施釉される 外面は幅広の櫛描蓮弁文 貰入は見られない 龍淵殿地区石列4

直口碗 れ、微粒子 弁の剣先は少略化される 淡緑色で失透釉釉に白色の 裏込め
白色粒子が見られる 混入物があり白の斑状となる

第図3版73図5 ， 淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉される 外面には弦文と内面には 細かい貫入が見られる 龍淵殴地区樅乱隣
碗胴部 白・ 黒色粒子が僅かに見 雷文帯 黄色がかった青緑色でや

られる や透明がかる

第図3版73図5 1 0 
灰白色の微粒子 内外面共に薄く施釉c 畳 内底部に圏線と中央に火 やや粗い貫入が内外面共に見られる 西側石積みトレン

碗底部 白・ 黒色粒子が僅かに見 付まで施釉され外底部は 升 透明度のある青緑色で、 チ2府
5.4 られる 露胎。 畳付には溶行物が付着

第37図 淡黄白色の微粒子 内外面共に薄く施釉。畳 外面に蓮弁文の下部が見 貫入は見られない 庭園地区攪乱庖

図版3511 
碗底部 付まで施釉され外底部は られ、内底部には草文 淡い黄緑色

6.2 醤胎。

第37図 12 
灰白色の微粒子 内外面共に薄く施釉。畳 内底部に菊花文と圏線が 細かい貫入が内外面共に 表採

碗底部 白色粒子が僅かに見られ 付まで施釉され外底部は 見られる。 見られる図版35
5.6 る 露胎。 深緑色

第37図 13 
淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉 外面に界線と内面に人物 細かい貫入が内外面共に 庭園地区攪乱吊

碗胴部 白色粒子が見られる 画が見られる 見られる図版35
透明度のある深緑色

第37図 淡灰白色で微粒子 内外面共にやや犀く施釉 外面に蓮弁文と内面に斜 貫入は見られない 鐘楼地区攪乱円

図版3514 碗胴部 黒色粒子が僅かに見られる される 位の櫛描文 淡緑色でやや透明がかる

第図版373図5 15 
黄灰白色で微粒子 内外面共に施釉されるが、 外面に細刻線蓮弁文が見 内外面に細かい貫入が見 鐘楼地区攪乱阿

碗底部 気泡と黒色粒子が催かに 器表は凹凸を呈し、露胎 られる られる
5.2 見られる も見られる 明緑色の失透釉

第図版373図5 16 
灰白色で微粒子 内外面共に施釉されるが、 内底部に界線と中央に不 内外面に細かい貫入が見 庫裏地区1覺乱暦

碗底部 器表は凹凸を呈し、蕗胎 明瞭ではあるが文様が見 られる
5.1 も見られる られる やや黄色がかった緑色の失透釉

第図3版73図5 1 7 
灰白色で微粒子、一部灰 内外面共に施釉される 外面に蓮弁文の下部と思 貫入は見られない 龍淵殿地区石積み

碗底部 白色の斑が見られる 内底部は露胎 われる沈線が見られる。 青緑色で釉はやや透明が 3埋土層
5.4 気泡が僅かに見られる 内底部に菊の草花文 かる 図版20-7

第図3版73図5 1 8 
外面は橙色、内面は灰白色 内外面共に薄く施釉胴下 なし 細かい貫入が見られる 仏殿地区攪乱屈

碗底部 白色粒子が僅かに見られる 部から外底部にかけて露 灰緑色
3.7 胎

第図3版73図5 1 9 
黄灰白色で微粒子 内外面共に施釉 内底面は蛇 なし 細かい貰入が見られる 御照堂地区攪乱層

碗底部 気泡が僅かに見られる のH状に釉剥ぎされ高台下部 深緑色の失透釉
7.7 から外底部にかけて露胎 器形から広東系と思われる

第37図 20 
灰白色で微粒子 内外面共に薄く施釉 型取りの無文碗 細かい貫入が見られる 獅子窟地区攪乱層

碗底部 気泡が僅かに見られる オリープ鼓色で透明釉図版35
4.6 

第図3版73図5 2 1 
赤褐色で粒子はやや粗い 内外面共に施釉される なし 細かい貫入が見られる 表採

碗底部 白・ 黒色粒子が見られる 外面は胴下部以下は露胎 深緑色で失透釉
4.2 

第37図22 
淡黄白色の微粒子 内外面共に施釉される 内底部に丸に「正」の字 細かい貫入が見られる 束西トレンチ第4肘

碗底部 気泡が催かに見られる 外面は岱付まで施釉、外 が見られる 青緑色でやや透明がかる図版35
5.0 底面は露胎

第図版373図6 23 
11.5 灰色で微粒子 内外面共に薄く施釉 綸花皿で口縁部近くに 2 やや粗い貫入が見られる 鐘楼地区攪乱府

外反皿 白・ 黒色粒子と気泡が僅 重の櫛描線を弧状に組み やや透明度のある深緑色
かに見られる 合わせた文様が見られる

第38図 24 
17.3 淡灰白色で微粒子 内外面共に薄く施釉 内面に陽刻文 貫入は見られない 石積み 4確認トレ

外反皿 黒色粒子、気泡が僅かに 裔台下部から畳付まで露 明緑色でやや透明がかる ンチ第 2層図版36
8.4 見られる 胎 窯は棗徳鎮か

第38図 25 
8.2 淡灰白色で微粒子 内外面共に施釉 無文 細かい貫入が見られる 井戸地区攪乱円

直口皿 気泡が僅かに見られる 青緑色で失透釉医版36

第38図 26 
12.8 淡灰白色で微粒子 内外面共に施釉 菊花形JIilで型成形である 粗い貫入が見られる 庭園地区攪乱尼i

直口皿 気泡と黒色粒子が僅かに 外面には沈線が見られる 青緑色でやや透明がかる図版36
見られる

第38図 27 
淡灰白色、黒色粒子と気 内外面共に施釉 外面の胴部，高台部の接続部 貰入は見られない 仏殿地区攪乱府

皿底部 泡が僅かに見られる 外底部のみ鉗胎 と高台下部に沈線が見られる 青緑色で釉はやや透明が図版36
7.6 内底部に花文と圏線 かる

第図3版83図6 2 8 
灰色で微粒子 内外面共に施釉 内底部に魚文、外面に蓮 貰入は見られない 庭園地区攪乱円

IIll底部 白・ 黒色粒子が僅かに見 高台下部から内底部にか 弁文の下部が見られる 深緑色で失透釉
6.0 られる けて露胎
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第 5表青磁観察一覧 (3) Jll位： CIII

挿図番号
口径

器種 器高 胎 士 釉 薬 文 様 貨入・釉調 出土地点図版番号
底径

第38図 29 
灰白色で微粒子 内外面共に施釉 外面胴部に蓮弁文の下部 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

皿底部 白・ 黒色粒子と気泡が僅 畳付から外底部にかけて が、内面胴部に草文の一 青緑色でやや透明がかる図版36
6.6 かに見られる 総胎 部

第38図 30 
橙色で微粒子 内外面共に藩く施釉 なし 貫入は見られない 三門地区攪乱層

皿底部 白色粒子 と気泡が僅かに 畳付から外底部にかけて 深緑色で失透釉図版36
6.0 見られる 臨胎

第38図 31 
淡橙色で微粒子 内外面共に薄く施釉 内底 内底面に賜圏線 貫入は見られない 三門地区攪乱層

皿底部 黒色粒子が僅かに見られる 部は釉剥ぎされ、外面は畳 黄色がかった青緑色で失図版36
7.2 付から外底部まで露胎 透釉

第38図 32 
灰白色で微粒子 内外面共に施釉 内面に複数本単位の櫛描 粗い貫入が見られる 御照徴地区攪乱屈

鍔縁盤 黒色粒子が1菫かに見られる 蓮弁文が見られる 青緑色で失透釉図版36

第38図 33 
23.6 淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉される 内面に丸箆描の蓮弁文 貫入は見られない 庭園地区東西トレ

鍔縁盤 気泡が見られる 外面胴部に界線 青緑色で失透釉 ンチ第 I層図版36

第図3版83図6 34 
黄灰白色の微粒子 内外面共に薄く施釉される 口縁部は稜花状となる 粗い円入が見られる 三門地区攪乱旧

鍔縁盤 黒色粒子が見られる 内面に一条の圏線 外面 オリープ色の透明釉

に界線

第38図 35 
白色の微粒子 内外面共に施釉される 内面に箆描の文様が見ら 貰入は見られない 左脇門地区攪乱阿

盤胴部 黒色粒子が僅かに見られる れる 薄い淡緑色でやや透明が図版36
かる

第38図 36 
灰白色で微粒子 内外面共に厚く施釉され 内外而共、口縁直下に界 貰入は見られない 鐘楼地区攪乱溜

玉縁盤 気泡が僅かに見られる る 線が一条見られる 深緑色でやや透明がかる図版36
口縁部は薄く施釉

第38図 37 
灰白色で微粒子 内外面共に薄く施釉 内底面に圏線と草文、内 粗い四入が見られる 庭園地区南北トレ

盤底部 気泡と黒色粒子が僅かに 外底部は釉剥ぎされる 面胴部に櫛描文が見られ 青緑色の透明釉 ンチ第JJ[層図版36
9.0 見られる る

第38図 38 香炉
9.2 淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉される 外面胴部と口縁下部に 2 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱庖

黒色粒子が多く見られる 内面は薄く、外面はやや 本単位の沈線が見られる 薄い淡緑色で透明釉図版36 口縁部
胆い

第38図 39 香炉
11.8 白色で微粒子 内外面共に施釉される なし 貫入は見られない 井戸地区攪乱暦

黒色粒子が見られる 内面胴下部は霞胎 D緑部近くの 淡緑色の失透釉図版36 口縁部
屈曲部と口届器の釉は薄〈なる

第38図 香炉
灰白色で微粒子 内外面共に施釉される なし 貰入は見られない 庭園地区攪乱層

図版3640 底部
内底部は浅黄色 内底部と外面は畳付から 胴下部に界線が見られる

7.6 気泡と焦色粒子が見られる 外底部にかけて蕗胎

第38図 41 香炉
灰色で微粒子 外面に薄い施釉される なし 貫入は見られない 表採
一部、浅黄色の斑が見ら 黄色がかった青緑色で失図版36 底部

8.4 れる 透釉

第38図 瓶
4.6 淡灰白色で微粒子 内外面共に施釉される 内外面共、口緑直下に界 貫入は見られない 御照堂地区攪乱阿

図版3642 ロ緑部
黒色粒子が僅かに見られ 口唇部は薄く施釉される 線が一条見られる 深緑色で透明釉
る

第38図 43 
淡灰白色で微粒子 内外面共に施釉される 外面頸部に片切彫りの牡 細かい貫入が見られる 西側石積み トレン

瓶頸部 気泡が僅かに見られる 丹唐草文か 深緑色で透明釉 チ第 2隔図版36

第図3版83図6 4 4 
9.2 淡灰白色の微粒子 内外面共に厚く施釉され 外面に片切彫りの蓮弁文 貫入は見られない 表採

瓶胴部 黒色粒子が僅かに見られ る と横位の凸線 青緑色で失透釉
る

第38図 酒会壷 黄灰白色で微粒子 内外面共に施釉される 外面に刻花文 細かい貫入が見られる 表採

図版3647 または 気泡が僅かに見られる 青緑色で失透釉
瓶胴部

第図版383図6 48 
酒会壷 内面近くは橙色、外面は 内外面共に施釉される 外面に蓮弁文と横位の凸線 細かい貫入が見られる 表採
または 淡灰白色で微粒子 青緑色でやや透明がかる
瓶胴部 気泡が｛望かに見られる

第図版383図6 45 
淡灰白色で微粒子 内外面共に薄く施釉され なし 外面に粗い貫入が見られ 龍淵殿地区攪乱屈

瓶底部 気泡が備かに見られる る る
6.9 淡緑色でやや透明がかる

第図版383図6 46 
瓶

淡灰白色の微粒子 内外面共に施釉される なし 粗い貧入が見られる 鐘楼地区攪乱屑
気泡が見られる 伐付のみ露胎 淡緑色の透明釉底部

7.6 

第図版383図6 49 
灰白色の微粒子 内外面共に施釉 外面に枕源が一条見られる 細かい貫入が見られる 表採

蓋 気泡と黒色粒子が僅かに 中心部近くは内外面共に 淡緑色でやや透明がかる
見られる 蕗胎となる

第38図 50 べっ甲
13.0 淡灰白色で微粒子 内外面共に厚く施釉 外面胴部に箆描の蓮弁文 粗い貫入が見られる。膏 西側石積みトレン

ロ杯
気泡が見られる 口唇部は薄く施釉される 緑色でやや透明がかる チ 2囮図版36

第図3版83図6 5 1 
淡灰白色の微粒子 内外面共に厚く施釉され 外面に腸刻の牡丹唐草文 貫入は見られない 井戸地区攪乱暦

鉢胴部 黒色粒子が見られる る か 青緑色でやや透明がかる

龍泉窯

第図3版83図6 5 2 
水注

淡灰白色の微粒子 内外面共に薄く施釉され なし 粗い投入が見られる 井戸地区攪乱暦
黒色粒子が見られる る 淡緑色の透明釉注口部
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第 2節白磁

中国産・ベトナム産白磁は総数209点検出されている。確認された器種は碗、皿、小杯、袋物（瓶）の 4種で、

15世紀後葉~17世紀頃に位置づけられる資料が主勢にある。出土数量の器種別内訳をみると皿59点が最も多く、

碗31点が続く。以下、特徴的な資料を図示し、器種別に簡記する。

碗（第39図・図版36-1 ~ 10) 

口縁部から高台まで残存部位から全形が窺える程の資料は殆ど見られない。口縁部及び高台部の形態を観察時

の分類骨子とし、下記のように類別を試みた。

碗口縁部は、 I類「外反口縁グループ」（同図 1、 2、4) とII類「直ロロ縁グループ」（同図 3、 5、 6) の二

者に群別が可能で、前者は口禿陽刻文碗と無文端反碗、後者II類は無文直口碗がある。 1は、ベトナム産と類推

されるもので、微弱な外反口縁の唇部施釉を掻き取り口禿とする。器内面中位には沈線 2条を巡らせて界線とし、

その下位に花柄状の陽刻文を施す。類例としてi勇田古窯跡(I)で青海波文を陽刻した口禿碗が報告されている ぼ1)。

所属時期は13世紀頃と類推される。

2は景徳鎮窯産とみられる口折れ状を呈した無文端反碗である。 4も中国産の端反口縁碗である。

II類の直口口縁碗はいずれも中国産である。 3は、微弱に内轡を呈す薄手直口碗だが、唇部外縁に釉溜まりを

もつ特徴から景徳鎮窯産と類推されるものである。 6もやや小振りだが形態・施釉等で同図 3と共通する。 5は

器肉がかなり薄手な直口碗だが、唇部内縁は丸みを帯び、外縁は鋭角になる。

同図 7~10は碗器種の底部資料で、高台部形態及び施釉範囲から分類が可能かと思われる。高台の形状では断

面方柱状を呈するもの (illa類： 7、 8) と畳付外端を斜位に削り出すもの（皿 b類： 9、10) がある。施釉の

観点では、外面の腰部以下のみ無釉にするもの (7)、内底面施釉も輪状に掻く 「蛇の目釉剥ぎ」が施されるも

の (8、 9)、内底及び腰部以下が無釉のもの (10)が認められる。

7は底部形態や釉調等から玉縁口縁碗かビロースクタイプ（註2)と呼ばれる内彎口縁碗の可能性がある。回転箆

削り痕が認められ、畳付部周縁に砂粒熔着が見られる。 8~10も輔轄成形碗で、腰部以下に回転箆削り痕が容易

に蜆察できる。うち10は高台径が他資料に比べ小さく、高台周縁は中途まで敲打剥離が認められる。内底中央に

は「瑞」の刻字がある。

皿（同図・同図版11~28) 

今回得られた皿器種を俯轍すると、内外施釉で接地部付近を露胎させたものが主勢にある。

11、12は挟り高台（切高台）の無文直口皿で、内底には重ね焼きの際の目跡が畳付と同間隔に残る。該資料は

森田勉氏分類（註3)のD群 (15世紀後葉）に該当し、首里城跡(fi4)や天界寺跡（註5)、湧田古窯跡でも類例が報告され

ている。 13、14は内外底露胎の小皿である。 17は腰部内底が腰折れ状を呈する。 15~23は膨らむ腰部から明瞭な

稜を伴わずに外彎する外反口縁皿で、概ね高台の畳付部が内傾気味になる。畳付部のみ露胎させることから、森

田氏分類ほ3)のE群b類 (16世紀代）に該当する。口縁部断面観から、舌状を呈す口縁部先端が下向きとなるも

の（皿 I類： 15、16) と腰部からある程度の器壁厚を保ちつつ、やや上向きに外反するもの（皿II類： 18~20) 

の二者が認められる。 21~23は底部資料である。 24、25、27は菊花を象った型成形の輪花皿（菊皿）で、 27には

幅広の鍔縁状口縁が伴う。 26の体部は菊花を象るものではないが、唇部が輪花状を呈する。

小杯（同図・同図版29)

景徳鎮窯産と目される型成形の小杯が得られている (29)。器形は微弱な膨らみを持ちながら、ほぼ垂直方向

にスマートに立ち上がり、外底が碁笥底状に窪む。

瓶（同図・同図版30)

30は瓶器種の頚部破片で、器体胴部及び口縁部との境部に明確な稜を形成する。

之註文献＞

註 1. 沖縄県教育委員会 f湧田古窯跡(I)」『沖縄県文化財調査報告書』第l1l集 1993 

註 2. 金武正紀「沖縄における12・13世紀の中国陶磁器」『沖縄県立博物館紀要』第15号 沖縄県立博物館 1989 

註 3. 森田勉 「14~16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究」第2号貿易陶磁学会 1982 

註 4. 沖縄県教育委員会 f首里城跡管理用道路地区発掘調杏報告書」『沖縄県立埋蔵文化財センタ ー調査報告書』第 1集 2001 

註5. 沖縄県教育委員会「天界寺跡(I)」『沖縄県立埋蔵文化財センタ ー調査報告害』第 2集 2001 
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第 6表 白磁観察一覧（中国産・ベトナム産） 単位： cm 
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資天―見られず。

第39図10 碗底部／皿 b 胴下部
図版37 I類 I~高台

備考等 出土地点

貫入見られず。

貫入見られず。

貰入見られず。

言：
井戸地区
撹乱層

詈ぽ:~~,:□□言詈
貰入見られず。

丙―外面―どもやや粗
めの貫入あり。

全面施釉の後、岱付l文様なし。
部の先端のみ釉掻き
取る．

淡灰白色の細粒子で全面に薄く施釉後、 1文様なし。
緻密。微小な黒色粒畳付部の先端のみ釉
を僅昂含有。 さ取る．

第39図 一 淡灰白色の細粒子で失透性の灰白色釉を内外 I文様なじ。

図版3713 小型皿底部 高台 一 緻密。微小な黒色粒面とも器体下部まで薄く
4.2 も若干見られる。 総乱（外を露）

第39図 一 灰白色細粒子で緻密。 同図13同様、灰臼色の失透 1文様なし。

固版3714 小型皿底部 高台 一 微小な黒色粒をごく釉を内外面とも器体下部
4.2 僅含む。 まで胞釉 底酋）。

第39図 Jill/ I類・無 12.6 淡灰白色の細粒子で失透性やや帯びた灰白 I文様なし．

図版3715文外反□縁Jill
口縁～

（舌状＋下向さ）
畳付 3.1 緻窟。微小な黒色粒色釉を内外面施釉。窃

6.5 を-く 羅含む。 台の畳｛、周辺は露胎。

第39図 Illl/ I類・無 15.4 白色 粒子で緻密。 灰白色を帯びた失透釉を内 1文様なし．

図版3716文外反口縁皿
（舌状＋下向さ）

翡~3.8 微小嬰黒色粒をごく 外面にやや厚く脆釉するが、
9.2 僅洪含む。 屈ムの畳付周辺は露胎．

第39図 皿/I類・無 11.6 淡灰白色細粒子で緻白色の失透釉を内外 1文様なし。口縁～
図版3717 文外反口縁皿 ー 密。微小な黒色粒を面にやや厚めに施釉。

（舌状＋下向さ）
胴下部

一 質供含有。

第39図 皿/ll類・ 無 13.2 淡灰白色細粒子で 白色の失透釉を内外I文様なし。

図版3718 文外反口縁皿口緑部 一 密。 面にやや厚めに施釉。
（やや上 uさ ー

第39図 皿/II類・ 無 14.8 灰白色細粒子で緻密。 淡灰白色の失透釉を 1文様なし。
19文外反口緑1I11 口縁部 ー 内外面施釉。図版37

（やや上向き） 一

第39図 皿/II類・無 20.9 淡灰白色の細粒子で淡灰白色の失透釉を」文様なし。

図版3720 文外反口緑Ilil 口縁部 一 緻陸。微小な黒色粒内外面施釉。
（やや上向き） ー も-く僅呆含む。

第39図 皿底部／無文胴下部
一 淡灰白色の細粒子で淡灰色帯びた失透釉を 1文様なし。

図版3721 外反口緑皿 ～外底
一 緻密。微小な黒色粒全面施釉の後．性付部
8.1 を若干含有。 先…のみ さ取る．

第39図 皿底部／無文
一 淡灰白色の細粒子で緻密淡灰色帯びた失透釉を 1文様なし。

図版3722 外反口縁1Ill 外底 ー だが、気泡痕も見られる。全面施釉後、性付部先
6.1 微小な黒色粒を僅星 。 -のみ釉掻き取る．

第39図 皿底部／無文胴下部
ー 白色細粒子で緻密。 失透性帯びた白色釉を 1文様なし。

23 
図版37 外反口縁JIil ~外底

一 微小な黒色粒をごく 内外面施釉後、性付部
6.5 僅紐含む。 先i山のみ釉掻き取る．

第39図 口緑～
9.4 白色細粒子で緻密口 失透性の灰白色釉を文様なし。面拝i体「貫入見られず。

図版3724皿／菊JI[
畳付

2.0 内外面施釉。 （外底を菊花状に型成形。
5.4 の接地部周辺を露胎）

第39図 口縁～
10.3 淡灰白色の細粒子で灰白色釉を内外面施文様なし。同図24 入見られず；

25皿／菊皿
図版37 胴下部

2.1 緻密。 釉。 と同様、菊花を象っ
6.7 た甜成形．

第39図 ・・ 一淡灰白色の細粒子で淡灰色帯びた失透釉文様なし．

屈版3726皿／陵花1I11 口縁部 一 緻密だが、気泡痕もを内外面に施釉．
ー 若干認められる。

第39図 Oil/菊皿 15.0 白色細粒子で緻密。 内外面に比較的厚め文様なし。体部は菊I貫入見られず。

図版3727 &i縁口縁皿）
口縁部 一 微小な黒色粒をごく に施釉。 花を象った型成形。

． 含む。

一 色細粒子で緻密。 白色釉を内外面施釉。文様なし。口唇部
口縁部Iー が輪花状を呈する。

第39図小型皿 口縁～
図版37111 (切り高台） 1畳付

第39図12I小型皿 口縁～
図版37 (切り高台） 1畳付

貫入見られず。

器外面に部分的に
貫入あり。

内外面とも催かな
がら細かい貫入あ
り．
内外面とも貰入あ
り。

第39図
図版3728 I皿

貫入見られず。

貫入見られず。

貫入見られず。

貫入見られず。
器外面に砂熔箔あ
り．
貫入見られず。

貫入見られず。

貫入見られず。

僅かながら細かい
貫入見られる。

貫入見られず。

庭撹園地区
乱層

哀

龍石ト積レ淵ンみ殿チ4第地確2区認丹

御撹照堂地区
乱層

龍成西J援t戸潤騎乱辺地煕l騒基勺珀区壇区造

哀

麻撹子乱窟暦地区

箆庭西表採園ト地レ区東ンチ

芙

亨

庫庫裏裏地地区撹乱侶
区造成屈

庫第裏地区
5トレン

チ

仏撹殿乱地層区

芙

景徳鎮窯産 I広頁珂区
撹乱層

景徳鎮窯産 I御撹乱照堂洒地区

景徳鎮窯産 I撹御照堂地区
乱屈

御撹照乱堂層地区

鐘撹乱楼地層区

第39図
図版3729 I小杯

第39図
図版3730 I瓶

胴下部
～外底

頸部

一 灰白色の細粒子で緻灰白釉を全面施釉後、「文様なし。
ー 密。微小な黒色粒を外底接地面を釉掻き
1.2 ごく；含む。 り．

灰臼色の細粒子。部分やや青白色帯ぴた失 l及湘げり~
的に気泡痕目立つ。微透釉を内外面に施釉．
ハな も紙む．

貫入見られず。

貫入は見られず。

昇。徳鎮窯産の可能 1翡悶詈

井戸地区
撹乱層
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第 3節中国産染付
染付は碗、皿、鉢、盤、杯、瓶、蓋、合子、香炉などが出土した。産地別では景徳鎮、福建・広束系の量が多

い。攪乱層からの出土が多 く、遺構に伴うものと思われるものは25点得られ、うち12点図化した。

碗 ：主に全形が伺えるものと文様が特徴的なものを45点、図化した。

碗については外反口縁と直口口縁とに大別できる。更に口径から11cm以上の大振りのものと 10cm以下の

小振りのものに細分することができる。

文様については「アラベスク文」「四方欅文」「亀甲繋文」「波濤文」「芭蘇文」「渦巻文」「菊唐草文」

「仙芝祝寿文」「十字花文」「草花文」「列点文」「丸文」「梅に鶯文」「コンニャク印判文」がある。これ

らは主に外面胴部と内底部に配されている。

皿 ：主に全形が伺えるものと文様が特徴的なものを28点、図化した。皿については外反口縁と直口口縁とに

大別できる。直口口縁は碁笥底で文様については「花鳥文」「寿字文」「梵字文J「宝相華唐草文」「波濤

文」「芭蕉文」がある。外反口縁は薄手のものと厚手のものに細分される。文様については「宝相華唐草

文」「十字花文」「ジクザグ文」「渦巻文」がある。また内底部に丸文を描く菱形皿も 1点、出土してい

る。

鉢 ：口縁部、胴部、底部の 3点を図化した。口縁部は「唐草文Jr雲文」、胴部は「人物像」、底部は抽象画

が見られる。

盤 ：底部を 1点図化した。厚手で高台は低く畳付は水平。外面に雲文と牡丹唐草文、内底部に蓮池図を描く。

呉須の発色は良好で、深い藍色となる。

杯 ：主に全形が伺えるものを 8点、図化した。杯については口径 5cm以上、底径4cm以上の大振りなものと

5 cm未満、底径 4cm未満の小振りなものとに大別できる。大振りなものは厚手と薄手に細分され、小振

りなものは外反口縁、直口口縁、碁笥底がある。文様については「団龍」「唐草文」「菊花文」「馬文」

が見られる。

瓶 ：口縁部を 1点図化した。長頸の瓶で界線が口唇部近くに見られる。

蓋 ： 1点図化した。竜文の爪と思われる八つ手状の文様と雲文が見られる。内面には輔轄成形痕が見られる。

合子 ：蓋と身、各 1点づつ図化した。いずれも平面観は円形で蓋は全形を伺うことができ、上部に草文を描き、

身は底部のみで底部近くに界線を描く。身に関しては底部の内剖りは浅く、胴部は直に立ち上がる。

香炉 ：主に全形が伺えるものを 1点、図化した。やや厚手で口縁部は内鸞し、底部はベタ底で足が付く 。外面

胴部に草花文を描く。

第 7表 中国産染付観察一覧 (1) 単位： cm 

挿図番号 ,IL口碗
器種 一閑冶； 胎 土 釉 薬 文 様 貫 入 出土地点図版番号 底径

第40図 1 
18 淡灰を白色で微含粒子、 黒泡色粒 面内外面共部に薄〈胎施釉される か内外れ、面胴内底部部にに蓮草花花、文草が描 内外面に細かい貧入が見ら 仏地区殿攪地乱区屑、 舵淵殿外反碗 子か多量らに み、 気 が僅 台下のみ露 れる図版38

に見れる

第40図 2 
11.8 淡白色で微粒子 内外面に薄く施釉 胴下部部にに界蓮線華文内外面の． 口緑 円入は見られない 地右区脇攪門乱地屈区． 庭園直口碗

図版38

第40図 3 
13.9 淡白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に線波濤文と芭蕉文．内 貰入は見られない 表採

直口碗 面は界図版38

第40図 4 
10,8 白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に渦巻文と界線、内面 貧入は見られない 御照堂地区攪乱層

直口碗 は界線図版38

第40図 5 
14.5 灰白色で微粒子 内外色が面にや薄鈍く施釉、 呉須の 外面は位界界列線線点で文画した＜中に 2 貫入は見られない 獅子窟地区攪乱庖

直口碗 発やい 条内面の横は を描図版38

第40図 6 
18 若白色で微ま粒子、 黒色粒子が 明内瞭外面に薄く施釉、 呉須が 外面は線菊唐草文と界線、内 貫入は見られない 鐘楼地区攪乱層

直口碗 千含 れる 面は界図版38

第40図 7 
11.8 淡灰白色で微粒子 黒内ず外面むに薄く施釉、 呉須は 外内面面はは界仙線芝と祝内寿底文面とに界園線線、

貧入は見られない 井戸地区攪乱層
外反碗

図版38

第40図 8 
13.9 灰白色の微粒子 内外面にやや厚く施釉 ロ縁外面文に危内甲繋ぎ文、 胴 貫入は見られない 御照堂攪乱層

外反碗 部に花 ？ 面口縁下部に図版38
界線

第40図 ， 10.8 若白色で微ま粒子` 黒色粒子が 内外面に薄く施釉 外面に文陰刻で官海波文．内 貫入は見られない 龍3裏淵込殿め地石区内石積み底部 干含れる 面に帯図版38

第40図 10 
I4ふ 白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に梅花と鶯が描かれる 買入は見られない 輝子窟地区攪乱層

底部
図版38

第40図 14.5 白色で微粒子 畳内外付面にやや胎薄く施釉され、 外と面界線胴部、 内底面に梅樹文 真入は見られない 庭チ園第地区東西トレ
図版3811 直口碗 のみ露 ン 2層-
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第 8表 中国産染付観察一覧 (2) 位； o

挿図番号
直口碗

器種 器高 胎 土 釉 薬 文 様 貫 入 出土地点
図版番号

底径

第40図 12 
白色で微粒子、黒色粒子 内外面に薄く施釉 外面にアラベスク文様と 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱屑

底部 が若干含まれる 界線、内底面は圏線
図版38

第40図 13 
灰白色で粒子はやや粗い 内外面に薄く施釉 内底面に十字花文と圏線、 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

底部 外面腰折部に界線
図版38 6,3 

第40図 14 
淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉．袋付 内底栂1こ人物穫頭心，がま仙人、裔台 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

底部 は露胎 器と胴盤と1/)接紐器1こ昇線外底面1こ
図版38 3.9 ll!I線tr萬福飲同1(!)銘氣

第40図 15 
淡灰白色で気泡がわずか 内外面に薄く施釉、画台途 外面に界線、内底面に簡 貧入は見られない 庭園地区東西トレ

底部 に見られる 中から畳付にかけて露胎 略化された捻じ花と圏稼 ンチ第4屈
図版38 4.2 

第40図 16 
淡白色で微粒子 内外面に薄く施釉、伐付 外面腰部には蓮弁、内底 貫入は見られない 表採

底部 は露胎 而に草花文と圏線
図版38 4.4 

第40図 17 
淡黄白色で微粒子、気泡 内外面に薄く施釉、畳付お 外面に唐草文、波濤文、 貫入は見られない 御照堂、獅子窟地

底部 が若干見られる よび高台内側下部は露胎 界線があり、内底面には 区攪乱附
図版38 4.6 十字花文と界線

第40図 18 
白色で微粒子、黒色粒子 内外面に薄く施釉 外面にアラベスク文様と 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

底部 が若千含まれる 界線、内底面は圏線
図版38

第40図 19 
， 淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉、性付 外面に牡丹唐草文と界線、 貫入は見られない 表採

外反碗 4.6 粒子が若干含まれる は露胎、呉須はやや滲む 内面口緑部に花文帯と界線
図版38 4.2 

第40図 20 
10 淡白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉 外面に唐草文、内面に界線 貫入は見られない 表採

外反碗 子が若干含まれる
図版38

第40図 21 
白色で微粒子、黒色粒子 内外面に薄く施釉 内底面に十字花文と圏線 粗い貫入が見られる 仏殿地区攪乱屈

底部 が若千含まれる
図版38 4.8 

第40図 22 
淡灰白色で微粒子、気泡 内外面に薄く施釉、性付 外面腰部に簡略化した蓮 費入は見られない 龍淵殿地区攪乱屈

底部 がわずかに見られる は露胎 弁、高台部に界線｀内底
図版38 4 面に菊花文と圏線

第40図 23 
淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉 外面に蓮華唐草と高台部 貫入は見られない 井戸地区攪乱層

底部 粒子が若干含まれる に界線
図版38 4.8 

第41図 1 
淡灰白色の微粒子、黒色 内外面に薄く施釉 外面に丸文 貫入は見られない 表採

直口碗 粒子が含まれる
図版39

第41図 2 
13 白色の微粒子 内外面に薄く施釉 外面に唐草文と界線、内 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

外反碗 面に界線
図版39

第41図 3 
13,2 淡灰白色の徴粒子、黒色 内外面に薄く施釉 外面に葉文と界線、内面 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

直口碗 粒子が含まれる に界線
図版39

第41図 4 
12_3 灰白色の微粒子 内外面共にやや厚く施釉 外面口緑下部に界線と帯 貫入は見られない 庭園地区攪乱屈

外反碗 状の寿花文、内面は界線
図版39

第41図 5 
12.4 淡灰白色の微粒子、黒色 内外面に薄く施釉 外面は草花文と界線、内 貫入は見られない 仏殿地区攪乱層

外反碗 粒子が含まれる 面は界線
図版39

第41図 6 
11.6 灰白色でやや粒子が粗い玉 内外面に薄く施釉，腰折部 外面に筆書き文様、界線、 貫入は見られない 御照堂地区攪乱屁

外反碗 4.75 黒色粒子が含まれる から高台内にかけて謡胎 内面には界線
図版39 5.8 

第41図 14,6 黄白色で微粒子、気泡が 内外面に薄く施釉 外面に蓮池図と思われる 細かい貫入が見られる 仏殿地区攪乱層

図版397 
外反碗 かなり見られる 苺花文と界線、内面口縁

下部に界線

第41図 8 
12.4 灰白色でやや粒子が粗い、 内外面に薄く施釉 外面にコンニャク印判が 口緑部近くに細かな貫入が 表採

直口碗 黒色粒子が含まれる、気 見られる。 見られる
図版39

泡が見られる

第41図 ， 13 淡灰白色で微粒子、気泡 内外面に薄く施釉 外面に菊文 細かい貫入が見られる 仏殿地区攪乱層
外反碗 がわずかに見られる

図版39

第41図 - 白色で微粒子 内外面に薄く施釉、昼付お 外面と内底部に葦と花文 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

図版3910 底部 よび高台内側下部は蕗胎 と圏線、外底面には四角

5.4 文銘と界線

第41図 11 
灰白色でやや粒子が粗い． 内外面に薄く施釉、昼付 外面に唐草文と界線、外 貫入は見られない 井戸地区攪乱層

底部 黒色粒子が含まれる は露胎 底部には解読不明の銘款、
図版39 3.9 内底部には銘が見られる

第41図 12 
灰白色でやや粒子が粗い． 内外面に薄く施釉、畳付 外面に草文と界線 貫入は見られない 獅子窟地区基壇．

底部 黒色粒子が含まれる は露胎 石騰問第 3陪
図版39 4.6 

第41図 13 
淡灰白色の微粒子、黒色 内外面に薄く施釉、畳付 外面腰折部に界線と簡略 貫入は見られない 御照堂地区撹乱屈

底部 粒子が含まれる は露胎 化された蓮弁文
図版39 5.9 

第41図 14 
淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉、内底面は蛇 外面に丸文 やや粗い貫入が見られる 表採

底部 粒子を含む、気泡がわず の目釉薬剥ぎされ、高台下部か
図版39 7 かに見られる ら畳付まで露胎となる

第41図 15 
12.2 白色で微粒子 内外面に薄く施釉、 口唇 外面は草文と界線 貫入は見られない 獅子窟地区攪乱層

直口碗 部は鉄釉
図版39

-50-



第 9表 中国産染付観察一覧 (3) 単位： cm 

挿図番号
直口碗

器種 器高 胎 土 釉 薬 文 様 貫 入 出土地点図版番号
底径

第41図 16 
8.9 淡黄白色で微粒子 内外面共に薄く施釉される 外面胴部に寿字文と口舷 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

外反碗 部直下に界線
図版39

第41図 18 
8.2 白色で微粒子 内外面共に薄く施釉される 外面胴部に界線、雷文、 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

外反碗 雲文
図版39

第41図 17 
8.8 淡白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉、呉須 外面に口縁下部帯状の渦 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

外反碗 子が若干含まれる は濃い藍色 巻きを連ねた文様と界線図版39

第41図 19 
9.2 淡灰白色で微粒子、気泡 内外面に薄く施釉、呉須 内外面共に仙芝祝寿文、ロ 貫入は見られない 庫裏地区造成土層

外反碗 が若干見られる は濃い藍色 唇部は呉須で着色される図版39

第41図 20 
10 淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に横位の渦巻文と列点 貰入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

外反碗 文、界線、腰折部に簡略化図版39
された芭蕉文、内部は界線

第41図 21 
8.2 白色で微粒子 内外面に薄く施釉、呉須 外面に簡略化された雷文、 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

外反碗 は濃い藍色 雲文、界線図版39

第41図 22 
8.6 白色で微粒子 内外み面露に薄く施釉、 昼付 内底部中央に渦巻文、内 貫入は見られない 龍淵殿地区石積み

外反碗 8.6 けの 胎 外面の胴部に仙芝祝寿文 3裏込め内図版39
3.2 

第42図 碁笥
8.4 灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に波濤文と芭蕉文、 貰入は見られない 庫晏地区攪乱層

図版40 1 底皿 内面は界線、 口唇部は呉
須が施される

第42図 2 
10.6 淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に唐草文か、内面に 貫入は見られない 井戸地区攪乱層

直口皿 圏線、界線
図版40

第42図 3 碁笥
10.4 薄橙色で微粒子 内外面に薄く施釉、嵩台 外面に波濤文、芭蕉文、界 細かい貰入が見られる 鐘楼地区攪乱層

底 JIIl
部の釉は掻き取られる 線．内面に草花文と圏線図版40

3.4 

第42図 4 
10.2 淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に界線、内面口縁下 貫入は見られない 鐘楼地区攪乱層

直口皿 部に四方澤文と固線図版40

第42図 碁笥
灰白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉、高台 内底部に梵字文と圏線、 貫入は見られない 井戸地区攪乱層

図版40 5 底皿
子を含む 部の釉は掻き取られ、砂 外面には界線

2.6 粒が多屈に付若する

第42図 6 碁笥
淡灰白色で微粒子、 内外面に薄く施釉、高台 内底部に花烏文 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱洒

底皿
部の釉は掻き取られ、砂

図版40
2.6 粒が付着する

第42囮 7 暮笥
灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉、高台 内底部に草花文と圏線 粗い貫入が見られる 表採

部の釉は掻き取られ、砂
図版40 底皿

3 粒が付着する

第42図 8 碁笥
淡黄白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉、高台 内底部に寿字文と界線 貫入は見られない 表採
粒子を含む 部の釉は掻き取られる

図版40 底皿
3.4 

第42図 ， 碁笥
淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉、高台 内底部に花文と圏線 貫入は見られない 鐘楼地区南側溝内

部の釉は掻き取られ、砂
図版40 底 1IIl

4.2 粒が付着する

第42図 10 
白色で微粒子 内外面に薄く施釉 内外面共に芙蓉手 貫入は見られない 蒻子窟地区攪乱層

外反皿
図版40

第42図 11 
10.6 灰白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉 外面に界線と宝相華唐草 細かい貫入が見られる 御照堂地区攪乱層

外反JIIl 子を若干含む 文か、内面は圏線と十字図版40
花文か

第42区l12 
10.4 淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に界線と宝相華唐草 貝入は見られない 表採

外反皿 文か、内面は圏線図版40

第42図 13 
淡灰白色で微粒子、気泡 内外面に薄く施釉、高台下 内底部に十字花文、外面 貫入は見られない 左脇門地区表採

底部 がわずかに見られる 部から畳付にかけて露胎 腰折部に界線
図版40

4.2 

第42図 14 
淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉 外面に芙蓉手、内底部に丸 貫入は見られない 表採

底部 文と宝文を組み合わせる図版40
6 

第42図 15 
淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉、底部 内底部には十字花文 貫入は見られない 仏殿地区攪乱層

底部 に砂粒が付杵
図版40

6 

第42図 16 
淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉、外面高 内底部に草文、外底面に 貫入は見られない 表採

底部 台下部から仕付、外底面側 銘款
図版40

6.8 高台部分にかけて露胎

第42図 17 
淡灰白色で微粒子、僅か 内外面に薄く施釉、高台 内底部に玉取郷子文、外 貫入は見られない 庫裏地区造成土層

底部 に気泡が見られる 部の釉は掻き取られ、砂 面は界線と草文図版40
7.6 粒が付着する

第42図 18 
淡青白色で微粒子 内外面に薄く施釉、高台下 内底部に草花文、外底面 貫入は見られない 表採

底部 部から畳付にかけて露胎 には線描きの模様が見ら
図版40

7 れる

第42図 19 
l4.6 淡灰白色でやや粒子は粗 内外面に薄く施釉、畳付 内外面共に草文と界線が 粗い貫入が見られる 表採

外反皿 7.9 し‘ は雄胎 見られる
図版40

3 
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第10表 中国産染付観察一覧 (4) 単位： cm 

挿図番号
直口碗

器種 器 高 胎 土 釉 薬 文 様 貫 入 出土地点図版番号
底径

第42図 2 淡白色で微粒子、気泡が 内外面に薄く施釉、畳付 内底部に団龍、外面嵩台 貫入は見られない 仏殿地区攪乱展
〇底部 わずかに見られる は蕗胎 部に界線図版41

7 

第42図 21 
16.2 灰白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉、仕付 外面に筆描き文様、内面 貸入は見られない 庫裏地区トイレ状

直口皿 3.2 子を含む は露胎 に草花文と界線 遺構内図版41 ， 
第42図 22 

淡灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉、尚台下 内底部に圏線と十字花文 円入は見られない 龍淵殿地区攪乱屈
底部 部から畳付にかけて露胎 か、外面高台上部に界線図版41

6.4 

第42図 23 
白色で微粒子 性付も施釉される、畳付 内底面にジグザグ文と渦巻文を 貫入は見られない 龍渕殿地区攪乱層

底部 けから外底部にかけて多 組み合わせた文様、外面高台部図版41
9.2 撼の砂粒が付誓する 1こ界線、外底部に囲線

第42図 24 
白色で微粒子 内外面に薄く施釉｀費付 内外面共に梵字文、外面 貫入は見られない 仏殿地区攪乱屑

底部 は蕗胎 高台部に界線図版41
9.4 

第42図 25 
灰白色で微粒子、黒色粒 内外面に薄く施釉、高台下 内底部に十字花文、外面 貫入は見られない 御照堂地区攪乱層

底部 子を含む 部から畳付にかけて露胎 腰折部に界線図版41

第42図 26 
灰白色で微粒子 畳付も施釉される、畳付 内底部に十字花文 外面高台上部にわずかに見 御照堂地区攪乱層

底部 けから外底部にかけて多 られる図版41
12.4 足の砂粒が付着する

第43図 ］ 
淡行白色で微粒子 内外面に薄く施釉、高台下 外底面に菊花文か 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

底部 部から畳付にかけて厖胎図版42
6.3 

第43図 2 灰白色で微粒子 内外面に薄く施釉．畳付 内底部に丸文 円入は見られない 庫裏地区トイレ状
菱形皿 は露胎 遺構内図版42

第43図 3 灰白色で微粒子，黒色粒 畳付けから外底面にかけ 外面に牡丹唐草文と界線、 貫入は見られない 表採
盤底部 子を含む て露胎、呉須は唐草文が 内底部に蓮池図図版42

.. 濃藍色

第43図 4 鉢口
淡灰白色で微粒子、黒色 内外面共にやや厚めの釉 両面に 2条の界線、そして 貰入は見られない 表採
粒子を含む が施される 雲文、唐草文が見られる図版42 縁部

第43図 5 鉢 淡黄白色で微粒子、気泡 内外面共に薄く施釉される 外面に人物像 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層
が僅かに見られる図版42 胴部

第43図 6 鉢 淡野白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉｀畳付 内底部に山水画と思われ 貫入は見られない 井戸地区攪乱庖
粒子を含む けのみ露胎 る文様が見られる図版42 底部

13.6 

第43図 8 
7.6 淡黄白色で微粒子 内外面に薄く施釉、畳付 外面胴部に枝と草の文様、 内外面に粗い貫入が見られ 鋒楼地区攪乱屈

杯 4.2 けのみ霞胎 内底面に渦巻き文 る図版42
4.7 

第43図 12 
4.7 淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉高台部 外面胴部に唐草文と界線． 貫入は見られない 井戸地区攪乱屈

杯 2.95 粒子を含む 途中から外底面にかけて 内面に圏線と内底面に図版42
1.9 露胎 「-」

第43図 ， 6.4 淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉 外面胴部に団慌と界線 貫入は見られない 能淵殿地区石積み
杯 粒子を含む 4確認トレンチ第図版42

◆一

4層

第43図 淡灰白色で微粒子．黒色 内外面に薄く施釉、畳付 外面胴部に草文と馬文 貫入は見られない 井戸地区攪乱屑
図版427 杯 粒子を含む けのみ露胎

3.4 

第43図 ・I 淡資白色で微粒子 全面、薄く施釉される 外面胴部に半円の菊花文 貫入は見られない 左脇門地区攪乱層
図版4213 杯 2.7 と界線が見られる

1.8 

第43図 3.6 白色で微粒子 全面、薄く施釉される 外面胴部に蔓と斑点状の 貫入は見られない 井戸地区攪乱層
図版4214 杯 2.1 草文が全面に見られる

1.8 

第43図 淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉畳付け 外底部に銘款、高台部に 貫入は見られない 井戸地区攪乱層
図版4210 杯 粒子を含む から外底面にかけて蕗胎 界線、胴部にも文様が見

2.1 られる

第43図 淡黄白色で微粒子 内外面に薄く施釉、畳付 底部近くに 2条の圏線 貫入は見られない 二門基壇造成層
図版4211 杯 けのみ露胎

2.2 

第43図 7.2 淡灰白色で微粒子、黒色 外面底部近くから内面ロ 外面口縁直下と底部近く 円入は見られない 涸照堂地区攪乱層
図版4215 香炉 粒子を含む 縁直下まで施釉 を2条の界線で両しその

6 間に草花文

第43図 16 合 f
5 淡灰白色で微粒子、黒色 外面のみ薄く施釉される 上面に草文が見られる 貫入は見られない 龍淵殿地区攪乱層

蓋
粒子を含む図版42

第43図 17 合子
淡灰白色で微粒子、黒色 内外面に薄く施釉、外底 外面に 3条の界線が見ら 内外面に粗い貫入が見られ 表採
粒子を含む 部は更に薄く施釉 れる る図版42 底部

5.4 

第43図 18 
7..1 淡灰白色で微粒子、黒色 内外面共に薄く施釉される 口縁部に 3条の界線が見 貫入は見られない 井戸地区攪乱展

長頸瓶 粒子を含む られる図版42

第43図 淡灰臼色で微粒子、黒色 内外面共にやや厚めの釉 龍の爪と思われる模様と 貫入は見られない 二門地区攪乱屈
図版4219 瓶 粒子を含む が施される 雲文が見られる

第43図 20 器種
灰白色で微粒子、 黒色粒 内外面に薄く施釉、畳付 底部 胴部と高台部の接続部に界 表採
子を多景に含む けのみ蕗胎 線図版42 不明

6.8 
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第 4節白地鉄絵
第44図・図版43-1の 1点のみの出土である。壺などの大型製品の胴部と考えられる。表面は薄 く白化粧した

上に鉄釉で絵を施す。小片のため全体の文様は伺うことができないが、勢いよく描いた筆致で構成されるものと
考えられる。 裏面は鉄釉を全体的に薄 く施しており、赤褐色を呈する。素地は赤褐色の微粒子で白色の粗粒子と
石英？ が多く混入する。鐘楼地区攪乱層。

第 5節 中国産・タイ産褐釉陶器
中国産褐釉陶器は総計292点出上している。器種は主に壺が大半を占め、少数ではあるが蓋、鉢、摺鉢が見ら

れる。壺は口縁部、頸部の形態から3つに分類することができた。個々の特徴については表11に呈示した。
壺 ： I類：口縁部の断賭面形が「フ」の字状を呈する。口唇部は謡胎となる、頸部は長く、胴部はナデ肩と

なる。（第44図・図版43-2、 7) 

II類：口縁部の断面形が「ク」の字状を星する。（第44図 ・同図版10)
m類：口縁部の断面形が略方形を呈する。（第44図・同図版 8、 9、11、12)

蓋 ： 1点のみ出土している。端部は丸みを帯び、身を受けるための突起が見られる。端部のみ釉が施され、
外面は灰褐色、内面は青灰色となっている。

鉢 ：口縁部の断面形が三角形状のものと略方形を呈するものが見られる。前者は器壁が約 3mmと薄 く、内面
は露胎である。後者の器墜は約 5nunとやや厚 く、内外面共に施釉される。

播鉢： 揺鉢は口縁部と底部資料の 2点が得られた。口縁部は肥厚し、内彎する。裏面の播り目は幅 1mmの先端
が丸味を帯びる櫛を 9本単位として施す。

第11表 中国産褐釉陶器観察一覧 単位： cm 

挿図版図番番号号 器種 部位茸 形 態 施釉 ・釉色 器面調整 素 地 出土地点

第図4版44図3 2 
I s.1 壺の胴中でもは小ナ型のものであ 釉茶褐色、内外面共に薄く施 内面はヨコ撫で 赤の粗褐粒色子のを微含粒む子` 白 ・赤色 三門地区攪乱府"" ＿ ロ る、 J:_部 デ7ii1となる

第図4版44図3 3 
I 縦壺施の頸部雷文辺がり帯と思状われる、 黒釉褐色、内外面共に薄く施 内れ面るに横位の成形痕が見ら 粒灰子褐を色含のむ微粒子， 白色の粗 庫裏地区攪乱層壺か 胴 長さのれる に．密に

第図版444図3 4 
8.8 

隆端け起部る突がは見丸起味摘を有し` 身わを受 見端部られにる僅かに黒褐色の釉が 外撫面に成横形位痕のが筏見削り、 内面 褐灰色の微粒子、 白色粗粒 庭園地区攪乱層薔 端部 、ら みと思れる にで られる 子を含む
れる

第図版444図3 5 表横る文面様斜にが釉位見のを掻直られ線きる取で構っ成て縦さ、れ
にぷい貨橙色．内外面に薄

黄白橙色、 の灰粗白粒色子のを微含粒む子， 三門地区碁壇内攪不明 胴 ＜給釉 • 黒色 乱層

第図版444図3 6 
一

断胎て三面器条分形のIi1こ縦楕沈位繰Pl線彫をを藷状描とし（．な彩る請色、のが外複見悧さら1にこれはよる露っ
オリくープ褐色、内外面共に 暗色微褐粒色子のを徴含粒む子、 僅かに白 庫裏地区攪乱冦把手 I - 薄施釉

第図4版44図3 7 壺
口～

I 13 頸肩部とはな長る く、 朋上部はナデ 暗釉褐色、内外面共に薄く施 頸部瞭は横位のる撫で成形痕が 橙色の泣子微が粒僅子か、黒・暗茶色 龍粕殿地区攪乱層
胴 明に見られ の粗粒 に見られる

第図4版44図3 8 
I 1s.2 口緑と部なの断面内形は歪な方僅形 釉面はかなくり施剥釉落する、 内外 胴部はヨコ撫で やや粗い灰白色の微粒子、 庭園地区西側石踏壺 口

＇ 
状 り、 る面口縁がか 共に薄 白色粗粒子、石英？が僅か トレンチ第 2層
に突出してい に見られる

第図版444図3 ， 壺 I 18.8 
状に口突縁と出部なのしりて．断い面内る形面は口縁歪がな方僅形か

釉色はかなり共剥に落薄する、釉黒褐 変内形面す口緑る直下は撫でが歪に 灰白色子がの匠徴か粒に子見． 白・黒の 御照堂地区攪乱層ロ I 、内外面 ＜施 微粒子 られる

第444図3 10 
U1.L 蓋内受面け口状緑のが段大をき有くす突る出し、 釉釉プ褐はか色なでり内剥外落面す共るに、オリ ー 内外面ともにヨコ撫で 灰褐色の微泡粒子、 白・黒粗 龍渕殿地区攪乱屈壺 ロ 薄く施 粒子や気 が僅かに見られ図版 I 

る

第図版444図3 11 ロ～
I 18.J 

頸胴部上部は緩はや怒かりに屑立とちな上るがり、 表が面見共襄面られは共るに火を受灰色けでた痕内跡外 撫頸部から胴痕部がにかけてヨコ 橙黒色粗、粒灰子白並色びのに微気粒泡子が、見白ら・
仏殿地区甚壇造成壺

胴 I -
やや厚。く施明釉褐される

で成形 明瞭に見られ 層
る れる

第図4版44図3 1 2 壺 口
I 23.2 

縁状口の縁が段部大をはき有内くす突彎るす出るし、、 蓋内面受け口I - 表が内外見裏面らはれ共るに火オをリ受ーけプ褐た痕色跨で 胴摺部はにヨコ撫られでる． 口唇部 灰微る白色の微気粒子． 白色粗． 表採に り痕が見 粒子や 泡が多く見られ
面共に薄゚ く施釉される

第図4 4 図 1 3 口～
I 1s.2 

口と縁な部りの上断内が彎面る形すはる三、胴角形部状は 外削面りはヨコが撫見で、 内面は箆 灰白色の微粒子、白色粗粒 龍淵殿地区石積み鉢
胴 成形痕 られる 子が多く、黒色粒子は僅か 3埋土屈版43

急に立ヽ ち
に見られる

第444図3 14 ロ～
I 22.2 

な口縁り、部内の彎断す面る形は方形状と 釉黒り褐さ色で内外裏面共に垂薄く施あ 胴部異物はにヨコす撫で、 口唇部 黄色灰．灰白色のこ微見粒ら子れ、黒 獅子窟地区攪乱層
図版

鉢
胴 I れる。 面に釉れ に が溶洛る 粗粒子が僅かi る

第図版444図3 15 溜鉢
ロ～ ULlL 口緑部は肥厚し、内彎する 施オリープ褐色で口よ斑緑が部あのるみ 9本れ単位の櫛目が襄面に施 灰褐僅色かのに微見粒ら子れ、 白色粗粒 御照堂地区攪乱屈
胴 I 釉．釉の厚み1 さる 子が る

第図版444図3 16 誓
I ベタ底がで緩やかに胴部は立

さ9本れ単る、位胴の部櫛は目ヨがコ裏撫面でに施
にぶい褐．灰白色の微粒子， 御照堂地区攪乱層播鉢

玉
ち上る 白色粒子が僅かに見られる

第図4 4 図 1 7 
I - 底部部は急は上に立げち底上状がとるなり、 胴 が内ス．外か面な共に薄落 く施釉される 胴二底面部次端的はヨコ目撫を跡受であ、け内底面は

灰白色の微僅粒子、大粒の白 表採壺 底
責 り剥 し、旧状は伺 に火 ている、 色粒子が かに見られる気版43

ない 部に り 泡が多く見られる

第図版444図3 18 壺 ＇ 底部部は緩はや上かげに底立状ちと上ながりる、胴 にぶい釉赤褐色で外面胴部に 内面面に圧胴痕部にヨコ撫で、 外底 淡粒橙色の徴粒子、大小の色 龍潤殿地区攪乱層底
I 11.2 

のみ施 される、 子が見られる

第図4版44図3 1 9 
， ペタ底で胴部は急に立ち上 胴部転はヨコが撫見で、 内底面1こ 青微灰粒色子のが粗多粒くf見、 白・黒色 龍淵殿地区攪乱層壺 底
I 1.s.6 

がる 回成形痕 られる の られる
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タイ産褐釉陶器は総計51点出土している。そのほとんどが小片で器種を判別することができる資料においては
全て壺であった。残存度の良好な口縁部、頸部、底部、把手をそれぞれ図化した。共通する特徴として内外面共
に薄 く施釉され、 素地は暗～灰白色、赤・白・黒色の砂粒を含む。個々の特徴については表12に呈示した。

第12表 タイ産褐釉陶器観察一覧 単位： cm 

挿図番号
＇ 口径

図版番号
器種 部位~ 形 態 施釉．釉色 器面調整 素 地 出上地点

底径

16.2 ロ縁部がラッパ状に開くもので、 黒褐色、内外面共に薄く施釉、 外面に横位の成形痕が 灰白色のやや粗い粒子で 庫裏地区第45図 1 I 

jl]( 一 ロ 上端部をわずかに撮み上げて鍔 口唇部と外面口縁下部は更に 見られる、砂粒が僅か 赤・黒の砂粒が見られる、 攪乱暦図版44
縁状につくりあげている 薄く施釉する に溶着している 気泡も僅かに見られる

頸部は急に立ち上がり、胴上部 暗オリープ褐色、外面のみに 内面頸部にはヨコ撫で、 灰白色の微粒子、赤・ 表採第45図 2 頸～ ' 
壺

胴
はナデ肩となる。頸部と胴部と 薄く施釉する 内面胴部には箆削りの 黒色の砂粒、白色の微図版44 I 

の境に横位の凸線が見られる。 成形痕が見られる 粒子が見られる

プリッジ状の把手で、やや上向き1:つ〈られたも/') 胴部は黒褐色であるが頚邸に近づくにつ 把手はT寧に胴部に張り付 褐灰色の微粒子、赤・ 御照堂地第45図3 I 

空~ 把手 のようである、頭瀑と＂品の隠 1こあたる粒分が残存 れ、柚厚が薄〈なり釉色も白味を讃びて けている内面胴蔀には箆削 黒色の砂粒、 白色の微 区攪乱層図版44 I 

しており、外面1こは1l1位の凸線が見られる。 〈る、把手の巣面と内面は露胎となる りの成形痕が見られる 粒子が見られる

底面が立ち上がり部分よりも器壁を薄く仕 暗赤色、内面のみ施釉される． 外底面には凹凸が見られ、内 灰色の微粒子、 白色砂 仏殿地区第45図 4 ' 
-'.s>' 底 上げている．外底面のからの立ち上がり謡 外面は露胎でにぶい赤褐色を 底面は饒筐成形痕、外面胴下 粒が大量に見られる 基壇造成図版44 ＇ 

分は11Jj殷なヨコ撫でが一条めぐる 呈する 部はヨコ撫でが見られる 層

底面から広がりながら胴部へ移 施釉は見られないことから底 外底面には凹凸が見ら 灰色の微粒子、白色砂粒が大砿に 御照堂地第45図
図版445 

'.el:! 士 底 行する、底面と立ち上がり部分 部近くは蕗胎であったと考え れ、胴下部にはヨコ撫 赤色砂粒、農色微粒子が僅かに見 区攪乱層
との境は明瞭な段を有している られる、器表面は暗赤色 でが見られる られる，気泡も僅かに見られる20.4 
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第13表 中国産褐釉陶器出土状況一覧

器＼種区
御照堂 獅子窟 仏殿 三門 鐘楼 龍淵殿 庫裏 井 戸 庭園 左脇門

表採 合計
地区 地区 地区 地区 地区 地 区 地区 地区 地区 地区

大 口縁部 1 1 1 1 1 5 

中 口縁部 l 1 
壷

小 口縁部 1 1 

胴部 1 1 

口縁部 1 1 1 1 4 

壷サイズ 胴部 35 17 21 25 31 35 3 26 6 8 38 245 

不 明 外耳付胴郁 3 1 1 3 2 1 1 7 19 

底部 3 1 1 2 3 10 

鉢 口縁部 1 1 2 

口縁部 1 1 
播鉢

底部 1 1 

蓋 縁部 1 1 

器種不明 取っ手 1 1 

計 44 21 24 26 34 42 5 29 ， ， 49 292 

第14表 タイ産褐釉陶器出土状況一覧

器種ミ器種 井戸地区 御照堂地区 仏殿地区 三門地区 庭園地区 獅子窟地区 龍淵殿地区 地区不明 計

口縁部 3 3 

胴部 6 13 8 8 2 4 2 2 45 
壷

耳 1 1 

底部 1 1 2 

計 ， 15 ， 8 2 4 2 2 51 
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第 6節 タイ産半練
タイ産半練で明確に器種が窺えるものは第46図・図版43-6に示す、落し蓋の撮み

部分の破片資料 1点のみである。今回の報告資料中に身は認められず、蓋について
も蓋甲～端部の全形が窺える資料は確認されなかった。全体は蓋下面が膨らみ端部
へ至る形状と類推され、撮みは宝珠を呈した尖頭ではなく、やや扁平で丸みを持っ
た、金武正紀氏の形態分類でいう 「鰻頭形」（註 l)にあたるものである。撮みの側部及
び蓋下面に擦痕、撮みの根元周辺には指頭痕らしきものもみられる。器面色調は内
外とも明橙色で素地中央が灰黒色のサンドウィッチ状を呈し、精選された砂質胎土
に黒色粒・ 茶褐色粒が混入している。御照堂地区撹乱層出土。

＜註文献＞
註 1. 金武正紀 「沖縄出土のタイ・ベトナム陶磁」『貿易陶磁研究』第11号日本貿易陶磁研究会 1991年

ミニ ／／
0 San 

第46図 タイ産半練

第 7節 その他の輸入陶磁器
第 1節から第 6節まで報告した以外での輸人陶磁器としては青磁染

付、鉄絵、鉄釉、鉄釉染付、色絵、瑠璃釉、翡翠釉、翡翠釉鉄絵、紫
釉、宜興窯、天目が得られた。何れも出土量が僅少なため本節では一
括して以下に報告する。

1 . 青磁染付（第48図・ 図版45-1 ~ 2) : 青磁染付は 5点得られ、う
ち全形が伺えるもの 2点図化した。 1は内面に八卦文を呉須により施
す外反碗で 2は外底部に文様が施される碗底部である。詳細は観察表
に示した。

2. 鉄釉染付（第48図・図版45-3 ~ 4) : 鉄釉染付は 6点得られ、う
ち全形が伺えるもの 2点図化した。 3は内・外底部に文様が見られる
杯底部で高台は高く作る。 4は全形が伺える直口の杯で高台はハの字
状に開く。

＼
 

ーローロー／

、•一・ー」 ／ 
。

2
 

5cm 

第47図 その他の輸入陶磁器 (1)天目

3. 色絵（第48図・図版45-5 ~ 9) : 色絵は15点得られ、うち全形が伺えるもの 5点図化した。器種は碗と杯
があり、碗は器壁が薄いものと厚いものとに、杯は外反と頂口ロ縁とに大別される。
4. 色絵染付（第48図・図版45-10) : 色絵染付は 1点のみが得られた。 10は蓋で端部から摘みにかけての部分
である。外面は呉須で龍の文様を描き、既に色は剥落しているが龍の頭部に着色痕が見られる。
5. 瑠璃釉（第48図・図版45-11 ~16) : 色絵は 7点得られ、うち全形が伺えるもの 6点図化した。器種は碗と
杯があり、両器種ともに外反、直ロロ縁が見られた。
6. 鉄釉（第48図・図版45-17) : 鉄釉は 1点のみが得られた。器種は鍔付きの蓋で蓋甲下部より上部に文様が
見られる。

7. 翡翠釉（第48図・図版45-18~19、25) : 翡翠釉は 4点得られ、うち全形が伺えるもの 3点図化した。器種
は皿と鉢がある。皿は18が無文で、 19は外面は菊の花弁をモチーフとし、それに対応するように口縁、外面器壁
は波状を呈している。鉢は25が高台は厚く高いつくりで、「ハ」の字状に開く。
8. 紫釉（第48図・図版45-20~21) : 紫釉は 2点得られ、図化した。 20は長頸瓶若しくは小壷の底部と思われ、
21は小片であるため断言はできないが、 20と同様、長頸瓶小壷の胴部と考えられる。
9. 翡翠釉鉄絵（第48図・図版45-22) : 翡翠釉鉄絵は 1点のみが得られた。小片であるため器種は不明。「＜」
の字状に屈曲する。

10. 三彩（第48図・図版45-23~24) : 三彩は 2点得られ、うち全形が伺えるもの 2点図化した。 23、24共に小
片のため器種は不明。

11. 宜興窯（第48図・図版45-26~29) : 宜興窯は 4点得られ、うち全形が伺えるもの、特徴的なものを 4点図
化した。器種は急須、蓋と把手の一部が得られた。急須、蓋は何れも器壁が薄い。
12. 鉄絵（第48図・図版45-30) : 鉄絵は 1点のみが得られた。小片のため器種は不明。
13. 天目（第47図l、 2・図版45-31 ~32) : 天目は11点得られ、 2点図化した。 1は口縁部で吸い口部分の釉
調は褐色を呈し、胴上部は黒褐色となる。釉層は薄く、胎土は密で灰白色、白• 黒色粒子を含む。 2は胴下部で
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丸味を有しながら口縁部へ移行する。 釉層はやや厚めである。

第15表 その他の輸入陶磁器観察一覧

挿図祐号
穫類 器種 部位量 胎 土 釉 薬

区版番号

第18図 j 旦 白色の微粒子 内面1こ薄く、外面にやや厚く施釉

白磁染付 小碗 ロ 黒色の徴粒子が見られる
図版~5

第4B図 2 I 紫色の微粒子が見られる 内面に薄く 外面に厚く施釉

村磁染9寸 'Iヽ碗 底
図版45 m-
第図版48i図s 3 

I 白色の徴粒子 内外面共に薄く施粕

鉄釉染付 杯 底 凩色粒子が僅かに見られる

テ

第18図
7.3 灰白色の徴粒子 内外面共に,iiく施栢

図版15J 
鉄粕染付 杯 n 黒色粒子が位かに見られる

第図4版84図5 5 
明白廿白色の微粒子 内外面共に施釉

色絵 紡 ロ 黒色粒子が1至かに見られる

第図4版84図5b 、
は 灰白色の徴粒子 内外面共にやや厄く施釉

色絵 碗 口
I 

焦色粒了が見られる

第図版184図5 ？ 
は 灰白色の徴粒子 内外面共に施釉

色松 碗 ロ I 黒色粒子が使かに見られる

第図4版84図5 8 虐2 

淡灰白色の微粒子 内外而共に施釉

色絵 ff' 口～底 白 ・黒色粒子、気泡が見られる 口唇部は応帯

底部一帯に砂位が沿沿する

第図4版84図5 ， , 2 4J.64 9 5 
淡灰白色の徴粒了 内外面共に薄く栢釉

色絵 杯口～底 然色粒了が見られる 仕付に砂粒が溶莉する

第図4版84図5 1 0 
把手～

IO.R 白色の微粒子 内外面共に薄く油釉

色桧染j,) 溢
端部

図第版484図5 II 
--1L 淡灰白色の徴粒子 内外面共に薄く施釉

瑠ば釉 碗 口～胴 黒色の素粒子を僅かに見られる

第481忍l12 L!L 黒淡灰白色の徴粒・了 内外面共に薄（お和

図版45
瑠ぽ釉 碗 口～胴 色の徴粒子を僅かに見られる

第図版484じ5 L3 ＇ 
淡灰白色の徴粒了 内外面共に薄く施釉

瑠泊釉 碗 底 黒色の微粒子を作かに見られる 麻台下部のみ総が胎溶

テ 内底部に小石 汚する

図第版184図5 14 I ....-i-:l6 ． l 
淡灰白色でやや粗い粒子 内外面共に薄く梃枯

瑠璃釉 If 口～底 黒色の徴粒子を僅かに見られる 涵台下部のみ露胎

第,18図 I＿ 
淡灰白色の徴粒子 内外而共に高台部も含めて全体的に薄

瑠璃釉 杯 底 黙色の微粒子を僅かに見られる く施釉
図版45 0 

2 

第図4版84図5 1 6 
.2£... 淡灰白色の徴粒子 内外面共に薄く施釉

瑠消釉 杯 口 白・黒色の演粒子を性かに見られる

図第l!!i84図5 1 7 
淡灰白色で微粒子 内外面共に博（抱釉

眈釉 :r; 端部

第図4版B4図5 l 8 
I 訊淡肖白色の徴粒＂ 内外面共に薄く旋粕部

ll来利l 皿 底 色粒子と気泡が僅かに見られる 高台下部から外底 にかけて露胎

16T 

第図4版84図5 1 9 1, 翠釉 皿 口～底 土6 

汰烈白色でやや粗い粒子
色粒子が多く見られる

内外面共に薄く高施台釉―されるが大部分が
剥落している。 下部のみ乾胎

第図版484図5 20 紫
瓶 灰白色で微粒子 外面は薄く施釉，内riiは紫1こ若色する

釉又は 胴～底
7一.8 

白・黒色粒—r-が僅かに見られる 程度1こ旋釉

小壷

第図4版84図5 2 1 紫
瓶 一 灰白色で徴粒粒子 外面のみ薄（施釉

的スは 頸～胴 白・黒色 子が僅かに見られる 内面部は治色とする程度に妬釉
小壷 ー冦胎なる

第図4版84図5 2 2 
翡翠釉 赤淡英白色で徴粒子 内外面共に薄く施釉

鉄絵
不明 胴 色粒子が見られる

図第4版84図5 23 
枚白色粒色でやや粗い粒子 内外面共に薄く施粕

三 彩 ~'明 胴 倶 子が1蘊かに見られる

第48図 24 
暗い貨白色でやや粗い粒子 外面のみ渇 (/i/j釉内面は露胎

三 彩 不明 胴
図版45

第図4版8蒻図 2 5 
灰白色、橙色、黄白色と斑がみられ｀ 内外而共にill(施釉

翡翌釉 亜 底部 やや粗い粒子 高台下部から外底部にかけて蕗胎

テ 気泡が見られる 外面器表に砂粒が熔紺

第侶図 26 
6.3 茶褐色で徴粒子 なL

図版45
宜興庇 急須 口穀部 白・県色粒子が見られる

第図4版8•図1 5 2 7 

,14 陪赤褐色 外面1こ泥釉で21/lllli滑らかである

宜興窯 益 白色粒子を僅かに見られる

第図4版84図5 2 8 
~ 昭茶掲色で徴粒了 外面に泥釉で器111lは滑らかである

宜興詑 盃 端部 白色粒子が僅かに見られる

7丁

図第版184図5 29 
I 暗茶褐色で徴粒子 外面に泥釉で器肌11滑らかである

宜興窯 不明 把手 I 白色粒子が見られる

第図版184図5 3D 
灰粒色で粗粒子 外面のみ渇＜捻伯

鉄絵蓋 大 の白・黒粒子が多く見られる

第図4版74図53l 1 天
灰色でやや粒子が粗い 内外面共に薄く褐色の粕が施される

目 n枯部 白・焦色粒子が見られる

第図版474図532 2 天
灰色でやや粒子が粗い 内外面共にややぼく黒褐色の釉が施さ

目 胴部 白・黒色粒子が見られる れる

内面鯰胎部は黄掲色
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単位： cm 

文 様 貫入・粕調 出土地点

内面に八卦過分を呉須により栢す 貰入は見られない 龍撹涼殷地区

ず内底面にも文様が見られるが確認でき 外面は柑1及色．内面は行みがかった白 乱屈

色の透明釉がかかる

文様は見られない 貝入は見'I'!られない 三門地区紅

外面は 社色．内面は白色の透明釉が 壇内撹乱屈

かかる

内底部に簡略化された山水面とは線 外底部と内底部に位かに貝人が見られ 集龍料囮地区

外底部に中央に寿文と旧線 る。外面Ii褐色、内面は白色の透明粕 石；；情埋

土屈

文内面と界n線緑部直下に簡航化された四方溶 円入は見られない 去採

外面は褐色、内面は白色の透明祐

外面胴部に赤褐色で花弁状の文楳を絵 貰入は見られない 揖子窟地区

印ナ 釉讃は内外面共に薄い育白色でやや透 攪乱層

色のほとんどが封伐している 明がかる

外面胴部に淡黄色．明百色で化弁状と 貫入は見られない 三門地区攪

在状の文様を桧付け 釉調は内外面共に薄い斉白色でやや透 乱B
明がかる

外桧而胴部に深肯色で花弁と茎状の文様 貫入は見られない 三門基壌内

を付け 攪乱困

外面胴部に文様が見られるが、色が必j 貫入は見られない 井戸地区混

治しているため4明瞭 乱尺

外面胴部に黄褐色で 「一」の下に「・ J 貫入は見られない 及採

状の文様

外[Iii[こ紛描で紺が描かれで間（司のえ頭る部を 貰入は見られない 三門基壇造

杵色した痕跡が花弁の形状 成前

なし 貫入は見られない 釘照堂地区

外面に瑠璃粕 攪乱屈

なし 貫入は見られない 庸斑地区追

外面に瑠璃釉 成府

なし 貨入は見られない 淵照堂地区

外面に瑠璃釉 1覺,Ii.Ill

なし 貫入は見られない 鉗子窟地区

外面1こ白色の微粒子が混入した瑠璃釉 攪乱屈

なし 只入は見られない 友択
外面に白色の徴粒子が混入した瑠璃釉

なし 貰入は見られない 表採

外面に瑠璃釉が厖されるが澳淡の斑が

見られる

外而1こは、鍔部分に横位で陰刻椋が、 貝入は見られない 錢乱吊楼地区攪
そして頂部近くに文楳が厘かに見られ 外面1こ鉄釉、内面は透明釉

る

なし 網かい貫入が見られる 井戸地区攪

乱8

外面に菊の花弁をイメージしたような 細かい貰入釉が見られる 霜源佑地区

文波状楳とそれに対応するように口柑部は 外底部は紫 石偵み 3埋

土屈

外面に而台部に 2条の界稼 胴下部1; 貰入は見られない il1照堂地区

は如意頭文が見られる 外面に紫釉 攪乱府

外底部には薄く仕稲やおされる景佑紐

碩部と胴~部との悦に 2 条の界(ヒ線 頸 部 円入は見られない ll1照堂地区

には店文、 11l部,_は簡鯰 された牡 外面に紫釉 撓乱府

丹所＃文か 呆徳鎖か

外面に深緑色で横iかの直稼と縦位の弧 細かい円入が見られる 紺攪乱消屈殿地区
状の線を描く 外面に翡翠粕 内而は鉄釉

外而に 2本単位の陰刻線で弧状に描き 貧入は見られない 攪能渕段地区

それを繋ぎ台わせる文様が見られる 内面は松釉のみ 乱屑

外面は緑粕と油釉が見られる

外血1こ櫛描きで蓮の"'状の文様が見ら 貫入は見られない 鎧楼地区攪

れる 外面に録枯 乱凩

内底部に應線が2条見られる 細かい1't入が見られる 及採

なL なし 仏殿地区攪

乱屈

なL なし 去採

なし なし 鏡楼地区攪

乱屈

なし なし 庭園地区南
北トレンチ
m筋

外面もに横位の直椋が6本見途 られる 何 細かい貫入が見られる 表採

れ 幅は一定ではなく、 中で切れる

ものもある

なし なし 井戸地区攪

乱屈

なし なし 井戸地区攪

乱沼
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第 8節本土産陶磁器
白磁（第49図1~6・ 図版46-1 ~ 6) 

今回は 6点を図示した。 1~3は瀬戸・ 美濃系と考えられる皿・ 杯で、 5も瀬戸・美濃焼の可能性がある瓶で

ある。 4は肥前系の多角杯で、 17世紀後半に製作されたものである。 6は薩摩産の瓶で、 18から19世紀のもので

ある。薩摩の「ひらさ窯」産の可能性がある。

染付（第50図1~20、第51図・図版46-7 ~26、図版47-1) 

今回は21点を図示した。どれも半分以下しか残っていない破片資料である。器種でいうと碗が最も多く、口径

10cmを境に大小に大別できる。そして口縁部が直線的なもの、外湾するもの、内湾するものに細別できる。

時期別にみると、 18世紀中頃以降のものが大半を占めるが、第50図16の瓶ように17世紀前半頃のものもある。

産地別でいうと肥前系のものが多い。

色絵（第52図1~6・ 図版47-2~7)

今回は 6点を図示した。碗が最も多く、大きさ・器形ともバラエティに富む。

陶器（第52図7~12・ 第53図1~20・ 図版47-8 ~13・図版48-1~20)

今回は26点を図示した。薩摩産と考えられるものに、第53図3、4 (白薩摩）の碗と19の壷がある。同図15の

壷については関西系の可能性がある。第52図7の碗は薩摩産の錦手、 12の蓋は関西系と考えられる。

印判手（図版49-1 ~24) 

今回は24点の写真を掲載した。碗が最も多く、他に皿・香炉がある。産地については、肥前系砥部産 (1、 2、

3、5、 7、 8、 9、13、16、19)瀬戸・美濃系と考えられる資料が多い。胴部外面に福壽文・鶴文・草花文が

あり、地文に小点を充填していることが特徴で、類例も多い（首里城ぼ!)、天界寺（注2)など）。

残り具合の良い 6の碗については、外面の施文順序を推定することが出来る。まず文様には、縦方向に 3箇所

の切れ目があるので、 3回に分けて文様を施したことがわかる。また切れ目をはさんで、左右の文様同士の重な

り具合から、（高台側から見て）時計まわりに施されたと考えられる。

＜註文献＞

（註 1)沖縄県教育委員会「首里城跡ー管理用道路地区発掘調査報告書ー」『沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書』第 1集 2000 

（註 2)沖縄県教育委員会「天界寺跡 (I)」『沖縄県立埋蔵文化財センタ ー調査報告書』第 2集 2001 

く参考文献＞

下地安広「沖縄の遺跡から出土する近代磁器ー浦添の遺跡を中心に一」『南島考古』 No.14 沖縄考古学会 1994 
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第16表 本土産陶磁器観察一覧（白磁・染付） 単位： cm

種 : 図 器種 口径 底径 器高 出上地点 観 察 事 項類 芍ロ

第49図
1 皿 5.2 三門地区撹乱層

黒色細粒をやや多く含む。貫入はない。畳付は
図版46 露胎。

白 第49図 2 
図版46 杯 4.5 1.9 2.2 表採 畳付以外は施釉。貫入はない。

第49図 3 
図版46 杯 三門地区甚壇内撹乱層 貫入はない。

第49図 4 
図版46 杯 表採 貫入はない。

磁 第49図
図版46 5 瓶 3.1 左脇門地区撹乱層 貫入はない。

第49図 6 
図版46 瓶 8 獅子窟地区撹乱層 黒色細粒を含み貫入はない。「ひらさ窯」産か。

第50図 1 
碗 11.3 仏殿地区撹乱層 口縁部内面の釉薬がやや厚い。図版46 7 

第50図 2
碗 11.2 4.4 5.9 龍淵殿地区撹乱層 外面に鶴文。畳付は露胎。図版46 8 

第50図 3 
碗 8.9 仏殿地区撹乱層 内・外面に貫入。図版46 9 

第50図 4
碗 7.3 龍淵殿地区撹乱屈 外面にコンニャク印版による文様。図版46 10 

第50図 5 
碗 11.4 5.8 7.1 表採 口縁外面に 2本の沈線。口縁内面は露胎。細か

図版46 11 な貫入がある。

第50図 6 
碗 庭園地区撹乱層 外面に花文。口唇は露胎。染 図版46 12 

第50図 7 
碗 8.4 龍淵殿地区撹乱層 口唇部に口紅。図版46 13 

第50図 8 
碗 3.5 鐘楼地区撹乱層 畳付は露胎。高台と胴部の境付近に 3本の圏線。図版46 14 

第50図 ， 
碗 3.9 仏殿地区撹乱層 畳付は露胎。 高台内ま暗にい銘。。外面に花文。 内・外

図版46 15 面に貫入あり。色i

第50図 10
皿 11.8 鐘楼地区撹乱層 畳付に砂目跡。見込みに山水文。図版46 16 

第50図 11
皿 7.2 左脇門地区撹乱層 見込みは蛇の目釉剥ぎ。発色悪く、薄く暗い青色。図版46 17 

第50図 12
皿 庫裏地区撹乱居 外面に唐草文。図版46 18 

第50図 13
Ill1 御照堂地区撹乱層 口唇部に口紅。図版46 19 

第50図 14
杯 3.6 龍淵殿地区撹乱層 畳付は露胎。図版46 20 

第50図 15
香炉

10. 8 
龍淵殿地区撹乱層 底部外面と内面は露胎。外面の蓮弁文は型紙刷か。図版46 21 

付 第50図 16
瓶 龍淵殿地区撹乱層 頸部内面に、成形時の細かい沈線。胴内面は露胎。図版46 22 

第50図 17
瓶 5.7 庭園地区撹乱層 外面に蛸唐草文、蓮弁文。胴部外面は一部露胎。図版46 23 

第50図 18
瓶 庫裏地区撹乱層 内面は一部露胎。内・外面に細かい貫入。図版46 24 

第50図 19
芸ITTI 仏殿地区撹乱唇 口縁部内面は露胎。図版46 25 

第50図 20
芸nn 庫裏地区撹乱層 内面かえり部は露胎。図版46 26 

第51図
1 鉢 38.0 16.6 27.9 

井戸地区撹乱層 外面に竹笹文、口縁部内面に花文、見込に草文。図版47 29.3 
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第17表 本土産陶磁器観察一覧（色絵・陶器） 単位： cm 

種 挿 図
器種 口径 底径 器高 出土地点 観 察 事 項

類 番 可<=I 

第52図 1 
杯 2.8 御照堂地区撹乱層 吹掛もしくは振掛による絵付。畳付は露胎。

図版47 2 

第52図 2
杯 2.5 庫裏地区撹乱屑 畳付は露胎。

色
図版47 3 

第52図 3
杯 仏殿西撹乱層 内・外面に細かな貰入。

図版47 4 

第52図 4
香炉 9.9 8.2 6.7 龍淵殿地区撹乱層

見中込に厚さ 1mm以下の白色砂質付着物。高台内
図版47 5 心部に貰入。

第52図 5 
香炉 表採 赤色の文様部分は剥離している。

図版47 6 
絵

第52図 6
図版47 7 

瓶 10.0 表採 ロ唇部は露胎。頸部内面に布目跡。

第52図 6 
瓶 表採 内面全てに布目跡。内面下位に 3本の沈線。

図版47 7 

第52図 7 
小碗 9.7 3.9 4.3 井戸地区撹乱層 内・外面に細かな貫入。薩摩産の錦手。

図版47 8 

第52図 8 
皿 4.4 龍淵殿地区撹乱層 乳白色の素地。内・外面に細かな貫入。

図版47 9 

第52図 ， 
皿 5.2 龍淵殿地区撹乱層 畳付は露胎。内・ 外面に細かな貫入。

図版47 10 

第52図 10
皿 4.8 獅子窟地区撹乱層 陶器に近い素地。内・外面に細かな貫入。

図版47 11 

第52図 11
芸皿 井戸地区撹乱層 茶色の素地に、黄色の圏線。

図版47 12 

陶
第52図 12

蓋 6.5 1.3 龍淵殿地区撹乱層 関西系。
図版47 13 

第53図
1 碗 11.9 仏殿地区撹乱層 素地：乳白色。釉：こげ茶色。外面は一部露胎。

図版48

第53図 2 
図版48

碗 11.8 龍淵殿地区撹乱層 素地：乳白色。釉：黒褐色。瀬戸・美濃焼。

第53図 3 
図版48

碗 4.2 鐘楼地区撹乱層 素地：乳白色で、 褐黒色色釉細。粒高を台含tむ。 釉薩：摩内産面。
は透明、外面は黒 ま露胎。

第53図 4 
図版48

碗 鐘楼地区撹乱層 素地：乳白色。釉：白色。白薩摩。

第53図 5 
図版48

碗 4.0 庫裏地区撹乱層 素地：乳白色で、 黒色よ黒細褐粒色が釉目。立つ。 釉：内面
には透明釉、外面にi

第53図 6 
図版48 1111 井戸地区撹乱層 素地：灰白色。釉：暗い水色。胴下半分は露胎。

第53図 7 
図版48 皿 井戸地区撹乱層

素地：ぁ乳白色。釉：内外面に透明釉。貫入：内
外面にる。

第53図 8 鍋 16.4 仏殿地区撹乱眉
素地：灰白色。釉：内外面に透明釉。貫入：内

図版48 外面に細かくある。

第53図 ， 
鍋僧粉 16.2 石積み 4確認トレンチ 素地：乳白色で、面黒に色あ細る粒。が目立つ。 釉 ：こげ

図版48 第2層 茶色。貫入：内外

器 第53図 10 鍋（蓋） 13.0 井戸地区撹乱層
素地：乳白色。釉：暗い黄緑色。貫入：内外面

図版48 にある。

第53図 11 
図版48

鍋 仏殿地区撹乱層 素地あ：灰色。は釉露：胎内。面は透明釉薬。 貫入：内面
にる。外面

第53図 12 
図版48

擢鉢 井戸地区撹乱層 素地：外部は闘前橙焼色、 内部は灰色。 白色・黒色細
粒を含む。備 き。

第53図 13 
図版48 揺鉢 13.2 庭園地区撹乱層 素を地：多外部く含は赤紫色、 内部は明灰色。 白色砂粒

やや む。

第53図 14 揺鉢 龍淵殿地区撹乱層
素地：明灰色。無釉で、器面は赤紫色。内面に

図版48 カキ目。

第53図 15 
図版48 仏花器 34.5 16.7 35,6 龍淵殿地区撹乱層 無釉薬で、器面は明るい茶色。
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第18表 本土産陶磁器観察一覧（陶器• 印判手） 単位 ：cm 

種 挿 図
器種 ロ径 底径 器高 出土地点 観 察 事 項類 番 弓に

第53図 16 仏花器 7.0 庫裏地区造成層 釉素地 ：暗い紫色げ茶で、 白色細粒をわずかに含む。
陶

図版48 ：外面はこ 色で内面は露胎。関西系。

第53図 17 
図版48 瓶 左脇門撹乱層 素地：脚暗部い茶との色接。 無釉で、瞭器。面はこげ茶色。 内

面では 合面が明

第53図 18 
図版48 壷 表採 素を地：レンたガ感色～赤紫色で、 自色細粒が甘立つ。 釉：露内胎面。は緑灰色（砂

ちりばめ じ）で、外面は黒緑色 □縁部平坦面は 薩摩産か。

第53図 19 
図版48 壷 17.0 表採 外素地：レンガ色、 う坦す部紫i色。 釉：口縁平坦部以

に緑灰色。口縁平 こ3X 2 cmの目跡。益ロロ

第53図 20 庭園地区南北トレ ンチ 素地：外部は灰色、内部は朱色。内面には指押鉢 33.8 図版48 第 3層 さぇ痕が明瞭。

図版49 1 碗 13.8 5.1 5.5 表採 見込に 5個のハリ支え跡。外面に花文、松竹文。

図版49 2 碗 13.9 4.6 5.5 井戸地区撹乱層 外面に鶴文、松竹文。 1に似る。

図版49 3 碗 13.4 獅子窟地区撹乱層 口縁部内面に松竹文。文様構成は 1に似る。

図版49 4 碗 14.8 表採 内・外面に花文。

図版49 5 碗 左脇門地区撹乱層 内面の文様は、発色が悪くぼやける。

図版49 6 碗 14.0 表採 内・外面に竹文。

図版49 7 碗 表採 外面に「壽」と「福？」の文様。 9に似る。
印

図版49 8 碗 表採 口縁部内面に花文帯。

図版49 9 碗 4.9 表採 見込は蛇の目釉剥ぎ。「福」「壽」の文様。

図版49 10 碗 表採 素地に黒色細粒が目立つ。

図版49 11 碗 表採 色が濃く、文様がつぶれ気味。

図版49 12 碗 10.6 獅子窟地区撹乱層 見込は蛇の目釉剥ぎ。素地に黒色細粒が目立つ。
判

図版49 13 碗 10.0 表採 外面に桜花文、青海波文、蓮弁文。

図版49 14 皿 9.8 5.4 1.9 表採 畳付は露胎。

図版49 15 皿 12.9 獅子窟地区撹乱層 花弁形口縁。外面に唐草文。色が少しにじむ。

図版49 16 皿 13.4 8.5 3.2 表採 花弁形口縁。蛇の目凹形高台。見込ハリ支え跡。

図版49 17 皿 15.4 8.3 4.1 表採 花弁形口縁。色が少しくすむ。外面に唐草文。

手
図版49 18 皿 8.0 表採

図版49 19 鉢 15.4 6.2 5.6 仏殿地区撹乱層 素地は黄白色。畳付は露胎。内外面に鳳凰文。

図版49 20 香炉 9.9 表採 内面は露胎。外面に花文と青海波文。

凶版49 21 香炉 11.0 御照堂地区撹乱層 内面は露胎。外面に花文と青海波文。

図版49 22 香炉 10.9 10.3 8.1 表採 内面と外底部は露胎。外面の盾形枠内に花文等。

図版49 23 芸nn 8.8 4.0 2.7 表採 見込は蛇の目釉剥ぎ。畳付は露胎。外面に菊花
文、青海波文。

図版49 24 皿 11.0 6.0 2.1 表採 銅版摺。
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第19表本土産染付出土状況一覧

器~竺 区 御地照堂区 獅地子窟区 仏地 殿区 三 門 鐘楼 龍地淵区殿 庫地 裏区
井戸 庭園 左脇門 地区

表採 合計地 区 地 区 地 区 地区 地 区 不 明

ロ縁～底部 1 I 1 3 

碗
ロ縁部 ［ 2 2 4 1 I 4 15 
胴部 1 2 I 1 5 
底部 2 2 4 
ロ縁部 1 1 I 1 4 

,jヽ 碗 胴部 3 3 
底部 1 I 3 2 7 

杯 底部 l l 2 
ロ縁部 2 2 3 1 1 1 10 

lill 胴部 1 1 ］ 3 
底部 1 2 1 1 5 

鉢 口縁～底部 1 I 
香 炉 底部 1 I 

瓶
胴部 ］ I 2 
底部 1 1 

袋 物
胴部 J 2 2 3 2 1 11 
耳部 I l 

蓋 縁部 1 J 2 
口縁部 I I 2 

器種不明 胴部 l I 1 2 2 3 ， 1 1 21 
底部 1 1 2 

合 計 6 3 8 2 ， 22 8 2.1 1 5 13 7 105 

第20表 本土産染付印判手出土状況一覧 (1)型紙摺

器~こ［也区 御地照堂区 獅地子窟区 仏地 殿区 三門 鐘楼 地韻淵殿区 地庫 裏区 井地 戸区
左脇門 地区

表採 合計地区 地区 地区 不明

ロ縁部 3 8 1 1 2 1 22 2 40 

碗
胴部 3 I 2 I 2 4 3 16 
底部 I 2 3 2 8 
完形 6 6 

小 碗 口縁部 1 I 4 6 
ロ縁部 1 1 1 I 5 ， 

皿
胴部 1 I 2 
底部 1 2 I 4 
完形 I 2 3 

蓋
縁部 1 1 
底部 I 1 

香 炉
口縁～底部 l 1 
口縁部 1 2 3 
口縁～底部 1 1 

鉢 胴部

底部

器種不明 胴部 1 2 2 5 
A ロ 計 8 ， 1 4 2 ,, 

4 7 5 54 8 106 

第21表 本土産染付印判手出土状況一覧 (2)銅版摺

1 ~ 出土地区 1悶照晨l塁子農l豆問l栞iI~ 思淵整1塁農1:に1塩脇日1製贔 I表採 I合計

2 I I 2 

第22表 本土産染付印判手出土状況一覧 (3)銅版転写

器~巳竺区 御地照堂区 獅地子窟区 仏殿 三門 鐘楼 地龍淵殿区 庫地 裏区 井戸 左脇門 地区
表 採 合計地 区 地区 地 区 地区 地 区 不明

口緑～底部 2 2 

碗
ロ緑部 2 ， I 12 
胴部 1 1 1 3 
底部 1 I 1 3 
口縁～底部 2 1 1 3 1 8 

小碗
口縁部 1 1 2 1 1 4 1 11 
胴部 2 l ］ 2 6 
底部 2 1 2 5 

杯 底部 I 1 2 
口縁～底部 1 3 2 I 7 1 15 

皿
口縁部 2 1 l 1 5 
胴部 I 1 
底部 5 I 1 1 8 

蓋 縁部～撮部 1 1 

器種不明
胴部 2 1 1 2 6 
底部 1 1 

合 計 12 8 1 ,1 5 7 5 2 5 36 4 89 
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第23表 本土産染付印判手出土状況一覧 (4)ゴム版転写

器~巴:区
御照堂 獅子窟

仏地 殿区
三門 鏑 楼 地井 戸区

左脇門 地区
表採 合計地区 地区 地区 地区 地区 不明

口縁～底部 1 l 2 

小 碗
口縁部 1 2 1 2 6 
胴部 1 1 I 3 
底部 1 I 2 1 5 
口縁～底部 2 4 6 

皿 胴部 1 1 2 
底部 1 I 2 4 

蓋 縁部 1 l 
器種不明 胴部 1 1 1 3 

合 計 6 1 2 3 2 2 4 10 2 32 

第24表 本土産クロム青磁染付出土状況一覧（銅版、ゴム版転写）

器]「---』竺竺
龍淵殿 井戸 左脇門 地区

合計地区 地区 地 区 不明

小 碗
ロ縁部 2 2 
胴部 1 l 
口緑～底部 I 1 

皿
口縁部 2 2 
胴部 1 1 
底部 3 3 

器種不明 胴部 I l 
合 計 l 1 2 7 11 
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バンテン・ラマ逍跡出土の染付唐獅子牡丹文植木鉢

（佐管県立九州陶磁文化館 r海を渡った肥前のやきもの展』 1990)
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第 9節沖縄産施釉陶器
今回は79点について写真を掲載し、そのうち10点を図化した。碗が最も多く、鉢．皿・鍋・急須・瓶・香炉．

火取・壷などがある。

碗・ 皿・鉢に関しては、釉薬と施釉方法などによって以下のように分類することが出来る。なお今回は白化粧

を中心に考えた。

I 白化粧

A 全面 —口 ： 盟~=二:::釉・文様→透明釉

ウ 白化粧土→透明釉→各種の釉・文様

B 内面のみロア 白化粧土→透明釉

イ 白化粧土→各種の釉・文様

ウ 白化粧土→透明釉→各種の釉・文様

II 白化粧以外の釉掛け

碗・皿については、白化粧を施すものがやや多く、とくに碗は全面に施すものがほとんどである。鉢について

は、白化粧を施さないものが多い。

袋物・火取・ 香炉にも白化粧がみられる。図版51、20の袋物の場合は、内面は露胎で、外面は白化粧である。

また図版52、 3の火取は、内外面に白化粧士を掛け、外面のみに透明釉を掛けている。

第25表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (1) 恥位 ：cm 

挿図番号 器 種 口径 底径 器高 出土地点・分類 観 察 事 項

裏庫地区撹乱層.II 素と地：灰色で、下気泡が多い。釉：暗黄緑釉。内外面
図版50 1 碗 15.2 6.2 6.3 も胴部中位以 は露胎。

表採.]I 釉：線内外面とも透明釉で、露胎部との境に黒褐色釉
図版50 2 碗 6.8 の圏 。貫入：内外面にある。

図版50 3 碗 13.8 6.2 6.2 
表採 ・IAア 素釉地：灰黄色。釉は：胎内外面内とも白化粧。見込は蛇の目

膨剥ぎで、畳部付 露 。 面は点状 (5mm前後）に釉
がれ、口縁のそれは、はじけて素地が見える。

龍淵殿地区撹乱層.II 素内地：灰色。釉：深緑色の笹文の上に透明釉。 貫入 ：
図版50 4 碗 13.5 6.1 6.0 外面にある。内面は蛇の目釉剥ぎ。

龍淵殿地区撹乱層.I 素地：肌色。釉：白化粧士のち緑青色の哺は笹ぎ文c ・呉須
図版50 5 碗 12.9 5.4 5.9 Aイ ．による圏線のち透明釉。内面は蛇の目釉 。

御照堂地区撹乱層.I 素地：黄橙色。釉：白化粧のち呉須珠文のち茶褐色
図版50 6 碗 12.8 Aウ 文様 口縁部外面に釉薬掻き取りによる圏線。

獅子窟地区撹乱層.I 素地：白灰色、肌色。黒色細粒を含む。釉：内面は
図版50 7 碗 6.6 Aイ 白化粧のち蛇の目釉剥ぎ。外面は呉須文様を白化粧

で挟み込む。畳付は露胎。
獅子窟地区撹乱層.II 釉：全面に暗緑黄目釉色剥釉をかける。貫入：内外面にあ

図版50 8 碗 16.0 7.0 7.8 る。内面は蛇の ぎ。

第54図 l 龍淵殿地区撹乱層.II 釉向 ：内面は透明釉のち黄・緑色の上絵。外面は縦方

図版50 9 
角 鉢 11.0 5.8 6.1 の線刻文（呉須を塗る）。

井戸地区撹乱層 ・IA 素地：白灰色。釉：内外面に白化粧のち外面に赤 ・
図版5010 碗 ウ 緑・黄色の文様。

仏殿地区撹乱層 ・IA 素地：肌色。釉：白化粧のち赤茶 ・青銅色の上絵。
図版5011 碗 ウ 貫入：内外面に細かく走る。

仏殿地区撹乱層 ・IA 素地：乳白色。釉：内外面に白化粧のち外面に赤 ・
図版5012 碗 ウ 緑色の文様。貫入：内外面にある。

仏殿地区撹乱層 ・IA 素地：乳白色～橙色。釉：白化粧。外面は白化粧に
図版5013 小碗 8.6 イ はさみこまれて呉須文様。貫入：内外面に細かくあ

る。

-74-



第26表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (2) 単位： cm 

挿図番号 器 種 口径 底径 器高 出土地点・分類 観 察 事 項

獅子窟撹乱層 ・IAア 素ぁ地：肌色。釉：内外面に白化粧。貫入：内外面に図版5014 小碗 3.7 る。

表採.Il 素地 ：肌色。釉：前面に透明釉。外面に呉須文様。
図版5015 小碗 9.6 貫入： 内外面に細かくある。

図版5016 小碗 9.6 4.1 
井戸地区撹乱層.Il 

素地 ： 白黄に色部あで内黒る面，色細暗粒黄ムは緑を蛇少色の釉し目含、釉む内剥。面ぎ全釉。： 外面に黒褐4.8 色釉。口縁 に 体に透明釉。
貫入：内面 る。見込 高台は露胎。

井戸地区撹乱層.rr 素地：黄色褐色。釉：まず外面に茶色き釉、次に内面に図版5017 小碗 4.9 暗黄緑 の釉。見込は蛇の目釉剥 。貫入：内面の
み。

井戸地区撹乱層 ・IB 
図版5018 小碗 ウ

素地：外黄橙色。釉：内面に白化粧。貫入：内面にあ
る。 面は鋸胎（茶色）だが、点状 (2mm程度）
の黒褐色釉がかかる。

井戸地区撹乱層 ・IB 素地：明橙色。釉：内面ぎ。は白化粧。貫入：内面にあ図版5019 小碗 ア る。見込は蛇の目釉剥

表採.Il 素地：色暗黄の釉灰。色でば気泡が少しある。釉：高台以外に図版5020 小碗 9.4 4.1 4.7 暗黄緑 まらに黒色付着物あり。

井戸地区撹乱層 ・IA 素地：外肌色。釉：内外面に白が化あ粧る。貫入：内外面に図版5021 小碗 ア ある。 面は多角形の面取り 。

仏殿地区撹乱層.II 
素地釉と：胴赤部紫外の色面境では、に露は黒胎粗色でい細、ケ粒白スを色リ含釉痕むで。。釉 ： 内面にか暗）黄図版5022 小碗 3.8 4.6 緑色 文様（漢字。
高台伺

第54図 5 三門地区基壇内撹乱層・ 素地：肌色。釉：全多角面に白化i取粧。貫入：内外面に細
図版5023 小碗 3.0 

IAア かくある。外面は多形の面 り。

二門地区撹乱層 ・IT 素渦地：露白色。釉：透明釉。貫入：内外面にある。図版5024 坪 3.2 1.6 1.9 台は胎。

仏殿地区撹乱層 ・IA 素地：灰黄色。釉：呉須文様を挟み込んで白化粧。
図版51 l 皿 10.2 イ 見込は蛇の目釉剥ぎ。貫入：なし。

図版51 2 皿 18.6 7.6 5.9 
仏殿地区撹乱層 ・IA 
イ をみ込んで 蛇の目釉剥ぎ。ロ

素地：黄挟灰色で、 黒呉白須化色文粧細様。粒。見・貫気込入泡はがある。 釉 ：呉須
縁文様部内面、見込に呉 ：内外面にある。

御照堂地区撹乱層.I 素地：黄次橙色。釉：内面は線刻文様部に黒褐色釉を図版51 3 皿 Bイ（？） 釉塗。り、 に白化粧土を塗る。外面は茶色釉のち白色

井戸地区撹乱層 ・IB 素地：褐黄色橙色～橙色。釉：内面に白化粧、 口縁部外図版51 4 皿 ア 面に緑 釉。露胎部は茶色である。

図版51 5 皿 12.4 6.0 4.7 
仏ィ殿地区撹乱層 ・IA 素地：灰黄色で内気外泡面がに多あい。 釉：呉須を挟み込んで

白化粧。貫入： る。

第54図 2 庭園地区撹乱層.l] 素地：灰色。釉：内面に透明釉。口唇部～外面は露胎。
図版51 6 皿 7.6 

第54図 3 庭園地区撹乱層.Il 素地：灰白色。釉：内面に透明釉、外面は蕗胎ぎ。
図版51 7 皿 4.2 貫入：内面に細かくある。見込は蛇の目釉剥 。

御照堂地区撹乱層.II 素地：白灰色。釉：内面に透明釉、口唇部～外面は
図版51 8 皿 8.5 4.1 1. 7 蕗胎。貫入：内面にある。

第54図 4 龍淵殿地区撹乱層.II 素地：赤紫色、灰色。釉：内面に黒褐色釉。貫入：
図版51 9 皿 6.6 なし。

仏殿地区撹乱層 ・IB 素地：白灰色、黄橙色で黒色細粒を含む。釉：内面
図版5110 鉢 19.6 8.0 9.3 イ に白化粧土を暗塗黄った後、外面に暗黄緑色釉を塗り、

内面に呉須・ 緑色の珠文。

図版5111 鉢 23.0 
仏殿地区撹乱層.II 部素地：明灰色で黒色細粒を含む。釉：内外面とも胴

～口縁部まで褐色釉。貫入：内外面にある。
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第27表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (3) 単位： cm 

挿図番号 器 種 口径 底径 器高 出上地点・分類 観 察 事 項

表採.II 
素地 ： 入る白。黄：高色内台。外の面釉一に：箇内あ所而るに。に焼暗高成黄台後緑はの色蕗穿胎釉孔、で外面漆に黒褐色図版5113 鉢 9.1 釉。す貫 、 喰が多く
付着 （径4mm)。

龍淵殿地区撹乱層.II 14と同様である。 14とは接合しないが同一個体か。
図版5112 鉢

龍淵殿地区撹乱層.II 素地：黄灰色で気泡が多い。 釉：面内に外あ面るに。白色の
図版5114 鉢 11.5 象嵌ムロ後、 暗黄緑色の釉。貫入：内外

高は露胎。

龍淵殿地区撹乱層 素地：明灰色。釉：褐胴部色内外面に暗黄緑色釉を掛ける
図版52 1 急須 10.0 が、 口部縁内部面付近は黒 。 面に黒褐色釉。 口唇部

～口縁 は露胎。

仏殿地区撹乱層 素地：灰～黄ま橙色。釉（幅：全面に黒褐色釉 貫入：な
図版52 2 急 須 し。断面か ぼこ状 4.1cm厚さ 1.5cm) の取手。

仏殿地区撹乱層 2と同様である。
図版52 3 急須

御照堂地区撹乱層 素地：肌色。釉：内内外外面面に呉須・黒褐色釉を挟み込
図版52 4 急 須 んで白化粧。貫入： にある。

第54図 6 庫裏地区撹乱層 素地：黄内灰色。釉：内面は透明釉、外面は露胎。

図版52 5 
急須 4.4 貫入： 面にある。

庫裏地区撹乱層 素地 ：白灰色。釉：全体に透明釉、 m内m)面。一部露胎。
図版52 6 急須 貫入 ：あり。上面に一つの穴（径 3

表採 釉：外面に緑黒色。貫入：外面にある。内面は露胎。
図版52 7 蓋 12.1 9.1 

表採 素地：肌色。す釉：かえり部以外に暗褐色釉（光沢は
図版52 8 蓋 6.3 5 2.8 なくザラザラ る）。

井戸地区撹乱層 素地：白ぁ灰色。釉：外面に茶色、内面は露胎。貫入：
図版52 9 水滴 外面にる。

御照堂地区撹乱層 素地：赤紫色。 釉：外面に色茶の色付釉着、内面は露胎。
図版5210 水滴 貫入：なし。内面に白灰 着物。外面に所々黄

色の釉が付着。

表採 釉高：白化断粧土のち茶褐色・暗黄緑色釉。貫入：あり。
図版5211 酒注 7.2 台の 面形は三角形。

龍淵殿地区撹乱層 素地：惰明泉灰色。釉：外面（底部以外）に暗黄緑色。
図版5212 酒 注 外面k 刻文、シーサー形の取手。

御照堂地区撹乱層 素地：色外部・赤は橙色、 内部は黄灰色。釉：外面は白地
図版5213 袋 物 に茶褐 橙色釉のマーブル文様。内面は露胎。

貫入：なし。

獅子窟地区撹乱層 素地：肌色。釉：緑褐色釉を挟み込んで白化粧。
図版5214 瓶 7.8 貫入：内外面にある。口縁平坦部は露胎。

仏殿西地区撹乱層 部素地：肌色。 釉：内面に（頸褐部色外釉面を掛けたのち、 口縁
図版5215 瓶 内面～外面に暗ぁ緑釉 は暗い水色）。

貫入：内外面に る。

表採 素地：肌色。釉：口縁部内面～胴部外面に暗黄緑色釉。
図版5216 瓶 6.6 貫入：なし。

龍淵殿下層遺構 素ち地：色黒灰色。 釉：暗外緑面色に釉（。畳貫付入以外） 呉須文様の
図版5217 花生 10.0 黄灰釉。内面に ：なし。

獅子窟地区撹乱層 素地：色明灰色。 釉：底部に外あ面ると。内面は露胎。 胴部外
図版5218 瓶 4.9 面に灰釉。貫入：外面

左脇門地区撹乱層 素地：乳白色。釉：内面と品台は露胎。外面に黒褐色
図版5219 瓶 9,0 釉。貫入：外面にある。
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第28表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (4) 単位： cm 

挿図番号 器種 口径 底径 器高 出土地点・分類 観 察 事 項

井戸地区撹乱層 素地：灰黄色。外釉面：内あ面ると高台外面は露胎。外面に
図版5220 袋物 6.4 白化粧。貫入： に 。

龍淵殿地区撹乱層
外素内地面面～に：黄突は成灰帯形色は時茶での色、凸釉黒凹。色が細他明粒は瞭露と。胎気突。泡帯突がは帯あ貼るより。り付釉上けに：で内はあ刺面る突と。文底、部図版5221 ,rn: ~ 

井戸地区石敷埋土 素暗地：釉黄。灰他色。 露釉胎：口縁部内：施面釉～部外に面あくびれ部まで図版53 1 香炉 12.0 緑色は。貫入 る。

左脇門地区撹乱層 素地：肌色。釉：外面に黒褐色釉。貫入：外面にある。
図版53 2 火取

御照堂地区撹乱層 素地：黄肌色、肌部色で黒色細粒を含む。 釉：内外あ面に
図版53 3 火取 6.6 付白化粧土のち胴 外面に直透線明釉。痕貫。入：外面に る畳

には 2~5mmの間隔で の圧

井戸地区撹乱層 素地：肌色、黄灰色。釉：外面は呉須 ・緑釉を部挟み
図版53 4 火取 9.4 込んで白化粧。内内面外は面白化粧土のち透明釉。底 外

面は露胎。貫入： にある。
庫裏地区撹乱層 素地：赤紫色。釉：内外面に暗緑色と白色釉。

図版53 5 火炉 16.0 貫入：なし。

仏殿地区撹乱層
釉けた：の内外ち、面がの口縁付底部着部。～中外図心面版部脚1以9部外-1 にの部くす分んにだ暗黄茶緑色色釉釉を。か図版53 6 香炉 15.4 9.5 
見込みに砂

井戸地区撹乱層 素地：黄灰色。内釉外：外に面あに象嵌後、 透明釉。受け部
図版53 7 香炉 19.2 は蕗胎。貫入： 面 る。

龍淵殿地区撹乱層 素地：明灰色。 釉あ： 口縁内部面～は外露面胎に。黄頸緑部色に釉貼。図版53 8 香炉 15.0 貫入ぁ ：内外面に る。 付突帯
がる。

龍淵殿地区撹乱層 素地：白褐黄色色釉で。、 黒色細：施粒釉を部含にむあ。釉：外面～口縁図版53 9 香炉 平坦部黒 貫入 る。

龍淵殿地区撹乱層 9・11・13とは接合しないが同一個体か。
図版5310 香炉

龍淵殿地区撹乱層 素地：灰黄色。 釉：内面部は透明水釉色、↓ 外変面色は茶褐色釉。
図版5311 香炉 外面の釉が厚くかかる分は こ 。

龍淵殿地区撹乱層
素に地白 ： 粧黄土灰。色底。蔀釉外：面暗露黄胎緑郁色に釉のり「光付ち緒け外年龍面制文に衣。黒琉底褐球綿色國に釉壷3の屋本ち高の日江脚縁洲。受良け口郡」図版5312 香炉 21.8 15.3 
の銘化と押印。外面には2匹の貼

龍淵殿地区撹乱層 素地：白灰色で、 黒色細粒 ・外気面泡にがはあ貼る付。花釉文：内面
図版5313 香 炉 に透明釉、外面に茶褐色釉。 。

龍淵殿地区撹乱層 素地：明ち灰色。釉釉。：内面に緑じ窓灰が色あ釉る、外面に暗黄緑
医版5314 蓋 18.6 色釉の 緑青色 15と同 。

龍淵殿地区撹乱層 素褐地：釉肌。色。釉：内か面にランダムな透明釉、 外面に
図版5315 蓋 22.3 3.0 茶色 8個の透し窓。

第54図10 獅子窟地区基壇石脇間 素地：外部は灰色、部内上部位はに赤黒紫褐色色で釉白。色細し粒把を手含直む下。
図版5316 火炉 第 3層 釉：外面～内面胴 有イ

の器壁に、径 5nunの貫通孔。
井戸地区撹乱層 釉突：口縁部～高台脇に暗ど青の緑・色の釉。胴部に 3本の

図版5317 鉢 20.9 12.4 10.2 線、底部に直径 2cmほ 孔。

第54図 8 庫裏地区撹乱層 素地：灰色で、気泡がある。に釉あ：外面に褐色釉、胴
図版5318 鍋 17.4 部内面に褐色釉。貫入：外面 る。

第54図， 庫暴地区撹乱層 素褐地：灰色で、 白色細に茶粒色を釉含。む。 釉：口唇部～外面
図版5319 鍋 18.2 に色釉、胴部内面

第54図 7 鐘楼地区撹乱層 素暗黄地緑：色黄釉灰。色、 黄橙色。 釉：口縁部平坦面～外面に
図版5320 鍋
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第29表 沖縄産施釉陶器出土状況一覧

三器 種

御照堂 獅子窟 仏殿 三門 鐘楼 龍淵殿 庫裏 井戸 庭園 左脇門 地区
表採 合計 三器 種

御照堂 獅子窟 仏殿 三門 鐘楼 龍淵殿 庫裏 井戸 庭園 左脇門 地区地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 不明 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 不明
表採 合計

口縁～底部 2 1 3 口縁～底部 〇

有 ロ縁部 2 5 2 6 1 16 
無 口縁部 I 1 2 1 5 

文 胴部 2 
瓶

文l I I 2 2 1 3 1 14 胴部 2 I 1 1 3 l ， 
菊

底部 1 I I l 1 2 7 底部 2 I 1 1 1 6 
口縁～底部 I 2 I 4 1 l 1 11 ロ縁～底部

゜悪 口繰部 4 3 6 11 5 6 25 1 4 65 有 口縁部 〇
文 胴部 ， 4 11 15 6 7 1 19 5 2 79 文 胴部 1 1 

底部 4 4 7 7 1 2 1 6 4 5 41 水 底部

゜口縁～底部 1 I 滴 口縁～底部 〇

有 口縁部 I 2 I 1 1 6 
無 口縁部 〇

文 屁部 1 I 文 胴部 l l 
底部 I 1 底部

゜口縁～底部 2 I 3 口縁～底部 〇

小 無 口縁部 2 5 3 5 ］ 4 1 9 3 33 ダチ瓶 口縁部 〇
碗 文 胴部 I 3 5 2 3 3 17 有文 胴部

゜底部 5 2 4 l 3 2 1 18 底部 1 I 

口緑～底部 〇 口縁～底部 〇
面 口緑部 l 1 5 7 カラカラ 口縁部 〇取

有文り 胴部 I 2 3 胴部 2 2 
底部 1 1 I 1 3 底部 2 I 1 4 
口縁～底部 2 2 口縁～底部 〇

口縁部 〇 有 口縁部 〇八角鉢
文胴部

゜
胴部 2 I 2 1 2 5 13 

底部

゜
袋 底部

゜口縁～底部 I 1 2 物 ロ縁～底部

゜口縁部 l 1 無 口縁部 〇
小杯

文 胴部 3 2 3 2 17 胴部

゜
1 I 3 I I 

底部 I 1 底部 2 1 3 

口級～底部 2 2 口縁～底部 I 〇

有 口縁部 5 I 1 7 有 口縁部 〇

文 胴部 1 I 文 胴部

゜底部 1 3 4 底部 l I 
壺

口縁～底部 5 l .I 7 口縁～底部 〇

無 口縁部 I l 6 4 2 2 4 2 I 23 
無 口縁部 I J 

皿
文 文 胴部 I I 胴部 2 1 3 I I 4 

底部 2 1 3 1 3 l 2 13 底部

゜ロ縁～底部

゜
口縁～底部 〇

稜 ロ縁部 1 1 壺．瓶 口縁部 1 1 .,. 
花 胴部

゜
不 明 胴部 3 2 4 2 7 3 I I 23 

底部

゜
底部 1 I 

ロ縁～底部 I I ロ縁～底部 2 2 

有 口縁部 I 4 I 1 1 I 9 有 ロ縁部 1 I 2 
文 胴部 I 2 2 5 文 胴部

゜底部 l 1 香 底部

゜鉢

゜
炉 口縁～底部 I 口緑～底部 ］ 

無 ロ縁部 l 6 2 I 3 2 I 16 無 口縁部 1 I 1 I z 6 
文 胴部 1 3 5 2 3 2 2 1 19 文 胴部

゜底部 I 2 2 4 2 11 底部

゜口縁～底部 1 1 2 縁部～甲頂部 1 I 

ロ縁部

゜
縁部 J 1 

樅木鉢
胴部

゜
香炉歪 甲部

゜底部

゜
甲頂部

゜口緑～底部 〇 撮み

゜口縁部 〇 口縁～底部 〇
すり鉢

胴部 J l 2 有 口縁部 3 3 

底部

゜
文 胴部 I 1 

口縁～底部 〇 火 底部 1 I 2 

口縁部 2 l 3 取 口縁～底部 〇

胴部 5 4 3 2 1 2 2 4 2 25 無 口縁部 l 3 I 2 I 1 9 
有

底部 2 2 文 胆部 l I 1 3 文

耳 I I 2 底部 l 1 2 

注口 I I 口縁～底部 〇

念 把手

゜
有 口縁部 I l I 3 

79 

須 ロ縁～底部

゜
文 胴部

゜口縁部 l I 4 2 l 1 10 火 底部

゜胴部 4 4 3 6 2 12 7 2 40 炉 ロ縁～底部

゜無
底部 1 2 3 3 2 4 2 ， 2 3 31 無 口縁部 3 2 l 2 1 l l 3 14 文

文耳 1 I 2 胴部 l 1 l 3 

注口 1 I 3 1 6 底部 l I 

把手 5 I l 7 口縁～底部 〇

緑部～甲頂部 2 I 3 口縁部 I 2 I I 2 2 2 1 12 
鍋身部

緑部 1 2 1 I 5 胴部

゜益（大）
甲部 I I 2 底部 1 1 2 無文

甲頂部

゜
縁部～甲頂部

゜撮み 1 1 縁部 1 2 1 I 5 

縁部～甲頂部

゜
鍋蓋 甲部 1 1 

縁部 1 1 甲頂部

゜有 甲部
文 ゜

撮み

゜甲頂部

゜
口縁～底部

゜撮み

゜
口縁部 I 1 歪

灯明具
（小） 繰部～甲頂部 1 J 2 胴部

゜縁部 l 1 2 底部

゜無 甲部 I l 1 口縁～底部 〇
文

口縁部 1 1 2 l 5 甲預部

゜撮み

゜
器種不明 厠部 ， 11 7 5 ， 14 19 l ， 84 

口縁～底部

゜
底部 I 1 

l 1 3 耳 1 l 有口縁部 1 
瓶

文胴部 3 ＾ Cコ
計 57 49 68 54 37 79 27 100 6 29 1 38 776 2 1 

底部 1 1 1 3 

.. 





第10節沖縄産無釉陶器
沖縄産の釉薬を施さない陶器で「アラヤチ」とも称される。

器種としては皿、碗、香炉、火炉、急須、鉢、揺鉢、蓋、甕、

壷、瓶が挙げられるが、その中で皿、鉢、揺鉢が大半を占めて

いる。

皿 ：図版54-5 ~13で器形より次の様に分類する事ができる。

I 類…口縁部に 2条の線刻が施されており、高台

が見られる。（第56図1. 図版54-7) 

II 類…表面は文様が無く、ベタ底になっている。

（図版54-10~13) 

0 5cm -~ — この内、 II類は灯明皿として使用されていた可能性

がある。特に13では口縁部から底部にかけて白く変色

し、 12でも内面に同様の変色が見られる。これは蝋燭

の熱によるものであると推測する。また、 10には窯印
第55図沖縄産無釉陶器 (1)

と思われる「ダ」の記号が（一部欠損）、 11には「勘」の記号がそれぞれ確認できる。これらの他、帆

に巴紋が書かれた爬竜船を陽刻した大皿もあり、円覚寺が琉球王家と密接な関わりを持っていた事が伺
える。（図版54-14) 

碗 ：図版54-2 ~ 4で、その内 2は他の物に比べ器表面が粗く、碗の深さも深い。また底部には一部欠損し

ているものの窯印と思われる「入」の記号を確認する事ができる。

香炉、 火炉：図版54-15~ 18が香炉、火炉又は「火入れ」と呼ばれる資料である。今回の調査では全体を把握

できる資料を得る事ができなかったが、 15のように頚部に獣面を取りつけ、胴部には唐草模様が描かれ

た資料が確認された。また、 16は残存している脚の底が平らではない事、器形全体の大きさが一般的な

香炉と比べて小さい事から香炉又は火炉の一部分と思われる。

急須： 今回の調査では全体を把握できる資料を得る事ができかった。（図版54-19) 
鉢 ：図版55-2~ 8までが鉢であるが、口縁部の形態から次の様に分類する事ができる。

I類 a…口縁部に窪みが見られる。口唇部が四角形で僅かに斜め上に向いている。

口唇上面に 1条の線刻が施される。（図 2)

I類b…口縁部に窪みが見られる。口唇部が丸みを帯びている。（図 4)

且類a・・・ロ縁部に窪みが無く、逆L字に外反。口唇上面に 1条の線刻が施されている。（図 3、 6) 
1I類b…口縁部に窪みが無く、逆L字に外反。口唇部に縄目状の模様が見られる。（図 7)
1I類 C …口縁部に窪みが無く、 1I類a、bと比ベ口縁部が緩やかに外反。口唇部に 2条の線刻が見ら

れる。（図 5)

播鉢：第56図6~10図版55-9 ~ 15で、主に逆「ハ」の字型と思われる資料が多い。又、 15は高台を持つ揺鉢

であまり例を見ない資料である。口縁部は逆L字型の物 (9、11、14) と「く」の字型で窪みのある物

(10) とに分けられる。

蓋 ：蓋は図版55-16の一点のみで、器形から甕の蓋と思われる。器表面に蓮と牡丹の模様が陽刻されている。

甕 ：第56図14、15図版56-7、 9、10、11の4点が甕の資料である。 9、10は厚手で比較的大型の物であっ

たと思われ、それに対し図 5、7は比較的薄手であったと推測される。又、 7には口唇上面、口唇部、

胴部上方に縄目状の模様が確認できる。偲15は口径が80cm以上の比較的大型の甕で口唇部と突帯の間に

円盤を貼り付けて文様を施す。戦前の古写真から三門南側にすえられた水甕である事が確認され、今回

の調査では底部が埋設当時のまま動いていない事が判明した。口径82.8cm、内器高81.6cm、内底径32.4cm。
壷 ：図版56-4、 6が壷である。 4は器形全体を把握するには不充分であるが小壷の口縁部と推測できる。

6は大型の壷で頚部に窯印と思われる「＼＼」の記号が確認でき、底部には漆喰が塗られている。

瓶 ：第56図11・図版56-1 ~ 3全体を把握する資料は得られなかったが、 2は口縁部、 3は底部と思われ

る。

器種不明：第55図・図版54-1は瓶、又は壷に属する可能性が高い。この資料で特徴的なのは、器表面に龍が

陽刻されており、更に赤い顔料らしきものが塗られている事である。これは陽刻された龍を際立たせる
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ためではないかと思われるが、この例は沖縄産の無釉陶器では非常に珍しい。

図版55-1は鉢形口縁資料である。
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第30表 沖縄産無釉陶磁器遺物観察一覧 (1)

挿図版図番番号号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 器 色 観 察 事 項

第55図 1 胴部～ 表面一灰色（一部黒褐色） 壷又は瓶の一部と思われる。龍の陽刻あり。
不明 14.2 内面ー暗褐色 器表面の一部が顔料らしきものにより赤く彩図版54 底部

色されている。

ロ縁部～ 表面ー赤褐色と灰緑色の斑 無紋、口縁部僅かに外反。
図版542 碗

底部
11.4 7.0 5.0 内面一灰緑色 底部に窯印と思われる痕あり。

器表面に漆喰が付行。

口緑部
表面ー暗褐色、内面ー赤色 口縁部に線刻あり。

圏版543 碗
～底部

14.4 5.8 4.6 胴部下方から高台外面にかけてヘラ調整によ
る痕が見られる。

ロ縁部
表面ーにぶい赤褐色 口緑部外面、にぶい黄色に変色。

図版544 碗
～底部

14.0 6.6 5.6 （底部付近） 高台から胴部にかけてヘラ調整。
内面一灰緑色

第56図 4 口緑部 表面一緑色と緑灰色の斑 浅底の皿か？底部と思われる部分に 1条の線

図版545 皿
～底部

9.8 内面一薄緑 刻を確認。

第56図 5 表面一濃い緑色 ロ唇部やや内湾。

図版546 皿 口縁部 内面一薄緑

第56図 1 ロ縁部
表面、内面ー赤褐色（口縁部～胴部） 無紋、口縁部に 2条の線刻あり。

図版547 illl I 類
～底部

16.8 4.6 3.2 赤色（胴部～底部） 高台あり。

第56図 3 口縁部 表面一灰緑色 口縁部、緩やかに外反。

図版548 皿 II 類
～底部

10.2 2.6 4.6 内面ー黒褐色 胴部下方ヘラ調整。ベタ底。

第56図 2 表面一緑褐色 口縁部、やや尖り気味。浅底の皿か？

図版549 皿 口縁部 内面ー赤褐色

口縁部 表面、内面ー赤褐色 口縁部、緩やかに外反。
図版5410 皿 II 類

～底部
10.2 2.8 4.7 （口縁部～胴部） 底部に痕あり。

赤色（底部） 一部漆喰が混入。ベタ底。

口縁部 表面、内面一緑色と緑灰色の斑 口縁部、緩やかに外反。
図版5411 皿 II 類

～底部
10.2 2.85 3.2 底部に痕あり。

表面、内面ー黒褐色 無紋、厚手、内芯面がやや変色。
図版5412 皿 II 類 完形 9.5 3.1 5.6 底部に僅かに 台が見られる。

口縁部
表面、内面ーにぶい黄色 無紋、口縁部が変色。ヘラ調整。

図版5413 皿 II 類
～底部

10.6 2.45 4.5 （口縁部～胴部） ベタ底。
緑灰色 （底部）

6.4 表面、内面ー赤色 口唇部が丸みを帯び、口唇上面に円盤を貼り
図版5414 大皿 完形 36.0 I 18.0 付ける。

7.4 内面全体に爬龍船などが賜刻されている。

口縁部 表面一薄緑、内面ー赤褐色 口縁部は逆「L」字型。
図版5415 香 '7

～底部 獣面が後付けされる。唐草模様あり。

11.5 3.5 10.9 表面、内面ー赤色 箱形表面に唐草模様、脚部が破損。
図版5416 香炉か？ 完形 X I X 脚の状態から香炉か火炉の部品と思われる。

7.7 4.0 70 

表面ーにぶい黄色 「く」の字に曲がる。方形把手を持つ。
図版5417 火炉 胴部 内面一桃褐色 3つ乃至は 4つの穴を持つと思われる。

表面一灰緑色 器種不明、香炉又は火炉の脚と思われる。
図版5418 不明 底部（脚） 内面ー育灰色

口縁部 表面一灰緑色 胴部に 2条の窪みあり。やや厚手。
図版5419 急須

～胴部
5.2 内面ー赤緑色 内面に漆喰が付珀．

表面一茶褐色 口禿、内側口縁部は大きくくぼむ。
図版55 1 不明 口縁部 内面ー濃い緑色

ロ縁部
表面一濃い緑色 口唇上面に 1条の線刻あり。口緑部に窪みが

図版552 鉢 I類 a
～胴部 内面ー赤色 見られる。
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単位： cm 

出土地点

龍淵殿地区
撹乱后

表採

庭園北地区
撹乱屈

龍淵殿地区
撹乱暦

栢子窟地区
撹乱屑

龍淵殿地区石
積み確認トレ
ンチ第用

庫裡地区造
成層

龍淵殿地区
集石遣構埋
土屈

庫裡南地区
撹乱庖

龍淵殿地区
撹乱陪

龍淵殿地区
撹乱屑

鐘楼地区撹
乱層

井戸地区撹
乱陪

龍淵殿地区
撹乱円

龍淵殿地区
撹乱府

表採

鐘楼地区梃
乱暦
（撹乱K-24)

井戸 地区撹
乱府

表採

鐘楼地区撹
乱阿
(L-22) 

表採



第31表 沖縄産無釉陶磁器遺物観察一覧 (2) 単位： cm ( )復元値

挿図番号
器種 分類 部位 ロ径 器高 底径 器 色 観 察 事 項 出土地点図版番号

表面、内面ー赤褐色 ロ唇上面端に 1条の沈線あり。 龍淵殿地区
図版55 3 鉢 II類 a 口縁部 24.1 口縁部は逆「L」字理。 撹乱屈

表面一緑灰色と赤紫色の斑 口唇上面に 1条の沈線あり。 御照堂地区
図版55 6 鉢 II類 a 口縁部 内面一緑色と黒褐色の斑 口縁部は逆「L」字型。厚手。 撹乱阿

表面一濃い緑色 口唇部に謡目状の模様あり。 龍淵殿地区
図版557 鉢 II類 b 口縁部 48.2 内面ー赤色 口縁部が逆「L」字型。器表面に漆喰が付着。 撹乱暦

表面ー赤褐色 口唇部に 2条の沈線あり。 御照堂地区
図版55 5 鉢 II類 c 口縁部 11.3 内面一褐色（胴部） 口縁部は緩やかに外反。薄手。 撹乱暦

表面、内面一緑灰色
ロ縁部が丸みを帯びている． 龍淵殿石積

図版554 鉢 I類b 口縁部 13.6 胴部に 2条の沈線らしき窪みを確認。 み確認トレ
ンチ第 3層

表面ー赤緑色 底面に 2条の沈線あり。
図版558 鉢 底部 12.8 内面ー赤色 内面に漆喰が付芍。 輝子窟地区

第56図 6 表面、内面ーにぶい赤色 口縁部やや上向き。 三 門北地区

図版559 
揺鉢 口縁部 36.0 櫛目は10本で粗、口縁部に向かって左斜めに 基壇内撹乱

刻まれている。 層

第56図 7 表面、内面一緑色 ロ縁部に窪みあり。 三 門地区基

図版5510 
揺鉢 口縁部 器形は逆「ハ」の字型と推測される。 壇内悦乱眉

櫛目は 5本で粗。

第56図 10 表面、内面一薄緑色 ロ縁部の一部か。櫛目 4本を確認。 龍淵殿地区石

図版5512 
揺鉢 部位不明 積み確認トレ

ンチ第 2屈

第56図， 表面．内面一灰緑色 口縁部で逆「L」字型。 庫裡地区造

図版5511 
揺鉢 ロ縁部 口緑内部がカープを描いている。 成眉

櫛目は 7本以上．

第56図 8 表面ー赤褐色 櫛目は14本で粗。 三 門地区基

図版5513 
揺鉢 底部 13,0 内面ー赤色 器形は逆「ハ」の字型と推測される。 頃内撹乱層

表面ー赤緑色 口唇上面に 1条の沈線あり。 仏殿地区撹
図版5514 揺鉢 口縁部 14.6 内面ー赤褐色 櫛目は 6本で密。 乱階

器形は丸型と推測される。

表面、内面一緑色 高台を持つ。 御照堂地区
図版5515 揺鉢 底部 4.7 逆「ハ」の字型と推測される。 撹乱層

櫛目は 7本で密。

表面、内面一緑色 厨子甕の蓋と思われる。 表採
図版5516 蓋 ロ～頂部 緑褐色（装飾部分） 器表面に牡丹と蓮の陽刻あり。

第56図 11 口縁部
表面、内面一緑色 戦後、アンダーガーミー（油甕）を 龍淵殿地区

図版56 l 不明
～胴部

12.3 モデルにして作ったものと思われる。 掲乱阿
器表面にかご状の模様あり。

表面、内面一灰褐色 ロ縁部に 4条の線刻あり。 鐘楼地区撹
図版56 2 瓶 ロ縁部 乱展

表面一灰色 僅かに高台あり。 龍淵殿地区
図版563 瓶 底部 内面ー赤褐色 撹乱府

表面、内面ー黄緑色 小壷の口緑部と思われる。 龍淵殿地区
囮版564 小壷 口緑部か？ 4.0 撹乱阿

表面一緑色 肩に 8条、胴部上方に 1条の沈線あり。 表採

図版56 6 壷 完形 12.4 45.5 15.9 内面ー赤褐色 原に痕あり。
底部に漆喰が塗られている。
内面底部に瘤状の膨らみあり。

第56図 13 表面、内面ー赤色 口唇部が丸みを帯びている。 三 門地区基

固版56 5 甕 口縁部 18.5 口唇下部に沈線と思われる窪みあり。 壇内投乱層

表面一茶褐色 口唇上面、口唇部、胴部にそれぞれ縄目状の 龍淵殿地区
図版567 甕 口縁部 17.1 内面一緑色 模様あり。 視乱吊

第56図 14 表面ー赤色 D唇部下方に 1条の沈線あり。 三 門地区基

図版5610 甕 ロ縁部 内面ー赤色（口唇部） 口縁部が逆「L」字到。 壇内拉乱層
灰緑色（胴部）

第56図 12 表面一薄緑 甕か壷の胴部と思われる。 龍淵殿地区石

図版568 
不明 胴部 内面ー赤褐色 器表面に唐草模様が賜刻されている。 積み確認トレ

ンチ第3雇

表面一緑色 甕か壷の底部と思われる。 御照堂地区
図版56 9 不明 底部 10.0 内面ー赤色 内面ヘラ調整。 撹乱用

第56図 15 口～
表面、内面一緑褐色 口縁部が逆「L」字型。

三 門地区南
図版5611 甕

底部
82.8 (81.6) (32.4) 頚部に突帯を施し、 口唇部で突帯の間に円盤

側
を貼り付ける。口縁部に痕あり。
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第32表 沖縄産無釉陶器出土状況一覧

こ 御地照堂区 獅地子窟区 仏 殿 三門 鐘楼 龍淵殿
庫地 襄区 地井 戸区

庭園 左脇門
表採 合計地区 地区 地区 地区 地区 地区

口縁～底部 2 2 2 6 

口縁部 1 1 1 2 1 3 7 1 6 23 
碗

胴部 2 1 4 3 3 2 1 1 17 

底部 1 1 1 4 2 1 3 2 15 

大 口縁～底部 1 1 

口縁～底部 1 4 3 I 2 3 14 

皿 口縁部 2 1 I 3 7 1 3 10 28 
小

胴部 1 1 

底部 1 1 2 4 2 10 

口縁部 4 2 1 2 1 5 I 3 2 6 27 

鉢 胴部 2 3 I I 3 5 15 

底部 1 1 2 

ロ縁部 1 4 3 3 4 2 4 5 26 

揺鉢 胴部 6 5 4 3 3 4 3 3 10 41 

底部 3 I 4 2 1 11 

急須 口縁部 I 1 

口緑部 1 I 2 4 
香炉

胴部 1 1 

火炉 口縁部 1 1 1 2 1 6 

口縁部 2 1 3 

瓶 胴部 1 2 1 2 6 

底部 1 1 

口縁～底部 I 1 

ロ縁部 1 1 
大

胴部 1 27 28 

底部 1 1 

ロ縁部 2 I 4 7 

壷 中 胴部 1 2 2 ， 1 1 51 67 

底部 I I 

口縁部 1 2 2 5 

小 胴部 5 4 ， 
底部 1 1 

外 耳 1 2 3 

口縁部 1 3 1 1 6 
甕

胴部 52 1 1 2 56 

蓋 I 1 

口縁部 1 1 

袋物 胴部 4 I 1 4 2 1 4 5 8 30 

底部 I I 1 1 4 

器種 口縁部 1 I 1 1 I 1 5 11 

不明 胴部 1 1 2 

合 計 27 20 23 77 33 66 21 36 3 57 131 494 
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第56図 沖縄産無釉陶器 (2)
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第11節 陶質土器（第57図・図版57)

総数23点が出上し、器種は碗、皿、鉢、鍋、土瓶、火取、火炉、蓋類、形象物がある。器種別にみた器形は沖

縄産無釉陶器とほぼ同様であることから、焼の質で無釉陶器と区別した。 1~3に示すものは鉢類に属するもの

である。 1は口縁が逆L字状の鍔を持ち、胴部に暗花文を施す。獅子窟地区基坦石騰間第 2層出士。 2は胴部が

開きながら立ち上がり、口縁で肥厚しながら内彎し、口縁部に三条の波状文を廻らしている。獅子窟地区撹乱層

出士。 3は底面中央に1.8cmの孔を有し、植え木鉢の底部と思わる。 4~9に示すものは火炉である。庫裏地区

撹乱層出土。 4は筒型の火炉で口唇は方形、口縁内に三角状の突起を有する。口縁外面に縦の刻線を横位に廻ら

す。御照堂地区撹乱層出土。 5は胴部から筒状に伸び口縁がやや丸く肥厚する。口縁内に平面形が三角を成し、

断面形がカギ爪状の突起を有する。 左脇門地区撹乱層出土。 6はやや開きながら真直ぐ立ちあがり、口縁でくの

字に屈曲するものである。屈曲部の外面に二条の沈線を廻らしている。獅子窟地区撹乱層出土。 7は胴部からロ

縁にかけ内彎し全体的に丸みを帯びたボール状の器形を示すものである。口唇は舌状を呈する。口縁内に三角の

突起を有する。表採。 8は大きめの高台を持ち腰部から胴部にかけ丸く立ちあがる。外体面に化粧士による幅0.
4cmの横縞を充填している。他遺跡などでみる類例資料からおそらく 7と同様な口縁形態を持つものと思われる。

井戸地区撹乱層出上。 9は窓を有する筒形のもので、内面に断面が三角形状となる突帯を廻らす。井戸地区撹乱

層出土。 10は鍋とおもわれる口縁部資料で口縁が外側に逆くの字状に屈曲する。仏殿地区南側浮道内造成層出土。

11は士瓶の胴部が考えられるものであるが小破片のため詳細は不明、外面に「一良」の銘款がみられる。 左脇門

地区撹乱層出土。 12、13は蓋類である。 12は小型であることから土瓶、 13は壷、甕類の可能性が高い。 12・表採、

13・庫裏地区トイレ状遺構内出土。 14、15は形象物である。 15は頭を欠くことから詳細は不明であるが琉球舞踊

の「タンチャメー」などの庶民的な婦人の踊る像とおもわれる。龍淵殿地区撹乱層出土。 14は人形の足の部分と

思われるもので表面に彩色している。表採。

第33表 陶質土器出土状況一覧

品~種
三門地区 仏殿地区 龍淵殿地区 御照堂地区 籍子窟地区 鐘楼地区 庭園地区 庫裏地区 井戸地区 左脇門地区 地区不明 合 計

碗 無文 底部 ］ 1 

灯明皿 胴部 2 2 

口縁部 1 2 3 2 8 

鉢 胴部 2 I 2 2 3 ］ 1 12 

底部 3 I 3 7 

胴部 l 4 5 
植木鉢

底部 3 2 1 

口縁部 1 1 1 3 
壷 小堅

胴部 I I 

口縁部 I l 2 

胴部 6 4 4 1 1 3 19 
身

底部 3 I 1 1 

鍋 把手 I I 

縁部 1 2 1 1 2 1 8 

蓋 甲部 1 3 1 1 6 

甲頂部 2 l ］ 1 5 

火取 口緑部 1 1 

口縁部 2 1 2 1 1 2 9 

胴部 2 1 1 1 1 2 2 10 
火炉

底部 2 I 1 

把手 1 I 

土 蓋 嗜～甲部 1 I 

瓶 身 胴部 1 1 

形象物 破揖 1 1 2 

器種不明蓋 嗜～甲部 1 l 

口縁部 1 l 

器種不明 胴部 1 I 1 2 5 

底部 l 1 1 3 

合 計 13 17 17 11 12 l 6 11 8 8 19 123 
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第12節 瓦質土器（第58、59図・図版58)

総数36点が出土し、完品の出上はなく総べて破損品であった。器種別には鉢、壷、香炉、火炉、形象物、蔵骨

器がある。

鉢は 6点が出士した。 1は胴上部まで真っ直ぐ立ち上がり口縁で内彎、口唇を外に張り出すように肥厚させる。

胴上部から口縁にかけ波状の帯文を二条廻らし直下に回転型押し施文具による草花文を帯状に施す。龍淵殿地区

石積み 3埋土層。 2は1と同タイプの胴部資料である。獅子窟地区基壇・石謄間第 2層出土。 3は胴上部まで逆

八の字に開き口縁で一旦内側に窄んだ後口唇部は外に開く。龍淵殿地区撹乱層出土。 4は鉢の底部と思われる。

御照堂地区撹乱層出土。 5は胴部に透かし彫りを施こす破片である。全体を窺うには残存部分が少なく、細詳は

判然としないがおそらく香炉のようなものかと思われる。御照堂地区撹乱層出土。

6、 7、 8は火炉の可能性の高いものであるが類例資料に乏しく判然としない。 6は口縁部が受け口状を呈す

るもので、器表を丁寧に研磨し型押しの雷文を廻している。庫裏地区撹乱層出土。 7は胴部が南瓜刑の器形を成

し、器表に菊花状の型押し文を施された型作りと思われるものである。龍淵殿地区石積み埋土層出土。 8は肩の

張った短頚壷様の器形を成すものである。獅子窟地区撹乱層出土。 9、10、11は火炉で 6点が出土した。 9は胴

からやや八の字に窄まり口縁内を逆L字状に肥厚させる。獅子窟地区撹乱層出土。 10は丸みを帯びた肥厚口縁を

成し、器内部に爪状の突起を持つ。口縁下に孔が認められる。仏殿地区撹乱層出土。 11は残存する部分が少ない

ので詳細は不明であるが他の遺跡で出土している類例資料を参考に残存部分を見る限り縁部が断面逆L字状に外

に張り出す前円後方の火炉と思われる。御照堂地区撹乱層出土。第58図・図版58、12~14は家形蔵骨器の薔部分

である。蓋の形は切妻屋根を表現したと思われ、大棟、降棟、掛瓦、地部分に当たる部分が残っている。

く参考文献＞

沖縄県教育委員会「天界寺跡 (I)」『沖縄県立埋蔵文化財センタ ー調査報告書』第 2集 2001 

第34表 瓦質土器出土状況一覧

品---;--竺ぎ竺 仏殿地区 龍淵殿地区 御照堂地区 獅子窟地区 庭園地区 庫裏地区 地区不明 合 計

口縁部 I 2 3 
鉢 胴部 1 I 2 

底部 I 1 

壷 I中型
口縁部 l 1 
底部 I 1 

香炉 胴部 I 1 

火炉
口縁部 1 2 1 4 
胴部 2 2 

形象物
胴部 10 lO 
底部 l 1 

蔵骨器 蓋 I 1 
品種不明 胴部 ， ， 

合 計 2 13 6 3 2 1 ， 36 

0 10cm 

一
ヽ

ー

ヽ

2 

第58図 瓦質土器 (1) 家型蔵骨器

‘ ヽ
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第13節土器
土器は総数31点出土している。うち器形的特徴が窺える口縁部・頸部や底部資料を中心に図示した（第60図1

~ 7)。当該資料は概ね「グスク（系）土器」と呼称されるグループに含められるが、 今回確認された器種は鉢．

小型鉢である。以下、該資料について簡記する。なお、口径・底径・ 器高推算値や色調、胎土混和材、器面調整

などについての観察所見は表記してある。

1は、該資料中で唯一、沖縄新石器時代後期（弥生時代～平安時代初頭並行期）の土器の範疇に含め得る資料

で、胴部からほぼ直線的に開口する鉢形器種と類推される。口縁部がややいびつに膨らむが機能的・意識的な成

形かは判断し難い。同部位には指頭圧痕が顕著に認められる。御照堂地区撹乱層出土。

2以下は、グスク（系）土器の一般的範疇におさまるもので、概して焼成良好で堅緻な泥胎質に近い士器が多い。

2、3は、頸部以下が膨らみ最大径が胴に位筐する鉢形に近い器形と目される。該資料は口縁部形態から、屈曲

度合が明瞭な外反口縁部に頸部が締まり、胴最大径部までほぼ緩やかに移行する器形 2と、胴最大径から口唇部

まで緩やかに内傾する器形3の二者がある。 2は仏殿地区基壇裏込め石内、 3は鐘楼地区撹乱層出土。

4は明確な器種同定はできないが、鍋形か壺形と目される底部資料である。底面部は胴部器壁に比べ若干薄手

で、底面際から胴部ヘストレート気味に移行する器形である。龍淵殿地区撹乱層より出土。

5、6は推算口径・器高値からサイズ・法量が小さな鉢器種（小型鉢）である。 5は若干膨らむ胴部から口頸

部が微弱に開く器形と目される。御照堂地区撹乱層出土。 6は、胎土等の肉眼観察から今回報告のグスク（系）土

器と画する印象を受け、留意される。器壁厚手（底部付近で約13mm)で赤味を強く 帯びた褐色を呈し、石灰質粒

等を比較的よく涅入する。該期以降の宮古 ・八重山諸島でみられる土器（八重山外耳土器やパナリ焼き）に似通っ

た印象を感じるが、当該地域から搬入された上器とは一概に言えない。 6の類似例は過去にも阿波根古島遺

跡(111)及びi勇田古窯跡(112)で報告されているようである。龍淵殿地区撹乱層より出土。

7は小破片のため器種同定が困難な資料だが、意識的な穿孔が複数認められ、器内面（特に孔部周辺）には石

灰に似た付着物があることから甑底部の可能性も考えられる。器壁は比較的厚手である。龍淵殿地区撹乱層。な

お、隣接する首里城跡（奉神門跡）報告資料中にも底面部穿孔がみられる土器があるが、小破片で用途は不

明<113¥

＜註文献＞

（註 1)沖縄県教育委員会「阿波根古島遺跡一那覇・糸満線道路改良工事に伴う緊急発掘調査報告ー」『沖縄県文化財調査報告書』第96集 1990 

（註2)沖縄県教育委員会「湧田古窯跡(I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー」『沖縄県文化財調査報告書』第111集 1993 

（註3)沖縄県教育委員会「首里城跡一御庭跡・奉神門跡の遺構調査報告ー」 『沖縄県文化財調査報告書』第133集 1998 

第35表土器観察一覧 単位： cm 

挿図番番号
図版号

器種 残部 位存 口径 底径 器高 胎土・混和材 器而調整痕 焼成具合 ① の色り 器翠 外内 面面調 備 考 等

第60図
鉢形 口緑部 20.4 砂粒が泥少賓凪／混赤和色土粒・褐色土 ロ緑部付近に指頭圧痕が集 比較的良好 習（明赤褐色 粘土接合痕が認められる。

図版59l 中 明赤褐色
第60図 2 鉢形 口縁部 25.8 泥質／質赤細色粒士を粒混 ・褐色土粒． 器箆外削面り横と位ナテナデ、内面に横佐 良好で非常に I①伶鈍ほい色黄褐色 底面部付近で器厚約13mm.
図版59 石灰 入 堅緻

第図6版05図9 3 鉢形 口縁部 泥石灰質／質赤細色粒土を粒・石英細粒・ 器は横外位面ナにデは指頭痕集中、内面 良好で堅緻 I② ①鈍い赤褐色 器内面は多孔質。
混入 灰褐色

第60図
壷形か 底部 石泥質灰／質赤細色粒土を粒若干・石混英入細粒・ 器デ調外整面、に内横面位に箆削り痕とナ 良好で堅緻 I①②鈍橙色い黄橙色 粘士接合痕あり。

図版594 指頭痕

第図6版05図9 5 小型鉢 口縁部 11.8 泥質／赤細色粒士を粒・石英細粒． 器面内外とも横位ナデ 良好で堅緻 ①② 橙色
石灰質 混入 橙色

第60図 6 小型鉢 ～口底縁部部 l0.2 10.0 6.8 砂比泥較的質多／石く涅英入粒•石灰質粒を 器面内外とも横位ナデ 良好で堅緻 ①② 明赤褐色 一見、似宮。古諸島のパナリ焼
図版59 明赤褐色 に近

第図版605図9 7 
（ロ

底面？ 砂砂質を比or較砂的泥多質く／混石入英粒• 細 器外面の孔部周辺に指頭痕 比較的良好
①②鈍明赤い褐褐色色 甑の可能性 （付内沿面物・）孔部

か に石灰らしき

上記表中の色調については r標準土色帳』に甚づき観察を行った．

第14節土製品
管状土錘とみられる土製品 1点が出土している（第60図8)。全体にややいびつな形状で径約19n皿の孔を長軸

方向に貫通させる。長軸方向に明瞭な削り痕が残る。用途としては錘の蓋然性が高いが、両端部の孔部周辺に紐

擦れ痕は見られない。計測重量は120g。同様な製品は首里城跡の過去報告資料や湧田古窯跡(111)などでも検出

されている。井戸地区東側撹乱層出土。

＜註文献＞

（註 1)沖縄県教育委員会「i勇田古窯跡(IV)-県民広場地下駐車場建設に係る発掘調査ー」『沖縄県文化財調査報告書』第136集 1999 
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第15節瓦

瓦は高麗系瓦、大和系瓦、明朝系瓦が得られた。種類は丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、鬼瓦が確認されている。

1 . 高麗系瓦

表採左脇門地区、三門地区から小破片が各 1点出土している。何れも淡灰色で凸面に綾杉状の叩き目痕が、

第62図1、2は凹面には糸切り痕が見られる。

2. 大和系瓦

18世紀以降に搬入されたものが主体を占めるが、 16世紀以前のものも僅かに見られた。第62図4は軒丸瓦で

文様はやや頭部が尖る三ッ巴と珠文から構成される。文様形態から16世紀に比定できる (ttI)。瓦当裏面は横位

のナデが見られ、丸瓦部の凹面には横位線が凸面には縦位のナデ成形痕が見られる。瓦径は13.2cmで御照堂地

区撹乱。同図 5は役瓦で両面に白砂を散りばめた離れ砂と斜め方向の断弧線が見られる。縁は斜めに面取りが

成されている。表採。

3. 明朝系瓦

明朝系瓦は軒瓦と瓦があり、これらはそれぞれ丸瓦と平瓦に分けられる。調査区のほぽ全城から出土してお

り、特に建物があった地区から大量に出土している。軒瓦の丸• 平は意匠から細分が可能である。

A. 軒丸瓦

完形に近いものと意匠が珍しいものを主に図化した。分類に関しては上原静編年試案ぼ2)に準拠した。結

果、 16形式不明 8点を確認することができた。表36に示す。

B. 軒平瓦

完形に近いものと意匠が珍しいものを主に図化した。分類に関しては上原静編年試案に準拠した。結果、

16形式不明 8点を確認することができた。各資料の所見は表37に示す。

C. 平・丸瓦

完形に近い資料としては平瓦は 1点、丸瓦は 2点、そして製作痕が明瞭に残る資料として 3点、線刻、印

款が見られる資料として平瓦 4点、丸瓦3点、不明 1点を紹介する。

第63図25は龍淵殿地区方形石積み内から大量の炭と混ざって出土している。出土状況から1721年に焼失し

た大殿に葺かれていた瓦と見られる。全長25.6cm、広幅長22.5cm、狭幅長18.4cmで凹面は全面に布目と桶巻

きの際の接合痕並びに桶板留縄痕、桶板痕、割り痕が見られる。凸面はエ具による縦位の成形痕が見られる。

第63図14も龍淵殿地区方形石積み内から 大量の炭と混じって出士している。出土状況から1721年に焼失

した大殿に葺かれていた瓦と見られる。全長32.0cm、筒部長25.0cm、玉縁長7.0cmで凹面は全面に布目が見ら

れる。凸面はエ具による縦位の成形痕が、筒部端近くに段を有し、段より端は横位の成形痕が見られる。

D. 鬼瓦

鬼瓦片とされる資料が22点、確認された。うち仏殿地区撹乱層から出土した 3片を接合することができた

ため第61図1のように図化し、下顎から額までの左半分の顔面を確認することができる。表面は丁寧にナデ

成形されるが、裏面は不規則な箆削り成形が施され、全面に漆喰が付着する。他は額、鼻、牙、顎、 左 ・右

眉、右目、左・ 右頬の部分が確認されている。牙部分は鐘楼南溝内から出土しておりそれ以外は仏殿、龍淵

殿、庭園、井戸地区の撹乱層から出士している。 1とは若干、形状が異なる。かつて龍淵殿には10の鬼瓦が

棟先に配置されていた。それらの形状から図版 1(註3)の古写真に見える龍淵殿の棟に配されていた鬼瓦に比

定することができる。

E. 線刻• 印款・墨書きの見られる瓦、製作痕が見られる瓦

線刻が見られる瓦は25点見られた。うち、灰瓦11点、褐色瓦は 5点、赤瓦は15点となっている。全て撹乱

層からの出土である。

印款がなされるものは丸に「大」の字の 1点のみで三門地区撹乱層から出土 した赤瓦である。第63図26。

平瓦では凸面に楕円状の円内に文字か文様が見られる。

墨書きがなされるものは 1点で龍淵殿地区撹乱層から出土した赤瓦である。第63図27。平瓦で凸面に直線

状に 1条の墨書き線が見られる。
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製作痕が見られる瓦に関しては主に、割り痕や布目痕、吊り縄痕そして工具成形痕が見られるものは第63
図15~24、 28 に示した。

＜註文献＞

（註 1)市本芳三「瓦J『概説 中世の土器・陶磁器』真陽社 1995 

（註 2)上原裕「首里城跡西のアザナ地区出土の明朝系瓦とその推移」『南島考古』第14号 沖縄考古学会 1994 

（註 3)沖縄県教育委員会「旧円党寺美術工芸関係資料調査報告書」『沖縄県文化財調査報告聾』第140集 1999 

第36表軒丸瓦観察一覧

挿図番号
類 瓦径

文 様 製 作 痕 色調図版番号 (cm) 

第62図 7 I A05 14,7 珠文は密に配され、横の花弁が粗く、 瓦当裏面には指圧痕が見られる。 灰色
図版61 14.8 蔓が強調される。

第62図 8 I A07 花弁は凹線状となり、花弁の区別が 瓦当面と丸瓦部との角度は96゚ とな 灰色
図版61 つかないほど抽象化される。 り、接続部は段を有する．

第62図， 
I A13 花弁は凹線状となり、中間部に左右 瓦当裏面は凹凸が明瞭に見られる。 灰色

図版61 対称の蔓が見られる。

第62図 10 
IA11 花弁は凹線状となり、細い蔓が見られ 瓦当面と丸瓦部との接続部には段差 黒色

図版61 る。下部の葉文は簡略化されている。 が見られる。

第62図 11 I B03 14.2 花心と上方に延ぴる花弁が強調されている。摩 瓦当展面は中央部が弧を描くようにナデが施 浅黄色
図版61 14.1 耗しているため花心より下郡は不明瞭である。 され下部は粗いナデが不規則に施される。

第62図 12 IIIOl 花弁は凹線状、花心はジグザグ状の 瓦当裏面端部は斜めに面取りが成さ 灰褐色
図版61 彫りが見られる。具象的意匠． れている。

第62図 13 ill02 花心は無紋でその下側の花弁は簡略 瓦当裏面端部は斜めに面取りがなされ、 灰褐色
図版61 化される。 瓦当面と丸瓦部には横ナデ痕有り。

第62図 14 IIT03 花弁とおしべが見られる。 褐色
図版61

第62図 15 皿04 花弁は凹線状となり、全体にまわる 瓦当裏面は縦き位にナデ成形痕が明瞭に見 灰色
図版61 様に配置される。 ることがで る．端部は丸みを帯びる。

第62図 16 皿04 文洋舞分は摩耗しており、花心とお 瓦当裏面は縦位にナデ成形痕が明瞭 灰褐色
図版61 しべの形態は不鮮明である。 に見ることができる。

第62図 17
皿07 花弁は簡略化され、全体にまわる様 瓦当面と丸瓦部との角度は約100゚ と 褐色

図版6118 に配置される。花弁は凹線状となる。 なる。接続部には横ナデ痕有り。

第62図 18
III07 14 0 同図16と同範 瓦当頴面は不規則なナデ痕が見られ 浅黄橙

図版6119 る。端部は丸みを帯びる。

第62囮 19 III08 15.0 格子文の入った花心が見られ、茎、葉文は 瓦当裏面の端部は縁に沿ってナデ成形痕が 灰褐色
図版6120 15,0 はっきりと描かれていない。赤花様となる。 見られ、中央近くは横位のナデが見られる。

第62図 20
皿08 同図17と同範 瓦当裏面の端部は緑に沿ってナデ成形痕が 灰褐色

図版6121 見られ、中央近くは横位のナデが見られる。

第62図 21 A02 15.2 牡丹状で文様は凸線で描かれる。珠文の 瓦当褻面は中央部が弧を描くようにナデが施 暗橙色
図版6122 15.3 間隔は広く、横位の筋が6条見られる。 され、下部は粗いナデが不規則に施される。

第62図 22
BOl 15.0 牡丹状で花弁は凹線状で描かれる。 完形品，瓦当裏面は同岡10と同様で丸瓦部 橙色

図版6123 15.2 珠文の間隔は広い。 凹面に布目痕が全体的に見ることができる。

第62図 23
B02 16.0 牡丹状で花心には 4本の陰刻線が見 瓦当裏面はナデ成形され、凹凸は見 橙色

図版6124 14.8 られる。下部の葉文は簡略化される。 られない。

第62図 24
COl L5.0 牡丹状で花心は曲がり、左右の花弁 完形品。瓦当面と丸瓦蔀との角度は約15゚と 橙色

図版6125 15.3 は崩れ、左右対称を成さない。 なる瓦当裏面は指圧痕が明瞭に見られる。

第62図 25
CO2 14.5 牡丹状で花心は曲がり、左右の花弁は崩れ、 瓦当裏面は丁寧なナデが見られる。 橙色

図版6126 14.8 左右対称を成さない。花弁内の脈も簡略化。 丸瓦部凹面には横位の溝が見られる。

第62図 26 無文、上部に縁に沿って陰圏線が見 瓦当裏面は丁寧にナデ消しが行われてい 橙色
図版6127 14.0 られる。 る。下部は縁に沿って陰圏線が見られる。

第62図 27 13.5 花弁、花心はかなり簡略化され、珠文の間 瓦当裏面はT寧にナデ消しが行われている。 橙色
図版6129 14.1 隔もまちまちで粗雑な模様となっている。 端部は稜を有し、端正なつくりとなっている。

第62図 28 上面から見た花文が中央に施される。花弁 瓦当裏面はやや凹凸が見られる。端 橙色
図版6130 は8枚で花心は格子文。珠文の間隔は広い。 部は丸みを帯びる。

第62図 29 同図 4と同範 瓦当裏面はやや凹凸が見られる。端部は丸 橙色
図版6131 みを帯びる。中央近くに漆喰が付培する。

第62図 30 簡略化された花弁が施される。珠文 瓦当褻面の端部は縁に沿 ってナデ成 橙色
図版6132 の間隔は広い。 形痕が見られる。

第62図 31 略三角形状の簡略化された花弁が施 瓦当裏面に不規則なナデ成形痕が見 橙色
図版6133 される。珠文の間隔は広い。 られる。

第62図 32 花弁は簡略化されているものの、花 瓦当裏面に不規則なナデ成形痕が見 橙色
図版6128 弁の枚数は多い、珠文の間隔は広い。 られる。

第62図 33 花心は隋円形を呈し、格子文で周囲 瓦当裏面に不規則なナデ成形痕が見 橙色
図版6134 に花弁が取り付く。 られる。
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第37表軒平瓦観察一覧 単位： cm 

挿図番号 弧幅

図版番号 類 弧高 文 様 製 作 痕 色調 出土地点
垂れ長

第63図 l 花心と上部に広がる幅広の花弁が見られ 丁寧なナデが施されている。 浅黄色 左脇門地区撹乱層IIA03 る。彫りは浅い。図版62

第63図 中央花心が丸く、花弁が上、中、下に広 全体的に不規則なナデが、縁は丁寧なナ 灰色 表採
図版622 II AOl がる。それぞれ花弁の先端りがは深3つに分け デが施されている。

られている。全体的に彫 い。

第63図 21.6 花心を中心に花弁を 5枚配し、茎とそれ 瓦当裏面はナデ成形されている。横位と 浅黄色 庫裏地区撹乱阿
図版623 llIOl 13.9 に伴う葉も描かれる具象的な文様。両側 縁に沿ったナデが主体である。

10.9 に広がる葉はささくれだった様に描く．

第63図 4 中央上部に格子文を刻む花心と両側に広 全体的に不規則なナデが施されている。 浅黄色 仏殿地区撹乱暦ill04 がる葉はささくれ状に描かれている。葉図版62
脈も見られることから具象的である．

第63図 5 22.5 5枚の花弁と上下に花心が見られる。両 瓦当裏面は僅かに凹凸が見られるが、 T 橙色 仏殿地区撹乱府mo1 13.4 側の葉は輪郭が不鮮明となり、葉脈が強 寧にナデ成形が施されている。図版62
10.8 調して描かれている。

第63図 6 23.2 4枚の葉弁と上下に花心が見られる。両 瓦当襄面は横位のナデが施されている手 橙色 龍淵殿地区撹乱層III08 側の葉は輪郭が不鮮明となり、葉脈が強 いる。縁部分は縁に沿ってナデが施され図版62
調して描かれている。 ている。

第63図 7 中央1::部に格子文を刻む楕円形の花心とその下 比較的薄手で、小振りなっくり。瓦当裏 明赤褐色 龍淵殿地区撹乱恩Vll02-2 
部には放射線三角状形に状広のが!る房状の文frを様1が見える。 面は横位のナデが施されている。縁部分図版62

10.3 両側の葉は 輪郭に葉脈描いている。 は縁に沿ってナデが施されている。

第63図 8 楕円形の花心が中央に配され、 9枚の花 全体的に不規則なナデが施されている。 明赤褐色 龍淵殿地区撹乱層
弁が描かれる。両側の葉はささくれ状と 平瓦部の凹面は丁寧なナデが施されてい図版62

11.6 なっているが葉脈は見られない。 る。

第63図 ， mo1に類似するが両側に広がる葉の輪郭 中央部が顕著に厚みを増す。瓦当裏面は 浅黄色 庫疑地区撹乱屈
が明確であることと葉脈の形状が異なる。 凹凸が見られる。混入物に貝が見られる。図版62

11.2 

第63屈 10 中央上部に格子文を刻む楕円形の花心とその下 比較的薄手で、小振りなっくり。下部の 明赤褐色 庫裏地区撹乱阿VIIOJ 部には縦位の楕円形でニンニクのような房が描 輪郭に沿ってナデ痕が明瞭に見られる。図版62
10.4 かれている。さらに下部には蔓が見られる。

第63図 11 VHOlに類似するが、下部の花心の形状が 比較的薄手で、瓦当裏面は横位のナデが 明赤褐色 表採
やや異なる。 施されている。縁部分は緑に沿ってナデ図版62

が施されている。

第63図 12 花心と房、花弁が見られる。各々のパー 不規則なナデが見られる。 灰色 ニ門地区撹乱層
ツが丸みを帯びている。図版62

第63図 13 真円に近い花心を中央に配し、下方の花 不規則なナデが見られる。 灰褐色 井戸地区撹乱暦
弁は先端が3つに分けられている。図版62
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第16節填
墳は、破片資料も含めて54点得られており、その形態等から幾つかのタイプに分類できる。分類の基準は『首

里城跡歓会門・久慶門内側地域の復元整備事業にかかる遺構確認調査』の分類に準じ、当該分類にない資料に

ついては新たに基準を設け分類を行った。形態的には、 B・C・Eの3種類と新たに追加した J・K・Lの3種

類の計 6種類が出土している。

分類基準を提示し資料を報告する。

Aタイプ 溝の蓋となる製品で、平面形が長方形、表裏面に挟りがつくられ使用の際噛合う。

Bタイプ Aタイプと組合せて使用されたもので、形態は長方形を呈し表面は平面となるが表面の短軸の両側

面と裏面の長軸の両側面に挟りが造られる。裏面の挟りは、使用の際噛合うよう、互い違いに造ら

れる。（第64図2)

Cタイプ 平面は長方形を呈し、裏面に脚が付けられ断面形態は下駄状を呈し、脚の短軸の表面・ 両側面には

互い違いで挟りが造られる。 Cタイプは脚端部の形状から a・bに細分できる。 しかし、殆どが破

片資料であり、脚部及び脚端部が破損している資料は全て aタイプとして扱った。

a 断面形態が下駄状を呈するもの。（第64図3~ 4) 
b 脚端部が三角状を呈するもの。第64図5は脚端部に断面三角形状の粘土を貼付け、外面が鋭

角となる脚端部を形成している。短軸の立ち上がりは斜めに整形されている。

この様な脚端部の差異が単に安定性を重視したものか、用途によるものか詳細は不明ある。

Dタイプ 平面形が長方形で長軸のみに挟りを造るものと両軸に扶りを造るものに細分できる。

Eタイプ平面形が正方形を呈するもの。（第64図7)

Fタイプ 平面形が三角形を呈するもので、 Eタイプと平面形態以外の諸特徴が一致する。（第64図8)
Hタイプ平面形が長方形で袂りが見られないもの。

Iタイプ 形状を伺える資料が出上していないが、首里城北殿跡の調査において 1点のみ出土している。

Jタイプ溝の底になる製品で、平面形態は長方形、断面形態がL字状を呈し、使用の際、袂りの部分が噛合

うよう、短軸の両側には互い違いで挟りが造られている。第64図6は長さ23.8cm・ 高さ8.6cm・ 厚

さ3.4cmを測り灰色を呈する。 Bタイプとセットで使用されていた可能性を有する。首里城跡管理

用道路地区において類似する資料が出土しているが平面形態等が異なるため本報告では新タイプと

して扱った。

kタイプ 第64図9は上記何れのタイプにも属さないもので、長軸には挟りが造られ、短軸の側面は斜めに整

形されている。破片資料のためその形状は不明である。

Lタイプ 有文及び印文が施された資料で、上記何れかのタイプに属すると考えられるが、破片資料のため本

報告では新タイプとして扱った。平面に沈線が施された資料が3点（第64図10、13、14)表面及び

側面に円形・八角形状のスタンプ文が列状に施されている資料が 1点（第64図11) の計 4点、平面

に「大」の印文と側面に沈線が施された資料（第64図12)が 1点の計 5点出上している。有文及び

印文の構成等は不明である。

＜註文献＞

沖縄県教育委員会「首里城跡 歓会門・久慶門内側地域復元整備事業にかかる遺構確認調査」『沖縄県文化財調査報告書』第88集 1988 

沖縄県教育委員会「首里城跡 南殿・北殿遺構確認調査」『沖縄県文化財調査報告書』第120集 1995 

沖縄県立埋蔵文化財センタ ー 「首里城跡 管理用道路地区発掘調査報告苦」『沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告害』第 1集 2001 
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第17節円盤状製品
本製品は日常生活において使用したものを、円形に打割調整した二次利用品である。

円覚寺跡からは23点が出土し、うち遺構に伴って検出されたものは 7点である。検出地点は左脇門地区撹乱層
から 4点、井戸地区撹乱層から 2点、庭園地区撹乱層から 1点である。そのほかの製品は琉球大学グラウンド建
設に伴う地点からの出士である。

打割調整の方法は、出土した製品の半分が表面からの打割のみであり、その他の製品も表面からの打割回数が
裏面の打割回数 (2~4回）に比べ圧倒的に多い。

1 cm単位での大きさ別の状況は、第40表に示すとおり、 4cm以下の個体が総数全体の70%を占める。

図版64-2、 4、 9、10は接地面に磨耗が観察された製品である。

ここでは、遺構より検出した製品や代表的な製品を提示し、個々の特徴については第39表に観察一覧としてあ
つかった。

く参考文献＞

上原 静「県内出土の円盤状製品について」『読谷歴史民俗博物館紀要』第10号 1986 

沖縄県教育委員会「湧田古窯跡 (II)」『沖縄県文化財調査報告書』第121集 1995 

第39表 円盤状製品観察一覧 単位： mm,g 

図版番号 長径 厚さ 重量 素 材 出土地点 備 考

図版64 1 16 3 14.0 染付 井戸地区攪乱層 表面の一部が摩耗。表面から13回、裏面から 4回の打割調整。
図版642 17 4 1.7 染付 龍淵殿地区攪乱唇 表面の接地面が摩耗。表面から13回の打割調整。
図版643 22 5 5.3 沖縄産施釉陶器 表採 灰釉碗。表面から21回、裏面から 3回の打割調整。
図版644 36 10 18.4 沖縄産無釉陶器 左脇門地区攪乱阿 円周の 1/5が欠損。裏面の接地面がわずかに摩耗。
図版64 5 41 ， 20.8 沖縄産無釉陶器 左脇門地区攪乱庖 円周の 1/3が欠損。
図版646 41 ， 19.0 タイ産褐釉陶器 庭園地区攪乱層 表面から 9回、裏面から 3回の打割調整。
図版647 48 12 40.0 灰色瓦 表採 表面から 9回、裏面から 2回の打割調整。
図版648 56 13 40.9 赤色瓦 左脇門地区攪乱陪 円周の 1/5が欠損。裏面全体が摩耗。
図版64 9 74 10 87.8 沖縄産無釉陶器 御照堂地区攪乱暦 マンガン釉、表面から29回の打割調整。表面の接地面が摩耗、若干

のこう打痕。

図版6410 78 13 94.5 灰色瓦 左脇門地区攪乱屈 表面の接地面が若干摩耗。表面から 9回、裏面から 3回の打割調整。
図版6411 81 11 82.2 赤色瓦 左脇門地区攪乱唇 円周の 2/7が欠損。全体が著しく摩耗。
図版6412 101 12 182.9 沖縄産無釉 龍淵殿地区攪乱屈 表面から20回、裏面から 3回の打割調整。

第40表 円盤状製品大きさ別出土状況
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第18節 石器・石製品（第65図・図版65・66)

本遺跡出土の石器・石製品は石球、磨石、砥石、硯、箱状製品、板状製品、位牌、碁石、勾欄石柱、礎石がある。
石球は総数131点、その多くが龍淵殿地区・庭園地区からの出土であった。サンゴ製が僅かに出土したほかは

ほとんどが細粒砂岩製であり、形状は限りなく真球に近いものから歪な球状までみられる。サイズは大きいもの
で7~8cm台から小さいもので 3cm前後がある。第65図 1、2は直径が3cm前後と比較的小型で形状はやや真球
に近い、いずれも器面全体に敲打調整し所々に研磨を施す。 1はサンゴ製、 2は細粒砂岩製。 3~5は1、 2と
はやや様相が異なり、形態は球状を意識するものと思われるが、かなり作りが雑である。更に当該タイプが同石
質の自然礫と供に龍淵殿地区において基壇造成土内から多量に出土した背景を鑑みるに従来考えられている石球、
石弾とは一線を画ものかと思われる。図版19-4参照

硯は 4点得られ、 完品はなく破損品のみの出土である。 6は海部側の隅を残す資料であり、方形の硯であった
と推察される。

7は端部の平面形態が屋根状をなし断面形は長方形を示す。端部平面中央に長方形の腑穴、上側面には円形の
謄穴を穿孔している。身は扁平な方形をなすものである。表面は被熱のため詳細は不明。図版 2と同様な位牌の
上下端のいずれかの部分かと思われるは）。

8、 9は勾欄の柱及勾欄の一部と考えられる。 8は二面が正方形で、四面が長方形、二つの側面が正方形の六
面体である。長方形の一面を挟む両側の角を彫刻するが断面形態は花びら状になる。また一つの側面はボール状
にくり抜きノミ痕を多く残すことから他の部材と咬み合わせるものと思われる。 9は四角柱の側面に突帯と蓮弁
の浮き彫りを施す。柱上部の獅子像と基下部は欠落しているが、放生橋の勾欄の親柱とほぽ同一なものであるほ）。
現在残される放生橋、勾欄の親柱には彫刻の作りなどに明らかな違いが見られるものが幾つか認められる。これ
を製作の違いと考えるか、過去において補修が行われた可能性を考えるか判断の分かれるところと思われるが、
今回出土した親柱は放生橋勾欄の親柱と殆ど同じ作りであることをふまえると補修時の廃棄遺物である可能性は
高まると考えられる。

礎石は 3点出土し総て遺構の元位置から動いているものであった。第65図10及び図版66、 1~3に示すものは
いずれの形態も上面観が真円形で縁部に丸状の扶りを廻らし、断面形は半円形状をなすものである。上面に円形
の腑穴が認められる。

＜註文献＞

（註）沖縄県教育委員会「旧円党寺美術工芸関係資料調査報告書」『沖縄県文化財調査報告書』第140集 1999 

第41表石器・石製品観察一覧 叫If.:cm.g ( )は残存長

挿図番号 器 種 石 質
長 さ

厚 幅 孔径 重 さ 出土地点直径
第65図 1 
図版65 石 球 サ ン ゴ 3 2.9 3.1 18 表採

第65図 2 石 球 細粒砂岩 3.5 (1.6) 3.5 (24) 龍淵殿地区
図版65 撹乱唇
第65図 3 石 球 細粒砂岩 4.7 4.1 5.4 130 

獅子窟地区
図版65 撹乱層
第65図 4 石 球 細粒砂岩 6.2 5.3 6.8 280 

庭園地区
図版65 撹乱層
第65図 5 石 球 細粒砂岩 8.7 7.0 8.5 650 

庭園地区
図版65 撹乱層
第65図 6 硯 (3.1) 1.4 (4.4) (34) 仏殿地区
図版65 撹乱居
第65図 7 位 牌 (5.1) 1.5 5.1 0.6 (36) 龍淵殿地区
図版65 撹乱層
第65図 8 石造製品 輝緑岩 (14.5) 11.4 (11. 2) (1750) 井戸地区
圏版65 撹乱層
第65図 ， 石造製品 輝緑岩 (15.1) 18.7 (9000) 庫暴地区
図版66 撹乱屈
第65図 10

礎 石 輝緑岩 38.3 16.2 6.55 39000 
獅子窟地区

図版66 1 撹乱層

図版662 礎 石 輝緑岩 40 20.7 6.2 56000 
仏殿地区
撹乱層

図版663 礎 石 輝緑岩 37.3 15.9 6.1 37500 
庭園地区
撹乱層
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第42表石器・石製品出土一覧

三臨種

御照堂 獅子窟 仏殿 三 門 龍淵殿
地 区 地 区 地区 地区 地 区

石 球 4 12 1 63 

磨 石 1 

砥 石

硯 3 1 

箱状製品 1 

板状製品

碁 石 1 1 1 

位 牌 2 

欄 干 5 

礎 石 1 1 

石製品不明 1 

合 計 7 14 5 6 67 

図版 2 円覚寺 開山芥隠和尚大禅師位牌
沖縄県教育委員会「旧円覚寺美術工芸関係資料

調査報告書」1999

庫 裏 井 戸 庭園 左脇門
表採

出土地
合 計地 区 地 区 地 区 地区 不明

1 43 5 2 131 

1 

1 1 

4 

1 

1 1 

1 1 5 

1 3 

1 1 1 8 

1 3 

1 2 

3 2 44 2 8 2 160 

函、 ‘ - ~:d枷~.. 疇
“、一

・゚'0， 
遭 弘ど唆ふ,.

,. 
-JIJ 

··• 

図版 3 円覚寺放生池石橋柱頭
沖縄県教育委員会「旧円覚寺美術工芸関係資

料調査報告書」1999
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第19節 玉（第66図 1~5・図版67-1 ~ 9) 

総数57点のガラス製玉類が出上した。遺構に伴うものは一点も含まれていない。

一般的に寺院において玉類は仏像な どの荘厳具や地鎮などの用具 として使用 されること が多いようである。 本

遣跡で出土した玉は外径 5mm弱~2mm代の丸玉が殆どであり、コイル状にな った管玉様も一点得られた。

第66図 1~4に示したものはいずれも丸下に属する玉類であ る。

これ らの形状は、球状ものから三角錐状に変形したものまでさ まざまであり、 どれも紐状のガラ スが重なるよ

うに巻かれていることから、一旦、細い紐状に伸ばしたガラ スを心棒となるも のに巻ぎ付け製作したも のと考え

られる。 後は一様に表面に磨きをかけて仕上げている。

孔は殆どが玉の中心に穿たれているが中心より外れるものも幾つかあった。

孔径は外径 と必ずしも比例しない様である。

5に示すものはコイル状（管玉）の玉である。これも丸玉同様、紐状に伸ばしたガラ スを心棒とな るものに螺

旋状に巻き 付け製作したと思われる。

出土した、玉類のガラ スの色は赤、 青、黄、緑、紫、白、 黒が基本で濃淡のバリエーシ ョンが加わる。また透

明であ るものと不透明な物があ った。

く参考文献＞

潮見浩『技術の考古学』有斐閣 1988 

第43表玉出土法量一覧

種類 形 色 透明度 塁
法 量

外径 内径 高さ
I 丸玉 丸 が色 迫明 完 4.27 2.15 2.9-1 
2 九至 丸 駄色 透1111 ＇ ヮ 4.83 1.26 3.96 
3 丸玉 螺旋状 トルコ青色 不透田 完 3.93 1.7 3.09 
I 丸予 丸 泊糾色 不透明 完 5.45 0.91 1.92 
5 丸玉 丸 a色 透り1 完 3.96 1.41 2.87 
6 丸玉 丸 緑色 送叫 完 3.8 I.IS 3.07 
7 管玉？ 螺旋状 水色 透明 吝 6.44 2.-15 -1.83 
8 丸玉 丸 焦色 不透明 完 4.88 1.8 4.09 

゜
丸玉 変形 赤色 透明 完 5.2 1.33 4.34 

10 丸 11 丸 白色 不透明 完 3.81 1.29 3.23 
11 A直 丸 U色 透明 完 4.74 l.69 3.29 
12 丸玉 やや変形 鉗色 不沿り1 完 4.26 1.43 3.34 
13 丸1i 丸 紺 透明 完 、,.as 0.9~ 3,39 
14 丸玉 丸 緑色 透明 完 4.38 1.27 3.08 
l5 丸玉 変形 湊緑色 不返叫 完 4.31 L2! 3.57 
16 丸玉 やや変形 橙色 透明 完 4.il 1.81 3.77 
17 )LT< 丸 水色 透明 完 4. 泌 1.64 3.61 
18 丸玉 丸 白色 不透明 完 4.79 1.51 3.86 
19 丸玉 やや変形 黒色 不透1リ！ 完 l.59 1.07 3.65 
幻 ）し・i; 丸 緑色 透明 ..... 元 4.22 1.31 2 78 
21 丸玉 丸 釈色 透明 完 H3 1.45 3.25 
22 丸玉 丸 赤色 透明 完 3.22 l.03 2.11 
公｝ 丸頂 丸 緑色 透明 ．>C ．々 3.92 1.18 3.28 
2,1 )L玉 )L (儡半） 水色 迅明 絞 1.89 
25 丸玉 丸 水色 透明 完 4.37 1.45 3.22 
26 丸王 丸 濃紺色 沿IJI 完 4.5 1.34 2.94 
27 丸玉 丸 水色 透明 完 4.35 1.3] 3.88 
28 丸玉 丸 故色 不透明 完 4.18 1.3.'i 2.82 
29 丸玉 緑色 透!Yl 般＇
30 丸K 丸 黄色 不透明 破 ,1.21 3.22 
31 丸玉 丸 黄色 不透明 完 3.82 l.18 2.9 
32 丸玉 丸 紫色 透引 完 3.49 l.14 2.49 
33 丸玉 丸 水色 不迭明 完 3.7 1.08 3.2 
34 丸玉 丸 紫色 透明 完 4,26 1.72 3.U 
35 丸玉 丸 紫色 透明 ・'< 'L 3.62 l.56 1.92 
36 丸玉 丸 白色 透明 、,．~ 4.25 l.i3 2.48 
37 丸玉 丸 白色 透叫 完 4.18 1.75 2.63 
38 丸玉 丸 白色 送情II 完 4 1.23 3.13 
39 丸王 九 緑色 近叫 光 H l.6 3.2 
40 丸I 丸 白色 透明 ．元．． 3.96 2.12 2.63 
41 丸玉 JL 水色 透明 完 2.01 1.51 2.03 
42 丸玉 丸 白色 透明 完 1.93 
43 丸玉 丸 水色 透明 .:n. ,, 3.59 1.07 2.25 
44 丸玉 丸 水色 不透りJ 完 381 1.3 3.'I 
45 丸玉 丸 緑色 透り1 完 4.06 1.26 3.5 
,15 丸玉 丸 水色 不辺19! 完 4.05 1.0-l 3 
H JLJi JL 水色 不透lJJ 完 3.'19 1.01. 3.02 
48 丸玉 丸 水色 透明 完 4.18 1.27 3.52 
49 丸玉 丸 緑色 透明 完 4.05 I 75 2 24 
和 丸 11 丸 水色

響
.元.. 4.12 J.17 3 

51 ）直 丸 ri色 完 3.99 J.67 2.87 
52 丸玉 丸 緑色 完 :J,:J5 1.59 2.56 
認 よビE 丸 水色 透明 完 3.68 I. 公 3.3 
54 丸玉 丸 水色 不透明 光 u 1.3 』1.22
55 丸玉 丸 水色 透明 ,... フ 3.58 0.99 3.33 
胡 JL玉 h U色 透IJJ 完 3.91 1.12 2. 郎
57 丸至 丸 緑色 透明 完 2.16 
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単位 ：nrn,g 

重鼠
挿図番号 図版番号 出 ± 地 点

0.2 表採

0.2 龍淵殿地区撹乱層
0.1 井戸地区撹乱

0.3 第66図 l 図版671 ?l 挽
0.1 庫裏地区撹乱府
0.1 獅子窟地区撹乱暦
0.3 第66図2 図版672 仏殿地区規乱屈
o.a 仏殿地区 II?乱恩
0.2 第66図3 謳 673 仏殿地区撹乱屑
0.1 仏仏殿地区撹乱屈
0.1 図版676 殿地 区撹品屈
0.1 図版61i 仏殿地区撹乱悩
0.1 仏殿地区撹乱沿
0,1 仏殿地区撹乱柑

0.1 仏殿地区ぽ乱屈
0.1 仏殿地区撹乱府
0.1 仏殿地区撹乱M
0.1 図版678 仏殿地区撹乱附
0.1 第66図4 図版67,1 仏殿地区撹乱層
0.1 仏殿地区撹乱屈
0.1 図版679 仏殿J也区IQ乱 M

仏殿地区撹乱崩
0.1 仏殿地区撹乱府

仏殿地区位乱附
0.1 第6面,<15 図版675 仏殷地区撹乱陪
0.1 仏殿地区撹乱府

0.1 仏殿地区撹乱屈

0.1 U殷地f-f.投乱脳
仏殿地区撹乱崩

仏殿地区旧乱屈

0.1 仏殿地区撹乱崩

仏殿地区撹乱眉
0.1 仏殿地区旧乱庖
0.1 仏殿地区撹乱紺

仏殿地区撹 /lk4 
0.1 仏殿地区旧乱府
0.1 仏殿地区撹乱附

0.1 仏殿地区撹．，1l閑

0.1 表採

0.1 仏殿地区撹乱附

仏殿地区撹乱崩
仏熙地区泣乱層

0.1 庫襄地区図乱M
0.) 公採

0.1 煎籾殿 •Iりし敦 U 和セ跡沼掃
0.1 肥淵殿北側 l.庇園北側城壁

0.1 表ぼ

0.1 龍菰殿地区撹乱層
0.1 牒濫殿地区撹乱屈

0.1 llilil:I 殿地区氾 ~A"f
0.1 井戸地区撹"'1M

井戸地区撹乱府
0.1 表採

0.2 Jill駁地 1KI覧乱陥
庫裏地区撹乱屈

0.1 表採

0.1 表採



第20節 骨製品（第66図6~10・図版67-10~14) 

6、 7は先端に向けて漸次細くなる四角柱状の製品である。器面は入念な研磨により自然面の痕跡を殆ど留め
ず側面は平坦に面取りしている。いずれも欠損品であるが形態はほぼ箸の様な製品と思われる。 6は柄部分のみ
残す資料で先端部は欠損している。全面に研磨が行き届き断面形は柄端部で長方形、先端に行くにしたがい略正
方形になる。 7は箸先部分と思われる破損品である。断面形は柄に近い部分が四角く、箸先に向かい丸くなる。
8 ~10に示すハブラシ様製品が 3点出土した。いずれも柄部のみ残す破損資料である。 8、 9は頚部から柄尻に
かけてやや開きながら緩やかな直線状を示し、柄尻は舌状を呈する。柄部上面は中央で膨らみを持たせ、裏面は
平坦に仕上げる。断面形はカマボコ状を成し、柄尻の中央に直径 2mmの小孔が穿たれている。 10は頚部から柄尻
にかけて一旦開き直線状を成しながら柄尻に至る。柄部上面は中央で膨らみを持たせ、裏面は平坦に仕上げる。
断面形は楕円形状を呈する。柄尻先端は破損のため不明。

第44表骨製品法量一覧 単位： cm,g ( )は残存長

挿図番号 図版番号 器 種 完／破 長 さ 最大幅 最大厚 重さ 孔径 出土地点
第66図 6 図版6710 箸様製品 破 (10.8) 0.7 0.5 (5.4) 井戸地区撹乱屑
第66図 7 図版6711 箸様製品 破 (7.0) 0.6 0.4 (1.9) 井戸地区撹乱居
第66図 8 図版6712 歯プラシ様製品 破 (8.5) 1.1 0.7 (8.3) 0.28 表採
第66図 9 図版6713 歯プラシ様製品 破 (8.1) 1.1 0.7 (6.4) 0.97 井戸地区撹乱陪
第66図 10 図版6714 歯ブラシ様製品 破 (6.9) 11 0.6 (5.2) 井戸地区撹乱唇

第21節 貝製品（第66図11・図版67-15~17) 

貝製品は総数 3点出土し内 2点は未製品の可能性が大きい。

第66図11図版67-15に示すものはホラガイの殻頂部を打割穿孔し、殻表及び水管溝の縁部を僅かに研磨、殻頂
部分に金属製の吹き口を取り付け成形するものである。吹き口部分の金具は一旦板状にのばした金属先端を紙嵯
り様に尖らせ殻頂部を取り除いた部分に、捻じ込み更に螺頭部を筒状に巻き装着したと思われる。吹き口縁部は
僅かに膨らみ、水平を成す。密教宗教などに使用される法螺と思われる。長さ21.6cm、幅9.1cm、重さ 195.0g、
出土地；表採。

図版67-16、17は夜光貝製品の破片もしくは漆製品で使用される螺釧の素材と思われる。 16は側面に擦り切様
の加工が認められる。長さ2.3cm、幅1.5cm、重さ 1.2g、出士地：三門地区基壇内撹乱層、 17は側面を敲打により
成形している。長さ 3cm、幅2.5cm、重さ6.9g出土地：御照堂地区撹乱

第22節 煙管（第66図12~17・図版67-18~23) 

陶製の雁首 1点に銅製の雁首 1点、真鍮製の雁首 2点吸い口 2点の計 6点が出土した。遺構からの出土は無く
総て撹乱層よりの出土であった。 12は沖縄産施釉陶器製の雁首で、火皿と小口の一部を欠いている。胴表面は八
面体に面取りをし内孔は円筒状になる。 13は銅製の雁首である。火皿の一部が破損し胴部も変形している。火皿
下に補強体の突起を廻らし、胴部側面に接合面が直線状に認められるが、 14、15は真鍮製の雁首である。 15は火
皿下に補強体の環状の突起を持ち火皿の孔が比較的小さい、筒部上面に草花と思われる刻文が見られる。 16、17
は真鍮製の吸い口である。 17は胴部が六面体に面取りされ口付側は徐々に細くなる円筒状を成す。

第45表煙管法量一覧 単位： C.111, g 

挿図番号 法 且
図版番号

部位 完／破 材質 火皿・吸 火皿・吸
小口外径 小口内径 長 さ 高さ 重さ

出土地点
口外径 口内径

第66図 12
雁首 破 陶質 7.3 御照堂地

図版6718 区撹乱層
第66図 13

雁首 破 銅製 8.35 7.26 59.60 6.82 7.8 龍淵殿地
図版6719 区撹乱居
第66図 14

雁首 完 真鍮 16.74 14.48 10.73 8.97 48.51 11.14 7.9 ニ門地区
図版6720 撹乱暦
第66図 15

雁首 完 真鍮 13.19 10.35 7.74 6.39 47.30 7.68 5.4 表 採図版6721 
第66図 16

吸口 '=" 真鍮 6.71 3.37 9.39 8.14 43.76 4.7 御照堂地
図版6722 元

区撹乱層
第66図 17

吸口 完 真鍮 5.10 2.97 8.24 6.74 69.78 8.2 仏殿地区
図版6723 撹乱居
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第23節金属製品
1 飾り金具

飾り金具類は総数 8点出土した。これらの出土資料は厨子や櫃などの調度品の飾り金具である。線彫りで唐草

や牡丹、菊花が描かれ、背景には魚々子を配する。これらは文様の全体構成と魚々子の打ち方によって 3種類に

大別できる。

I 類：魚々子がまばらに打たれる。そのため僅かな空白部が見られる。

II 類：魚々子が列を成して整然と打たれる。空白部は全く見られない。この種類には魚々子を打ってから線

彫りを施すものと線彫りを先に施してから、それにあわせて魚々子を打つものが見られる。

皿 類：魚々子が見られない

I 類

第67図 1雲形に象った飾り金具。左右の長さは1.7cm、上下は19cm、厚さは0.2mm、残存量12.1g。銅板に金

メッキがなされ、その大きさから厨子若しくは建物高欄の飾り金具と考えられる。文様は輪郭に沿った線彫り

の枠内に唐草のみが配される。唐草を描く線彫りは輪郭が太く、内部の葉脈と思われる線は細いといった手法

が見られる。魚々子はやや密に打たれるが、規則的ではなく、魚々子同士が切り合う部分も見られる。また、

唐草の線彫りによって魚々子が切られる部分も見られる。金具を留めるための鋲の孔が3個所見られ、うち一

方の端部に鋲が打たれた状態で残る。庭園地区攪乱層。

第67図2銅板製の飾り金具。左右の長さは13.6cm、上下は15.9cm、厚さは0.4mm、残存量79.6gで大きさから

厨子の飾り金具と考えられる。牡丹の草花を線彫りで描いており、それに対応するように魚々子が打たれてい

る。金具を留めるための鋲の孔が12個所見られる。龍淵殿地区攪乱層。

第26図 3銅板製の飾り金具。左側の縦は7.9cm、横は15.7cm、厚さは0.4mm、残存量69.7gで上部が折れ曲が

り欠損する。牡丹の草花を線彫りで描いており、それに対応するように大きめの魚々子が打たれている。それ

らは比較的密に打たれており、一部分において切り合っている魚々子も見られる。側面は部材の角を覆うよう

に折れており、列点唐草文が施される。正面に 3個所、側面に 3個所、金具を留めるための鋲の孔が見られる。

龍淵殿地区攪乱層。

II 類

第26図4雲文を象った飾り金具。左右の長さは13.2cm、J::下は33.2cm、厚さは 1mm、残存量165.1g。銅板に

金メッキがなされ、形状は中国で見られる如意頭形とは異とする独特の如意頭が中央下部に象られる。文様は

輪郭に沿った線彫りの枠内に唐草のみが配され、魚々子に関しては唐草によって切られる部分が各所に見られ

る。金具を留めるための鋲の孔が6個所見られる。また、上部中央やや右よりに大型の鋲が打たれている。こ

の鋲は芯の一部にも鍍金されていることから、完全に金具表面に打たれるのではなく約 1cmほど突出していた

と考えられる。このことから後部に残る漆塗りの木材に留めるための鋲ではなく、別の金具を引っかけるため

の突起であったと考えることができる。また、鋲を打ってある位置から、製品若しくは建物部材の上下に取り

付く金具ではなく、左右に取り付くものであるとも推測できる。仮にその用途で使用されていたのであれば調

度品の飾り金具以外にその大きさから厨子を飾る正面扉の飾り金具であった可能性を指摘できる。金具を留め

てある木材もあわせて残存している。両面に漆が塗られており、背面には金箔が残る。金箔が施されている範

囲から草花の蒔絵が施されていたと考えられる。木材の縁は残っていないため、本来の形状は不明である。厚

さは12mm。大型の鋲は木材を固定するように先端部は曲げられている。因みに製の幅、強度は京都で作られる

金工品に類似する。庭園地区攪乱層。

第26図5両端に如意頭文を象った飾り金具。左右の長さは18.6cm、上下は12.6cm、厚さは0.4mm、銅板に金メッ

キがなされる。厨子の飾り金具か。文様は線彫りの唐草が配され、魚々子は線彫りによって切られる。金具を

留めるための鋲の孔が3個所、見られる。龍淵殿地区攪乱層。

第26図 6蝶番。上下の最大長は8.5cm、左右の最大長は7.1cm、厚さは芯の部分で4.8cmそれ以外は0.4mm、残存

量は37.4g。銅板に金メッキがなされ、文様は輪郭に沿った線彫りの枠内に唐草のみが配され、魚々子に関し

ては唐草によって切られる部分が各所に見られる。金具を留めるための鋲の孔が 6個所が配置される。形状は

木瓜状に近い形と言える。残存量37.6g庭園地区東西トレンチ第 1層。

図版68-5片端に如意頭文を象った飾り金具。銅製で如意頭を象った部分にのみ文様が施されており、下部

には文様は全く見られない。線彫りの唐草が配され、魚々子は線彫りによって切られる。片側は破損している
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がその形状から左右対称の金具であったと思われる。推測左右金具を留める

ための鋲の孔が2個所見ることができる。厚さ0.7mm、残存量7.5g表採資料。

m 類

第67図 7半裁された菊花が交互に線刻された飾り金具。縦は1.1cm、厚さ

は0.6mm、残存量3.8g。御照堂地区攪乱層。

2 替

舒は総数 8点出上した。その内、残存状況が良好な資料を以下に記す。

第26図8花、首、ムデイ、竿のからなる。首は 6面、竿は 4面取りされ、ム

ディは螺旋状の陽刻線が見られる。長さ9.9cm、重緻17.8g、花弁の最大長2.3
cm、最小長1.5cm。龍淵殿地区噂敷き溝内。

第26図 9花、首、ムデイ、竿のからなる。首の断面形は不明、ムディはやや

袂りが見られ、竿は 4面取りされる。長さ9.4cm、残存母17.7g、花弁の最大衣

2.5cm、最小長1.4cm。龍淵殿地区噂敷き溝内。 図蔽4円覚寺鉤灯籠沖縄県教育委員会
- 「旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書」 1999第26図10カブ、首、竿からなる。カプは耳掻き状となり、首の断面は円形に

なる。 竿の断面は長方形となり、同様の断面を呈する長方形で銅製の板が鋲留めされて取り付く。残存量3.4g 
鐘楼地区攪乱層。

第26図11カブ、首のみ残存。カブは耳掻き状となるが先端部は破損しているためその全形は伺えない。

首の稜は見られず、断面は正円形に近い形となる。残存長5.8cm、残存量40g。南側門廊基壇造成層。

3 釘

釘は全て鉄製で総数129点出土した。完形品が少なく錆が全体を覆っているため、全形を伺える資料は僅かで

あった。形態は長いもので25cm以上、短いもので4.8cmと幅が見られた。また頭頂部においては第26図12、13に
見られるような平行に成形するもの、同図14、15の斜めに成形するもの、同図16、17のL字状に曲げるもの、同

図18のような特殊なものに分類できる。又、先端部が楔状ものと四角錐状のものが見られた。

遺構に伴うものは龍淵殿地区博敷き溝内、三門地区基壇造成土内から各 2点、庭園南北トレンチ第 1層、同西

側石騰トレンチ第 1層、鐘楼地区南側溝内、仏殿地区南側浮道内造成層、龍淵殿地区石積み裏込め石内 3、獅子

窟地区基壇・石脇間トレンチ第 3層から各 1点出土している。何れも小破片であったため図化は行わなかった。

4 その他の金属製品

第68図19銅製の伏鉦。鉦鼓の下縁に三脚を付け、その上面を撞木で叩いて鳴らす仏具。表面は 2本の陽刻の圏

線があり、中央部は凸状にやや盛り上がりが見られる。上面観は直径9.9cmの正円形となり、胴部両側には厚さ

2 mmの魚型の耳が取り付き、下面に径 9mmの三足が溶接されている。類例資料としては首里城跡北殿において出

土している。残存量は320g。龍淵殿地区塘敷き溝内。

第68図20環状、真円形の青銅製品。松・竹・梅が陽刻で表裏面に施されている。接合痕と思われる切れ目が一

条、見られる。類例資料が首里城跡廣福門で出土している。残存量13.8g庫裏地区攪乱層。

第68図21環状の青銅製品。半分が欠損しているが推定直径約4.6cmと考えられ、第68図20とほぽ同じ大きさで

ある。表裏面に陽刻で文様が施されている。残存量は3.lg。鐘楼地区攪乱層。

第68図22環状の青銅製品。断面は直径2.4mmの正円形で全形は3.2cmの正円形を呈する。直径 5mmで環を留める

金具が付属する。付属する金具は銅製の板を環状にしたものである。残存量は5.5g。鐘楼地区溝 l埋土層。

第68図・図版70-5環状の青銅製品。断面は正円形に近く、全形は楕円形を呈する。厚さは3.7mm、端部は0.6
mm、残存量は6.4g。庫裏地区攪乱層。

第68図23銅製の釣灯籟の一部。遺品が沖縄県立博物館に所蔵されている（図版 4)。亀甲状の透かし彫りをモ

チーフにした窓飾りの一部であり、象られた亀甲の上下は12.6cm、左右は9.4cm、残存量は0.7g。表採資料。

第68図24扁額を固定した金具（参考資料、図版 5)、 残存長は15.4cm、幅4.0cm、厚さ1.7mm、残存量は112.6g。

蓮葉を象った部分と柄とに分かれ、その接続部は「く」の字状に折れる。柄には孔が一つ穿たれる。柄の先端部

は欠損する。崇元寺で同様の資料が確認されている。仏殿一鐘楼浮道遺構埋土。
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第68図25蛇行状の鉄製短剣。先端部は欠損するがほぼ完形に近い。身は無文であるが、関から身にかけて両面
に稜が見られる。残存長28.7cm、幅は6.5nl1Il、残存量は112.6gで、身は25.7cm、茎は 3cmほどで細い。関近くの
棟に孔が穿たれている。インドネシアで祭祀の際に使用される「クリス」と呼ばれる短剣に類似する。龍淵殿地
区博敷き溝内。

第68図26引手。上下7.5cm、左右2.3cm、残存量3.8g。表面は燻べ仕上げが成されていると考えられる。龍淵殿
地区博敷き溝内。

第68図27引手。留金部には漆が付着した木片が残っている。留金を隠すための金具は菊葉と菊花があしらわれ
ている。キャビネット状の製品に付属する引手か。残存量は41.9g。井戸地区攪乱層。

第68図28錫製の小杯か。口縁部は外反し、胴下部に突起が見られる。突起は約 1cmほどで左右に付属している。
錫板を環状にしたものを本体に溶接して高台としている。残存量59.1g龍淵殿地区博敷き溝内。

図版70-8用途不明の銅製板。端部が欠損してその全形を伺うことはできないが、 もう 一方の端部は魚尾状と
なっている。その大きさと形状から扉等に付属する入八双金具か。残存量は41.9g。仏殿地区攪乱層。（参考資
料、図版 6)

図版70-9青銅製板状製品の小片。長方形状の板状製品と思われるが欠損しているためその全形を伺うことは
できない。取り付けるための孔が4つ穿たれている。残存量は11.6g。仏殿地区攪乱層。

図版70-1座金具。厚みはl.lmn1、直径は2.5cmで中央には一辺 5mmの孔が見られ、片面のみ縁には刻みが見ら
れる。残存量は3.4g。井戸地区攪乱層。

図版70-7鍋や薬缶の釣部か。全体的に大きな弧を描き、両端部分はU字状に湾曲している。残存量は62.1g。
庭園地区攪乱層。

図版70-6青銅製の把手。断面形が方形の青銅製の棒を雲文状に象っている。両端には留め釘が付属している。
調度品の把手か。残存量は8.5g。表採資料。

第68図29把手の付く円形青銅製板。頂径5.0cm、厚さ0.4mmの銅板に円弧状の把手が付く。蓋か。残存量は8.5g。
石積み 3埋土層。

第68図30鉄製の鋸。断面形は方形で全形はコの字を呈する。残存端部から約3.5cmの所に厚さ 2mmの板状鉄製
品が付属する。残存量は3.8g。井戸地区攪乱層。

第68図31鉄製の鎚。断面形は長方形状で端部から3.6cmの所を90゚ に屈曲させる。仏殿地区攪乱層。
第68図32青銅製の鎚。木材に留めるためか端部に 3回の折り返しが見られる。両端部は緩やかに幅が狭まり尖

る。断面形は長方形状となる。残存量は3.0g。獅子窟地区撹乱層。

図版70-4青銅製板状製品。両端部は丸みを帯び、小釘が打たれている。幅 1mm裏面が縁に沿って陰刻線が走
る以外には文様は見られない。残存量は、 27.5g。庫裏地区攪乱層。

第68図33青銅製板状製品の小片。口唇部が面取りされた縁が見られるが小片のため、全形を伺うことはできな
い。最大厚 6mn1で、文様等は見られない。井戸地区攪乱。

図版70-2切子頭。青銅製で青錆に覆われるが、金箔が頭部分に僅かに残る。全長2.9cm。井戸地区攪乱層。
第68図34軍配の青銅製装飾品。縁起物とされる、宝尽くしを構成する装飾品の一部と考えられる。裏側は空洞

となる。残存量は6.5g。鐘楼地区攪乱層。

図版70-3青銅製の鋲。全長約2.4cmで断面形は方形を呈する。頭部分には、金箔が残る。御照堂地区攪乱層。
第68図35木片に青銅製の鋲が2つ取り付く。頭は円形で丸みを帯びながら大きく盛り上がる。残存量は7.7g。

龍淵殿地区方形石積み内出土。

第68図36青銅製の繋子。口径31.1cm、高さ22cm、ベタ底で口縁部は直口する。全体に青錆が覆い、底部が一部
欠損するが、ほぽ完形である。内面に一辺約 2~3cm画で「天界寺」と陽刻される以外は文様は見られない。残
存量は約740g。表採資料。

第68図37青銅製の鋲の頭部分。 一部欠損しているものの、上面観は直径 1cm正円形に近く、金箔が頭部分に僅
かに残る。芯の部分が一部残存する。残存量は1.lg。鐘楼南側溝内。

第68図38青銅製の座と思われるが、詳細は不明。上面観は直径1.8cmの正円形に近く、中央に直径 4mmの円形
の孔が見られる。残存量は0.9g。鐘楼南側溝内。

第68図39鉄製の鎚。残存長23.1cmで、断面形は長方形状で端部から約 7cmの所を約70゚ に屈曲させる。残存量
は2.9g。鐘楼南側溝内。
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第68図40青銅製の針状製品。残存長は4.4cmで、 一方の端部は尖り 、もう一方の端部は厚さ0.9mmの板状となる。

残存量は0.7g。東西 トレンチ第 1層。

第46表釘出土状況一覧

種類 断面形ご御照堂 獅子窟 仏殿 三門 鐘楼 龍淵殿 庫裏 井戸 庭園 左脇門
表採

地区
合計

地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 地区 不明

長方形 鉄 7 7 18 1 7 4 3 47 

角釘 長方形 銅 2 2 

正方形 鉄 3 1 2 1 1 2 10 

丸釘 丸形 鉄 1 2 3 （近代）

笠釘 正方形 銅 I 1 

合 計 8 10 19 
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第24節銭貨

銭貨は総計104点が出土 している。 内訳は近世以前の有文銭が28点、無文銭が21点、近・現代銭が33点、不明
が22点であった。 最 も古いものは開元通賓 （初鋳960年）で新しい ものでは近現代銭が確認された。 全体の約 8
割は攪乱層並びに表採資料である。遣構に伴うも のでは龍淵殿西側基壇裏込め内から は開元通賓、洪武通賓各 1
枚、 寛永通賓 (I期寛永銭） 2枚、無文銭 4枚、判読不明2枚と特に多く出土している。

第47表銭貨法量一覧 (1) (mm, g) 

番挿 号図 闘 貨幣名 時代 初鋳年 書体
法塁

外径内径厚さ重さ
背文 残（存％率） 出 土 地

‘占‘‘‘ 備 考

第69図 1 
図版71 l 開元通賓 五代 960 真苔 23.9 6.6 1.5 3.6 90 龍淵殿地区東側基壇造成土内

第69図 2 
図版71 90 嘉裕通賓 北宋 1056 濠書 24.6 7.1 1.0 2.7 100 庭園東西トレンチ第 1層

第69図 3 
図版71 2 煕寧元賓 北宋 1068 真舌 23.8 6.5 1.2 2.9 100 表採

第6971図 4 
図版 3 煕寧元賓 北宋 1068 濠濤 23.6 6.4 l.3 3.5 100 獅子窟地区基壇石賭問第3層

第69図 5 
図版71 4 紹聖通資 北宋 1094 行溢 24.3 6.2 1.1 2.7 100 表採

第69図 6 
図版71 5 紹定通賓 南宋 1228 真書 23.5 6.6 1.4 2.9 100 鐘楼地区溝 1埋土層

第69固 7 
図版71 6 洪武通賓 明 1368 真害 23.5 5.7 1.6 3.2 六 100 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内

第69図 8 
図版71 7 永楽通費 明 1408 真書 26.4 5.9 1.6 4.4 治？ 100 鐘楼地区撹乱屈 加治木銭か

第69図 ， 
図版71 89 乾隆通賓 消 1736 楷書 18.5 5.3 0.7 0.9 95 三門地区撹乱屈

第69図 10 
図版71 8 道光通密 清 1821 真害 21.8 6.3 1.9 3.1 満文有り 90 龍淵殿地区塘敷溝内 工部鋳

第6971図 12 
図版

， 寛永通安 江戸 1636~59 楷苔 24.2 24.0 5.5 3.6 100 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内 I期寛永銭

第69図 12 
図版71 10 寛永通賓 江戸 1636~59 楷苔 24.1 5.4 1.5 2.6 100 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内 1期寛永銭

第69図 13 
図版71 11 寛永通密 江戸 1636~59 楷書 24.6 5.5 1.1 2.9 90 表採 I期寛永銭

第69図 14 
図版71 12 寛永通賓 江戸 l636~59 楷書 24.5 6.1 1.3 3.5 100 三門地区基壇造成層 1期寛永銭

第69図 15 
図版71 13 寛永通賓 江戸 1668~83 楷告 25.3 5.6 1.2 3.5 文 100 表採 II期党永銭

第69図 16 
図版71 14 寛永通賓 江戸 1697~1781 楷書 23.3 6.2 1.4 2.3 100 三門地区基壇造成層 m期寛永銭

第6971図 17 
図版 15 究永通賓 江戸 1697~1781 楷苔 23.7 6.2 1.1 1.9 100 龍淵殿地区トイレ状遺構内埋土層 m期寛永銭

第69図
図版7118 16 寛永通密 江戸 1697~1781 楷掛 1.3 1.8 100 三門地区基壇造成層 旧期党永銭

第69図 19 
図版71 21 無文銭 21.0 8.4 1.4 1.8 100 龍淵殿地区噂敷構内

第69図 20 
固版71 54 無文銭 19.9 8.5 0.7 1.2 LOO 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内

第69図 21 
図版71 17 無文銭 21.3 7.6 0.7 1.0 100 龍淵殿地区西側墓壇裏込め石内

第69図 22 
図版71 52 無文銭 15.9 7.1 0.8 〇.6 100 表採

第69図
図版7123 97 輪 銭 10.3 6.6 0.4 0.1 100 龍淵殿地区石積み 4確認トレンチ第7層

第69図 24 
図版71 98 輪 銭 7.5 5.3 0.4 0.1 100 龍淵殿地区撹乱層

第69図 25 
偲版71 99 輪 銭 10.0 6.9 0.6 0.1 100 龍淵殿地区撹乱暦

第69図 26 
図版71 100 輪 銭 11.1 5.2 0.7 0.4 100 鐘楼地区撹乱層

図版7127 23 五 銭 明治21 20.5 1.9 4.3 100 御照堂地区撹乱阿 銅貨
図版7128 24 十 銭 明治28 18.2 1.2 2.5 100 御照堂地区撹乱層 銅貨
図版7129 25 十 銭 大正 22.1 4.4 1.5 3.5 100 鐘楼地区撹乱屈 ニッ ケル貨
図版7130 26 銭 大正13 23.0 1.3 3.6 100 御照堂地区撹乱暦 銅貨
図版7131 27 十 銭 昭和15 21.9 1.8 1.6 100 仏殿地区撹乱層 アルミ貨、熱で変形
図版7132 28 銭 昭和16 16.0 1.5 0.7 100 表採 アルミ貨

75 洪武通賓 明 楷書 2.0 50 鐘楼地区撹乱屈
42 笈永通賓 1697-1781 0.9 0.9 70 表採 m期寛永銭
-13 寛永通賓 1697~1781 楷書 24.3 63 1.3 3.3 100 井戸地区撹乱屈 皿期究永銭
44 寛永通賽 1697~1781 楷書 1.3 1.5 50 龍淵殿地区撹乱暦 田期寛永銭
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第48表銭貨法量一覧 (2) (cm, g) 

番挿 号図 闘 貨幣名 時代 初鋳年 蓄体
法 量

外径内径厚さ 菫さ
背文 残（存％）率 出 土 地 点 備 考

45 寛永通賓 1636~59 楷書 25.3 5.8 1.0 2.8 100 仏殿地区撹乱層 I期寛永銭

46 寛永通賓 1636~59 楷書 24.4 5ふ 1.3 3.5 100 井戸地区撹乱層 I期寛永銭

47 寛永通賓 1697~ 1781 楷書 23.4 6.3 1.0 2.0 100 龍淵殿地区撹乱層 II1期寛永銭

48 寛永通賓 1697~1781 楷書 24.4 6.1 I.I 2 9 100 龍淵殿地区石列 4埋土層 m期寛永銭

49 寛永通賓 1636-59 楷書 24.6 5.7 1.3 2.7 100 御照堂地区撹乱層 1期寛永銭

50 寛永通賓 1636~59 楷書 24.0 5 7 1.2 3.3 100 仏殿地区撹乱層 1期寛永銭

65 寛永通賓 明治18 22.2 1.3 3.3 100 龍淵殿地区西側基壇裏込め石埋土層 銅貨

66 半 銭昭和16 16.0 1.6 0.7 100 御照堂地区撹乱層 アルミ貨

36 銭 大正 5 23.1 l.2 3.6 100 表採 銅貨

32 銭 大正 7 23.0 L.2 3,5 100 麻子窟地区撹乱層 銅貨

30 銭 大正 8 23.2 1.3 3.7 100 表採 アルミ貨、熱で変形

76 銭 大正 9 23.2 L.2 3.4 100 御照銅地区撹乱層 銅貨

61 銭 大正11 23.2 1.3 3.5 100 龍淵殿地区撹乱層 銅貨

64 銭 大正11 23.0 1.3 3.7 100 龍淵殿地区撹乱層 銅貨

72 銭 大正11 23.3 l.5 3.7 lOO 偽子窟地区撹乱層 銅貨

62 銭 大正12 23.1 L.4 3.7 100 獅子窟地区石列 5埋士層 銅貨

63 銭 大正12 23.4 L.7 3.8 100 掬子窟地区石列 5埋土層 銅貨

35 銭 大正12 22.9 1.3 3.5 100 表採 銅貨

33 銭 昭和 7 23.l 1.4 3.6 100 庫襲厠内埋土 銅貨

29 銭 昭和 9 23.l 1.4 3.6 JOO 獅子窟地区撹乱層 銅貨

58 銭 昭和10 23.1 1.4 3.6 100 御照堂地区撹乱層 銅貨

70 銭 昭和11 22.9 1.3 3.6 JOO 輝子窟地区撹乱層 銅貨

37 銭 昭和13 23.0 1.3 3.6 100 摘子窟地区撹乱層 銅貨

34 五 銭 昭和14 19.0 3.8 1.4 2.7 100 表採 黄銅貨

31 十 銭 昭和15 21.9 1.8 1.5 100 鐘楼地区溝 1埋士層 アルミ貨

68 銭 昭和 16.0 1.5 〇.6 100 輝子窟地区撹乱層 アルミ貨

38 十 円 昭和48 23.5 1.5 4.4 100 ＝門地区撹乱層 銅貨

39 十 円 昭和60 23.5 1.5 4.4 100 ニ門地区撹乱層 銅貨

40 銭 23.3 1.3 3.7 100 庫裏トイレ状遺構内埋土 銅貨

41 銭 23.2 1.5 3.7 100 庫裏トイレ状遺構内埋土 銅貨

69 判読不明 17.5 J.5 0.8 100 獅子窟地区撹乱層 アルミ貨、近代銭

22 無文銭 18.0 8.6 0.5 0.6 100 龍淵殿地区撹乱層

18 無文銭 21.6 8.0 1.2 2.3 100 撹乱層

19 無文銭 20.0 7.2 .7 〇.9 100 撹乱層

20 無文銭 20.1 7.2 0.6 1.1 100 撹乱層

51 無文銭 20.7 7.5 0.7 LO 100 表採

53 無文銭 17.3 7.9 0.7 0.9 100 仏殿地区撹乱層

55 無文銭 18 9 7.3 0.6 1.0 100 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内

56 無文銭 20.1 8.7 1.1 1.3 100 井戸地区撹乱層

57 無文銭 0.3 0.3 70 龍淵殿地区西側基墳巣込め石内

88 無文銭 0.9 0.7 70 表採

101 輪 銭 11.6 6.4 0.4 0.1 表採

86 輪 銭 LO 0.5 50 御照堂地区撹乱層

59 判読不明 22.3 1.0 3.0 LOO 表採 判読不明、銅貨

60 判読不明 21.8 1.1 3.1 100 鐘楼地区溝 1埋士層 解読不明、銅貨

67 判読不明 22.0 1.1 3.1 100 御照堂地区撹乱層 判読不明

71 判読不明 23.5 1.8 3.8 100 獅子窟地区撹乱層

73 判読不明 27.7 1.4 6.1 100 顧子窟地区撹乱層 判読不明

74 判読不明 ...:. 19.1 1.5 3.0 100 表採 セント貨か

77 判読不明 18.9 1.0 1.8 100 御照堂地区撹乱層

78 判読不明 1.6 1.3 50 仏殿地区撹乱層

79 判読不明 0.9 1.1 50 表採

80 判読不明 0.9 l.6 90 獅子窟地区基壇・石騰間第 2層

81 判読不明 l.4 0.8 25 龍淵殿地区西側基壇製込め石内

82 判読不明 0.8 0.5 50 表採

83 判読不明 1.1 0.4 100 獅子窟地区撹乱層

84 判読不明 0.6 0.2 20 龍淵殿地区西側基壇裏込め石内

85 判読不明 J.O 1.1 1.8 70 表採

87 判読不明 1.0 1.7 80 龍淵殿南側基壇埋土

91 判読不明 7.3 1.0 1.3 95 龍淵殿地区撹乱層

92 判読不明 21.4 7.1 L.0 1.7 100 井戸地区撹乱層

93 判読不明 21.8 l.O 1.5 90 御照堂地区撹乱層

94 判読不明 20.2 6、7 0,8 1.3 100 御照堂地区撹乱層

95 判読不明 21.0 0.9 1.6 10 表採

96 判読不明 0.9 1.6 100 獅子窟撹乱層

102 無文銭 21.0 7.0 0.5 2.1 100 井戸地区撹乱層

103 十 円 23.5 l.5 4.4 100 井戸地区撹乱層

104 Jセント 19.0 l.5 3.1 100 井戸地区撹乱層
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第25節 木製品・ 漆製品（第70図・図版72)

木彫製品、建築装飾部材片、建材片、漆製品が48点出土している。第70図6は蓮のつぽみを彫刻した常花であ
る。金色に彩色されている。 1~3、 5に示したものは透かしの木彫片であるが戦前の古写真資料から龍淵殿扉
透彫の一部と思われる。 1、 2は唐草、 3は牡丹の花びらの一部と思われる。 5は花文が彫刻され表面に彩色し
ている。裏面が剥離するなど残存状態が悪いことからどのような性質の製品であたかは不明。 4はくり貫きで作

られた、小型な箱型状の製品である。材質が炭化している上ひびなどで器表面状態が悪く、本来なんらかの塗り
がされていたものか、不明である。

巻首図版 6-6~ 8に示した漆製品は素地である木製部分を殆ど残さず、漆部分のみが剥落し残ったものであ
る。製品の形態など詳細は不明。 7は黒漆で盆及び櫃などの内面に施されていたものと考えられ、円形の底面か
ら筒状に立ち上がっている。 8は黒漆に金箔を施し、 6は赤茶の漆に金箔を施している。いずれも残存状態が悪

く文様など詳細は不明である。また 6は器の頸部様の立ち上がりが認められる。図版72-9は朱漆に七宝繋の沈
金を施こすものである。同図版10は黒漆に草文の箔絵を施したものと考えられる。

く参考文献＞

沖縄県教育委員会 H日円覚寺美術工芸関係資料調査報告」『沖縄県文化財調査報告書』第140集 1999 

第49表木製品・漆製品観察一覧

挿図番号
器種 備 考 出士地点図版番号

挿図
器種 備 考 出 土 地点番号

第70図 1 木彫 透彫 表採
図版72 板片

被熱 井戸地区撹乱層

第70図 2 木彫 透彫
図版72

井戸地区撹乱層
木片 炭化 表採

第図版707図2 3 木彫 透彫 表採
木片 炭化 井戸地区撹乱層

第70図 5 木彫 色彩 井戸地区撹乱層
図版72 板片 調度品 龍淵殿地区撹乱

層
第70図 6 木彫 常花 表採
図版72 木片

笠鋲 2有り 龍淵殿地区撹乱
層

第70図 4 闘 炭化 左脇門地区撹乱
図版72 恩 篠製品 両面漆 龍淵殿地区撹乱

屈

木片 塁侶 御照堂地区撹乱
屈 探製品 片面漆 龍淵殿地区撹乱

脳

木片 炭自然化物か加工品か不明
龍淵殿地区撹乱
層 木片

笠鋲 2有り 龍淵殿地区撹乱
屈

木片 御照堂地区撹乱
暦 襟製品

笠鋲 2有り 龍淵殿地区撹乱
屈

木片 被熱 獅子窟地区撹乱
層 楼製品

角有り、金箔有 龍淵殿地区撹乱
層

木片 炭化 庫裏地区撹乱層
楼製品

ゆるやかに曲がる 龍淵殿地区撹乱
層

木片 炭化 龍淵殿地区撹乱
層 楼製品 片面漆 龍淵殿地区撹乱

脳

木片 炭化 龍淵殿地区撹乱
暦 木片 庫裏地区撹乱層

木片 炭化 龍淵殿地区撹乱
摺 木片

鋲足 2本有り 庫裏地区撹乱層

木片 被熱 龍淵殿地区撹乱
溜 膝製品 両面漆 庫裏地区撹乱層

木片 （建材？）表面炭化 御照堂地区撹乱
層 襟製品

4面に漆 庫裏地区撹乱層

木片 炭化 庫裏地区撹乱層
膝製品

4面に漆 庫裏地区撹乱層

木片 建材？角あり 御照堂地区撹乱
層 木片 鋲足 2本有り 庫製地区撹乱層

木片 炭化、 井戸地区撹乱層
漆製品

片面漆 庫暴地区撹乱層

木片
炭化 左脇門地区撹乱

層 膝製品
片面漆 庫異地区撹乱層

木片 炭化 御照堂地区撹乱
層 漆製品 両面漆 庫裏地区撹乱層

木片 建材？ 仏殿地区撹乱層
木片

笠鋲 5、柄穴 2 庫裏地区撹乱層

木片 龍淵殿地区撹乱
唇

図版728 木片 笠鋲 3有り 井戸地区撹乱層

図版727 木片 飾りた金痕具跡がを取残りこ付すけ 龍北側庭園撹乱
られ 屑 図版729 楼製品

両面漆 龍淵殿地区方形
石積み埋土屑
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図版 7 上：龍淵殿扉透彫『琉球遺宝史』成章館 1972 

下：左・ 牡丹文透彫 右・ 羽目板枠（牡丹鳳凰文）部分
沖縄県教育委員会「旧円覚寺美術工芸関係資料調査報告書」 1999
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第26節貝類遺存体

第50表貝類出土状況（巻貝）

稲三名区

御照堂地区 獅子窟地区 仏 殿 地 区 三 I'~ 地 区 錨楼地区 龍淵殿地区 庫裏地区 井 戸 地区 庭園地区 左脇門地区 表採 出土地不明 合 計

番号 科名 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破 片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片 完形殻頂破片

l ニシキウズ科 ニシキウズ 1 

゜゚
1 

＇ 
2 サラサバテイラ 5 5 

゜゚
10 

I 

3 ギンタカハマ I 

゜゚
1 

4 リュウテン科 ヤコウガイ 1 8 8 1 27 2 1 2 2 14 3 ］ 

゜
5 65 

I 

5 ヤコウガイ（蓋） 3 l 3 1 1 1 2 1 1 8 1 3 1 2 3 8 18 

6 チョウセンサザエ I ,J 1 3 4 2 4 ， . 2 

7 チョウセンサザエ（蓋） 2 1 2 2 6 1 

゜8 オニノツノガイ科 オニノツノガイ l 

゜゚
l 

9 クワノミカニモリ 1 1 1 

゜
l 

10 スイショウガイ科 スイジガイ 1 

゜゚
l 

11 スイショウガイ 2 l l 1 

゜
3 

12 ソデポラ科 オハグロガイ J l 1 3 

゜゚I 

13 マガキガイ 1 1 1 1 1 2 l 2 5 1 
I 

14 クモガイ 4 1 

゜゚
5 

＇ 
15 ソデボラ科不明 1 

゜
l 

゜16 タカラガイ科 ホンサバダカラ l 1 

゜゚17 ホソヤクシマダカラ 1 1 

゜゚18 コモンダカラ l 1 

゜゚I 

19 ハナマルユキ 3 l 4 I ， 
゜゚＇ 

20 ハナビラダカラ 2 2 

゜゚＇ 
2) ホシキヌタ 1 l 

゜゚＇ 
22 タカラガイ科不明 1 

゜゚
1 

23 タマガイ科 リスガイ l 1 

゜゚24 フジッガイ科 ホラガイ 1 l 

゜゚
2 

25 アクキガイ科 ツノレイシガイ 1 1 

゜゚26 ホネガイの一種 1 1 

゜゚
2 

27 イモガイ科 ヤキイ モ 1 1 

゜゚I 

28 カバミナシガイ 1 1 1 

゜
1 

＇ 
29 ヤナギシボリイモガイ 1 

゜゚
1 

＇ 
30 アジロイモ 1 I 1 1 

゜31 ヤマタニシ科 オキナワヤマタニシ 1 l 

゜゚32 アフリカマイマイ科 アフリカマイマイ 1 l l 1 1 ］ 2 

33 オナジマイマイ科 オキナワウスカワマイマイ 1 

゜゚
1 

34 巻貝科不明 2 

゜゚
2 

合 計 8 2 12 L 2 13 1 l 2 7 ， 38 1 

゜
4 7 1 3 4 3 6 l 

゜
1 

゜
1 ， 6 10 25 6 2 7 

゜゚
1 42 31 121 

疇
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第51表貝類出土状況（二枚貝）

こ
御 照 堂地 区 獅子窟 地 区 仏 殿 地 区 門 地 区 鐘 楼 地 区 龍 淵 殿地 区 庫 製 地 区 井 戸 地 区

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

番号 網名 科名 L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R 

＇ 1 斧足綱 フネガイ科 エガイ I 1 1 1 

_1.__ リュウキュウサルボウ 1 1 1 

__l_ タマキガイ科 ソメワケグリガイ I 1 

4 ウグイスガイ科 ミドリアオリガイ 1 

5 マクガイ科 シュモクアオリガイ 2 2 1 1 1 

6 ウミギク科 メンガイ 1 1 2 
7 イタボガキ科 カキの一種 1 1 I 

8 ツキガイ科 ウラキッキガイ 2 1 1 5 I 2 I 

9 キクザル科 カネッケザル 2 
10 ザルガイ科 リュウキュウザルガイ 3 1 I I 

11 カワラガイ 3 1 
12 シャコガイ科 シャゴウ 1 1 l I 

玉—
ヒメジャコ 1 1 1 1 2 3 I 5 
ヒレジャコ 1 2 1 

口 シラナミ

16 シャコガイ科不明 1 1 

17 チドリマスオガイ科 イソハマグリ

凸亙
ニッコウガイ科 ニッコウガイ 1 

リュウキュウシラトリ

シオサザナミ科 マスオガイ 1 1 
21 マルスダレガイ科 ヌノメガイ I 1 1 3 1 2 1 

22 ホソスジイナミガイ 1 1 1 I 
7了 スダレハマグリ 1 1 

24 226 5 
ハマグリ 2 1 1 1 2 
シナハマグリ 1 2 1 3 5 6 4 3 

オキシジミガイ 1 

27 一枚貝不明 I 

28 ウニ綱 ナガウニ科 パイプウニ ， 4 2 3 3 3 I 5 2 

゜
2 1 

゜
3 I 4 10 6 4 5 8 

゜゚
1 

゜゚
1 1 2 8 6 10 7 5 5 

゜゚ ゜゚
1 

合 計 ， 4 2 3 3 3 5 2 

゜
2 1 

゜
3 I 4 10 6 4 5 8 

゜゚
1 

゜゚
1 1 2 8 6 10 7 5 5 

゜゚ ゜゚
1 

~ 
庭 園 地 区 左 脇 門 地 区 表 採 出 土 地 不 明 合 計

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完 形 殻 頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

番号 網名 科名 L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R 

仕
斧足綱 フネガイ科 エガイ 1 2 

゜゚ ゜゚リュウキュウサルボウ 2 1 I 

゜
I 

,_L タマキガイ科 ソメワケグリガイ 1 

゜
2 

゜゚ ゜4 ウグイスガイ科 ミドリアオリガイ

゜゚ ゜
1 

゜5 マクガイ科 シュモクアオリガイ 1 

゜゚ ゜゚
I 

1-.L ウミギク科 メンガイ 1 I 3 

゜
3 2 2 

7 イタボガキ科 カキの一種

゜゚ ゜
1 2 

I_1_ __L 
ツキガイ科 ウラキッキガイ 2 1 1 8 3 1 3 

゜キクザル科 カネッケザル 2 4 

゜゚
1 

10 ザルガイ科 リュウキュウザルガイ 1 

゜゚ ゜゚11 カワラガイ 3 

゜
6 3 1 1 

12 シャコガイ科 シャゴウ

゜゚ ゜゚
1 

旦言 ヒメジャコ 1 2 l 

゜
I 

゜
7 

ヒレジャコ 5 2 1 2 

゜
1 I 2 17 

シラナミ 1 1 1 2 

゜
1 1 

シャコガイ科不明 1 

゜゚ ゜゚
1 

17 チドリマスオガイ科 イソハマグリ 1 1 1 1 

゜゚＇ ＇ 18 ニッコウガイ科 ニッコウガイ 1 

゜゚
1 

゜゚19 リュウキュウシラトリ

゜
1 

゜゚ ゜20 シオサザナミ科 マスオガイ I 1 

゜゚ ゜゚'21 マルスダレガイ科 ヌノメガイ

゜゚ ゜゚
2 

I 号—
ホソスジイナミガイ 1 I 1 7 5 

゜゚
1 

スダレハマグリ I 2 2 

゜
1 

゜ハマグリ 1 1 1 

゜
I 2 1 1 

シナハマグリ 2 

゜
1 1 3 

オキシジミガイ 1 2 1 8 5 s・ 7 3 
二枚貝不明

゜゚ ゜゚
1 

28 ウニ綱 ナガウニ科 パイプウニ

゜゚ ゜゚
1 

合 計

゜゚ ゜
1 5 4 7 2 2 6 6 1 1 1 3 

゜゚
1 

゜
2 41 34 23 21 47 
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第27節 節足・脊椎動物遺存体

第52表 サカナ出土一覧

科三、部位 区

盟 三門
不明 合地区

不明 左 不明 右

I 脊椎 I 1 

゜ハマフェフキ I口蓋 1 〇

合 計 I 1 1 〇

第54表 イヌ出土一覧

部位 出土地区 個数

中手骨 I 御照堂地区

第56表ヤギ出土一覧

計

左 不明

゜
2 

1 〇

1 2 

部 三{,区

御照堂地区 仏殿地区

右 左 左 不明

上顎骨 M2 I 

下顎骨 Ml 

尺 骨 骨体

腔 骨
骨体 1 

遠位部

寛 骨 坐骨 1 

中足骨 遠位部（幼） I 

合 計 1 1 1 1 

第57表 ブタ出土一覧

部:------□メ

御照堂
獅子窟地区地 区

右 左 右 左

頭蓋骨 頬骨突起 1 

椎体 胸椎

上腕骨 骨体～遠位部 1 

撓骨 近位部

尺骨 近位部～骨体

中手骨 皿

寛骨 臼部～坐骨 I 

大腿骨
骨体片

遠位骨端のみ

近位部～遠位部骨端はずれ

腔骨
骨体 1 

骨体（キズあり）

遠位骨端はずれ

中足骨 IV 

合 計 1 1 1 I 

第58表 種不明（イノシシ orブタ）出土一覧

部ミ位

地御照堂区 獅子窟 仏殿 鐘楼 龍淵殿 庫裏
地区 地区 地区 地区 地区

不明 右 不明 左 不明 右

助骨 破片 1 I 4 

上腕骨
骨体片

破片 1 

撓骨 骨体 I 

骨体 1 1 
腔骨

破片

合 計 1 1 2 l 4 1 

第53表 ニワトリ・トリ出土一覧

種類 部 位 右／左

中手骨 完形 右

ニワトリ 大腿骨 近位部 右

大腿骨 遠位部 右

腔骨 近位部～遠位端 左

卜 リ 腔骨 骨体 左

破片

第55表 ネコ出土一覧

部位 I 出土地区 1右／左 1個数

尺骨 I井戸地区

左

三門地区 鐘楼地区
出土地

合不明

右 左 不明 右

゜1 

゜1 

゜1 

1 1 1 

゜゚
1 2 1 2 

仏殿地 区 鐘楼 龍淵殿地区
井戸

地区 地区

右 左 不明 右 右 不明 左

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 3 1 1 1 2 1 

井戸
左脇門地区

出土地
合

地区 不明

左 左 不明 左 右

I 

゜1 

゜゚
1 

1 

1 1 

゜1 1 1 1 2 
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出上地区 個数

御照堂地区 l 

仏殿地区 I 

左脇門地区 I 

龍淵殿地区 1 

龍淵殿地区 1 

御照堂地区 3 

計

左 不明

1 

゜1 

゜゜
1 

゜ ゜1 

゜1 

゜゜
1 

4 2 

合 計

右 左 不明

゜
I 

゜゜゚
1 

1 

゜゚゚1 

゜I 

゜゚゚I 

゜゜
I 

゜゜゚
I 

I 

゜゚゚゚I 

1 

゜゚1 

゜゚゚1 

゜゜
1 

゜5 6 3 

計

左 不明

゜
7 

1 

゜゜
1 

゜゜1 

゜2 

゜4 8 



第59表 ウマ出土一覧

~ 科、部位

獅子窟
仏殿地区

三門
龍淵殿地区 庫裏地区

左脇門
表 採

出土地
合 計地区 地区 地区 不明

左 右不明 右 右 左 不明 右 左 不明 右 右 左 不明 不明 右 左 不明

Ml or 2 1 I 

゜゚上顎骨

Ml or 2 I 

゜
1 

゜下顎骨 P3 1 1 

゜゚上顎骨 破片 1 

゜
l 

゜頚椎 <1> 

゜゚
I 

頚椎破片 1 

゜゚
I 

椎体 胸椎 1 

゜゚
I 

尾椎 1 

゜゚
1 

棘突起 1 

゜゚
1 

肋骨 破片 3 

゜゚
3 

肩甲骨 遠位端 I 1 

゜゚上腕骨 骨体破片 1 1 

゜゚撓骨 完形 ］ 1 

゜゚撓側 手根 骨 1 

゜゚
1 

中手骨 近位端破片 1 1 

゜゚小中 手骨 1 4 

゜゚
5 

大腿骨 骨体～遠位端 1 1 

゜゚完形 1 1 

゜゚腔骨

骨体 2 1 3 

゜゚完形 1 

゜
1 

゜踵骨

破片 1 

゜
I 

゜完形 I 1 1 2 I 

゜中足骨 近位端～骨体 1 I 1 1 

゜骨体 1 

゜
1 

゜基節骨 1 1 1 1 

゜中節骨 2 

゜゚
2 

未節骨 2 

゜゚
2 

種子骨 1 

゜゚
1 

合 計 1 5 4 1 2 2 1 3 3 12 1 2 3 1 1 15 8 19 

凡例＜ ＞：切痕有り
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第VI章総括

平成 9年度から 5カ年計画で開始された発掘調査に関しては前章まで層序、遺構、遣物に分けて解説した。今
までに沖縄県内における寺院跡の発掘事例は少なく、また、境内全域に調査範囲が及んでいることも全国的に見
ても稀な調査である。また、仏教寺院と深い関わりを有する多くの遺構、遺物が確認された点においても沖縄県
内では初めての事例と言える。ここでは先の報告を軸にして、円覚寺の変遷について歴史的経緯を踏まえながら
総括していきたい。

創建以前：創建 (1494年）以前の円覚寺敷地は龍灌、円鑑池、蓮小堀（現在跡地に首里公民館が建つ）のような
首里城北側に点在する池、湿地帯の一つであったことを想定することができる。その理由の一つとして天界寺、
首里城、上の毛と東西に展開する石灰岩丘陵から流れ込む天水のほとんどがその北側に点在する池並びに円覚寺
敷地に流れ込み、首里赤田町からも先の石灰岩丘陵の地下を通って天水が流れ込む。これは円覚寺周辺の地山が
不透性の細粒砂岩であり (ill)、首里城の立地する石灰岩丘陵はこの地山J:::.に載っていることにより（図71)、石灰
岩丘陵に含まれた天水は全て細粒砂岩を伝い、円覚寺方向へ流れ込むことによる。加えて首里赤田町の地山も不
透性の泥岩層であることから地形的に下位となる円覚寺方向へ首里城が載る石灰岩層の下部を通って地下水は流
れ込む。これらから円覚寺には大量の水が流れ込む様相を呈していることが言える。また、このことを裏付ける
ように聞き取り調査では戦前の首里城北側にある「城の下」から円覚寺までの斜面には椎茸が多く生えており、
円覚寺の建物の屋根は苔で覆われていたとあることからこの一帯は湿気を多く含む場所であったことが伺える。
そして次に、円覚寺松尾に見られるように首里城の北側はかつて幾筋かの小尾根があ ったと想定されることが

それを理由付けることとして挙げられる。円覚寺松尾は首里城北東部の城壁の輪郭に対応しており、久慶門から
東側に続く城壁の輪郭も北側に膨らみを有することから同様の小尾根が城壁の輪郭に対応する形で北に延びてい
たと想定される。阪谷良之進作製の首里城平面図を見るとこの膨らみに沿って等高線が北側に延びているのが見
える（第72図円内）。この等高線の「延び」こそがかつて北側へ延びていた小尾根の基部であったものと思われ
る。これらの小尾根の 1つが総門方向へ延びることから現在の円鑑池と円覚寺三門との間を遮る形で現在の沖縄
県立芸術大学までかつて尾根は続き、それが円覚寺へ流れ込む水を溜め込む自然堤防的な役割を果たしていたも
のと考えられる。それを示唆する記録として放生池が創建から 4年の期間を経て1498年に完成していることが挙
げられ、これは小尾根を開削するという大造営のため工期に遅れを取ってしまったものと解される。また巨視的
に見れば、円覚寺創建以前は首里城北側に連なる池や涅地帯は自然水濠の機能を有し、首里城北側における防御
的機能を担っていたと考えられる。

想定に想定を重ねたが、出土遺物を概観してみても 14世紀前半以前の遣物はほとんど見られないことや、近世
段階の遺構ではあるが排水のための石造りの溝が縦横に見られることがそれをを裏付けていると言える。因みに
調査中においても幾度となく調査区及び総門、放生池周辺は冠水し、地区によっては渇水期にも水が引かない場
所もあった。

創建当初： 1492年から 3年がかりで造営された円覚寺の伽藍は荒神堂、寝室、方丈、仏殿、法堂、三門、両廊及
び僧房、厨庫、浴室が創建当初の建物として『球陽』 (1743~45年）に記載されている。当時の伽藍配置に関し
ては全く史料が残っていないため、その詳細については今回の発掘調査成果に依るところが大きい。しかし創建
以後に増改築された円覚寺の遺構や戦後の旧琉球大学教員官舎等による破壊が大きく、更に上層遭構に係らない
地区のみの確認調査に止ま ったため、その可能性を指摘できる範囲での遺構を確認したに過ぎない。

創建当初に構築されたとされる遺構は仏殿地区の石列12と龍淵殿地区の石積み 6、石列 1、 2、庫裏地区の石
積み 2、庭園地区石積み 1、石列 7、 8を挙げることができる。

石列12は戦前までの仏殿南辺基壇に対して内側に配置されることから完全に基壇内に埋められた遺構として位
置付けることができる。基壇造成事例として、このように面を有する石積みを裏込め石で埋めて基壇を構築する
といった事例が見られないこと及び石列内側の基壇造成上内出土造物から、石列12は1596年における改修以前の
仏殿に伴う遺構と考えられる。

龍淵殿地区の西辺基壇の基壇造成土から袂り高台の白磁ill1が出土しており、その基壇造成を15世紀後半~16世
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紀前半に比定することができる。また、龍淵殿地区の石列 1、 2、庫裏地区の石積み 2、庭園地区石積み l、石

列 7、 8遺構軸としてそれぞれ結ぶことができる。石材の大きさ、加工状況、何れも地山に直接据えられている

ことから、これら一連の遺構は創建当初において東南北を画していた石騰ラインであったものと考えられる。

創建当初における円覚寺の主要伽藍が立ち並ぶ空間は戦前の古写真で見ることのできる空間よりやや狭小で、

後の仏殿、龍淵殿が建っていた場所には礎石、基壇を有した建物が既に配置されていたと想定することができる。

この時期に相当する遺物としては青磁、白磁、中国産染付が得られており、仏前具や仏花器として使用するこ

とができる青磁瓶や香炉、皿、盤、染付の香炉、合子の蕪、皿、白磁の皿、盤、翡翠釉の皿、高麗系、大和系瓦

がある。

16世紀後半~18世紀初め： 1571年に下御照堂が創建、 1588年に方丈、大殿、三門といった建物の修復が行われた

結果、旧制のように整えられ、 1596年にも仏殿が修復されるといった伽藍の整備が文献史料において見ることが

できる。主に16世紀後半から各建物の改修や増設が立て続けに行われており、これに伴うとされる遺構も各地区

で確認されている。

まず石賭が北側と東側に拡張されたと考えられる。戦前まで残存する庭園地区の北側石騰が地山上に構築され、

石積み lへと繋がる石騰と更に東に延びて弧を有しながら戦前まで残存する東側石騰へ繋がる石謄とに分岐する。

石積み lは龍淵殿の基壇北辺まで延び庭園の東側を画する石騰として機能し、反対側の石積み 2は上面が完全に

破壊を受けており、石積み 2の破壊状況と異なることから当該期から近世にかけて埋没したものと考えられる。

また北側石脇と石積み 1に沿って石列 5、 6も構築される。北側石騰と石列 5との時期的な関係は押さえるこ

とができなかったが、遺構の方向が同軸であることから時期的な差異はそれほど無いものと考えられる。創建当

初の遣構と考えられる石列 7、 8は石列 5によって破壊されていることが遺構の切り合い関係から把握すること

ができた。石列 5は獅子窟地区へと延びており、裏込め石も見られることからある程度の高さを有した基壇状の

遺構の可能性を指摘できる。これらから16世紀後半に見られる上・下御照堂に関係する遺構と考えられる。龍淵

殿地区の石列 3、 4もこの時期の遣構に相当するものと思われる。その理由は石列 3、4に使われている石材に

は「口」や「△」といった刻印が見られることによる。首里城の城壁にも同様の刻印が見られ、その上限を16世

紀としぼ 2)、日本本士では主に16世紀第四半期頃から刻印石が見られるようになる。これらのことから石列 3、

4は1588年の大殿改修の際に設置された基壇根石と考えられる。方形石組みは石組内から大量の炭と灰瓦が出土

している。おそらく 1721年に焼失した大殿の部材であると考えられるが、その構築年代については裏込め石内か

ら追物を得ることができなかったため不明である。但し、創建当初の石脇の外側（東側）にあることからその構

築年代は16世紀後半以降であることを想定でき、先の出土状況から廃棄年代は1721年とされることから、構築年

代は16世紀後半~18世紀初めと幅を持たせて考えたい。集石 1~12も遺物を得ることができなかったためにその

構築年代については不明であるが、遺構レベルから石列 3、4や方形石組みに伴うものと想定される。よってそ

の構築年代は16世紀後半~18世紀初めに位猶付けておく。尚、三門地区に関してはこの時期の改修に伴う造構は

確認されていない。

この時期に相当する遺物としては創建時のものに加えて、大和系の軒丸瓦、明朝系瓦、そして蛇行剣も当時の

琉球王国の背景を踏まえればこの時期に相当すると考えられる。

18世紀前半～沖縄戦： 1721年の大殿焼失に伴って、同年に龍淵殿の建設、 1722年には井戸の西側に行堂を創建、

1728年に国王の位牌は上・下御照堂から龍淵殿に移し、両建物は小堂に改修、 1744年に三門の南側にあったとさ

れる亭寮、照堂寮を境内の南側に移築し、その場所に鐘楼を移築するといった伽藍の変遷が見られるば3)。これ

らから主に18世紀前半において円覚寺の主要建物は改修や移築が行われており、基本的にこれらの改修によって

戦前まで残っていた円覚寺伽藍群が成立したと言える。この18世紀前半の改修直前の姿を『首里古地図』 (1700

年頃）において見ることができる（図73)。これには総門、 三門、仏殿、大殿が一直線上に並び、北側に上・下

御照堂が配置される状況と 18世紀前半以降のそれとは大差ないが、仏殿、大殿の南側に亭寮、照堂寮と見られる

建物が東西に並んでいる様子を看取することがでぎる。また、大殿の南・ 北側にはそれに付属するような建物が、

井戸も亭寮、照堂寮の南側に描かれ18世紀初めには既にこの場所に井戸が配置されていたことを物語っている。

この改修以前の遺構としては16世紀後半に改修された建物に伴う遺構が主となるが、近世期に入って以降も部分

的な改修は行われているものと想定される。まず、龍淵殿地区の石積み 3の裏込め石内から沖縄産無釉陶器が出
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沖縄県土木建築部）

第72図

第73図 ・「首里城付近ノ図」首里古地図を 1931年に模写

-127-

二 琉球石灰岩

二泥岩
二砂岩＞ 
巨 断層

1 200m 

一

島尻層群



土していることから、おそらく 17世紀~18世紀前半に構築された大殿基壇に伴う石積みと考えられる。龍淵殿南

辺の基壇に相当する石積み 4に伴う基壇造成土内から沖縄産無釉陶器が出土していることから近世期に構築され

たと考えられる。但し、 1721年焼失の大殿に伴う遺構か否かは不明である。因みに石積み 4に取り付く石積み 6
の構築時期に関しては切り合い関係から石積み 4の構築以降と考えられる。亭寮、照堂寮の基壇と思われる遺構

として石積み 5、溝 l、集石13を掲げることができる。 しかし調査区の関係でその全容を把握することができな

かったため、厳密な形態、構築時期の分析に関しては今後の課題とされるところである。 18世紀前半の改修阻後

の姿は『琉球国志略』 (1757年）において伺うことができる。この記載においてはほとんど戦前まであった円覚

寺伽藍の様子と変わりはないが唯一、龍淵殿の南側に「蓬莱庭」と呼称される庭があった点のみ異なる。今回の

調査においてこれに伴う遣構を確認することができなかったが、おそらく庫裏地区周辺に位置していたと思われ

る。そして庫裏の構築年代に関しては文献史料からは伺うことはできないが、庫裏造成層の出土遺物からおそら

く19世紀以降に構築されたものと考えられる。三門の基壇遺構はその造成層の出土遺物から近世段階のものであ

り、とくにそれより下層で遺構が確認されると言うことはなかった。鐘楼の基壇は1744年の移築時の遺構である

と思われる。尚、総門、放生池、三門そして鐘楼の建物軸に対して仏殿、龍淵殿の建物軸は北に 2°5,振れて

いることが確認された。この方向軸の振れについては今後、更なる検証の必要がある。庭園の立石は『琉球国志

略』に記載される「奇石」に相当すると思われることから18世紀中頃には既に存在していたものと考えられる。

また、石積み l、石列 5は近世期には埋没し、石積み 5の部分には戦前の古写真に見られる築山風の地脹れを造
営している。

今回の調査ではこの時期に相当すると思われる瓦、 f専、沖縄産陶器といった遺物が全体の出土遺物量の約 9割

を占めた。因みにこれらの遺物の全てが円覚寺に伴うものとは限らないは4)。

最後に掲げる図74は今回の調査成果を軸にして、不明な点は主に田辺泰氏作成の『琉球建築』円覚寺平面圏と

聞き取り調査の成果を参考にして推定作製した、戦前まで残存していた円覚寺の建物の平面復元図である。

戦後：去る沖縄戦によって円覚寺の伽藍及び遺構は各建物の基壇、周囲を囲饒する石騰等を残して全焼し、円覚

寺とその周辺は焼け野原となった。円覚寺の建物に使用されていた木材は周辺住民によって薪に利用するために

持ち運ばれ、暫くの間は空き地として放置されていた。 1950(昭和25)年の琉球大学開学に伴って円覚寺の敷地

に教員官舎が建設された。建物基壇は破壊され、円覚寺松尾は切り崩されてしまう。庭園は殆ど完全に残ってい

たが、旧琉球大学教員官舎建設の際にプルトーザーで敷き成らされてしまったとされる（註5)。この教員官舎建設時

に据えられた建物 6棟の基礎コンクリート、据え石と官舎の井戸が検出されている。柱基礎となっている据え石

には円覚寺の建物の礎石と見られる方形に加工された細粒砂岩を確認することができる。おそらく教員官舎の柱

基礎として現地にあった円覚寺の建物礎石を再利用したものと考えられる。教員官舎が移築された後はかさ上げ

がなされ、琉球大学並びに沖縄県立芸術大学のグランドとして再造成がなされる。これによって完全に円覚寺の

中心部は地中に埋蔵されるに至った。
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（註 3)真栄平房敬「円党寺」『角川日本地名辞典 47 沖縄県』角川書店 1986 

（註 4) 真栄平房敬氏によると近代以降に廃寺となった県内諸寺の宝物を龍淵殿内に位牌が置かれている部屋の裏側に納めていたとの御教

示が得られた。

（註 5) 山里栄吉『壺中天地』光有社 1963
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図版 8 沖縄戦焼失直前の円覚寺周辺
（昭和20年4月2日米軍撮影、県公文書館蔵）上掲写真の円覚寺・ 「城の下」石畳道・部分拡大
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図版 9 上：発掘調査前（南東から） 下：調査区全景（東から）
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図版10 遺構 (1) 上；三門地区地区（南から）下：仏緞地区（南から）
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図版11 遺構 (2) 上：龍淵殿、庭園地区（南から）下 ：東側石腸（南西から）
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図版12 遺構 (3) 上：庫裏地区（南西から）下：庫裏地区（西から）
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図版13 遺構 (4) 上：龍淵殿地区（東から）下：庫裏地区（北東から）
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図版14 遺構 (5) 上：石積み 4確認トレンチ（南西から）下：井戸地区（西から）
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図版15 遺構 (6) 上：御照堂地区、獅子窟地区（南から）下：鐘楼地区（南から）
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図版16 各地区土層 (1) 1 . 2石列 4造成状況（西から） 3. 4石積み 4確認トレンチ①西壁（東側）

5. 6石積み 4確認トレンチ②東壁 7. 龍淵殿西辺基壇裏込め状況（東から） 8. 石列 5埋土状況
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図版17 各地区土層 (2) 1. 庭園・石膳間トレンチ（北西から） 2. 同畦（北から） 3. 4同東壁 5. 獅子窟基壊東西断面（東部分）

6. 同（南西から） 7. 同南北断面（北西か ら） 8. 獅子窟東側石敷埋土状況（北から）
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図版18 遺構検出状況 (1) 1 . 三門地区全景（南から） 2. 三門北側検出状況（南から） 3. 三門埋甕検出状況

4. 5. 6. 7. 仏殿地区 （西から） 8. 仏殿基壇根石石列12(西から）
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図版19 遺構検出状況 (2) 1. 香炉出土状況 2. 仏殿埋甕検出状況 3. 寵淵殿東辺基壇（北から） 4. 龍淵殿礎石下部集石（西から）

5. 石列 1 (西から） 6. 龍淵殿地区石膳根石（北から） 7. 8. 方形石積み（東から）
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図版20 遺構検出状況 (3) 1. 石列 4、石積み 3全景（東から） 2. 3. 4. 石列 4、石積み 3 (南から） 5. 6. 石積み 3 (北から）

7, 石積み 3基部出土斉磁 8. 石列 4刻印（北から）
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図版21 遺構検出状況 (4) 1. 2. 3石列 4刻印（北から） 4. 石列 3刻印（西から） 5. 石列 4面石控え部分（南から） 6. 集石 8

7. 集石 5 8. 集石 6
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図版22 遺構検出状況 (5) 1. 石栢み 4(南から） 2. 石積み 4(北西から） 3. 石積み 6(南東から） 4. 石積み 4基部近く出土獣骨片

5. 底裏トイレ状遺構（東から） 6. 同基堆積状況（東から） 7. 石積み 2 (東から） 8. 石積み 2 (北から）
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図版23 遺構検出状況 (6) 1. 2. 3. 石積み 2 (東から） 4. 鐘楼南辺基壇（北から） 5. 鐘楼西辺基壇と側構（北から）
6. 7. 同（南から） 8. 鐘楼南側構（西から）
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図版24 遺構検出状況 (7) 1. 石積み 5 (南から） 2. 獅子窟基壇（北東から） 3. 同（北西から） 4. 同（南西から）

5. 6. 7. 8. 基燈・石臆間第 3層検出状況
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図版25 遺構検出状況 (8) 1. 2. 3. 4. 5. 6. 獅子窟石敷き（基埋北辺周辺）

7. 獅子窟石敷き（基壇北辺周辺）及び石列 7 (北から） 8. 獅子窟・庭園間石膳（西から）
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図版26 遺構検出状況 (9) 1. 2. 獅子窟・庭園間石醤（西から） 3. 獅子窟・庭園間石羅及び石列 7(北東から）

4. 5. 燐子窟・庭園間石濫（西から） 6. 庭園出土状況（南から） 7. 同（東から） 8. 石列 5検出状況（東から）

- 151-



_,, 

＇ ¥ I -, ー、

.,_. ,, ;Ii t. ぶ，
貞

＾`
 •• 

図版27 遺構検出状況 (10) 1. 石列 5検出状況（東から） 2. 3. 4. 同（北から） 5. 北側石聰根石部分（南から）

6. 7. 石列 5、 8、石積み 1 (東から） 8. 石列 5北端（東から）
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図版28 遺構検出状況 (11) 1. 石列 5 (南西から） 2. 石列 5、6、石積み 1 (北から）

3. 石列 6 (東から） 4. 5. 6. 7. 石積み 1 (西から） 8. 石列 7
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図版29 遺構検出状況 (12) 1. 溝 3 (南西から） 2. 井戸全景（北東か ら） 3. 井戸石登（西から） 4. 伊万里焼大型鉢出土状況

5. 井戸北側構（東か ら） 6. 井戸北側構 7. 石列 9 (南から） 8. 石列10(南西から）
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図版30 遺構検出状況 (13) 1. 石租み 5、溝 5、集石13(南から） 2. 3. 同（北から） 4. 石積み 5 (南から）

5. 左脇門前石畳（西から） 6. 同（東から） 7. 同（北東から） 8. 同北側構暗渠（北西から）
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図版31 遺構検出状況 (14) 1. 左脇門水樋 2. 左脇門下石昼 3. 4. 5. 6. 遺構発掘・記録作業

7. 学生対象の現地見学会 8. 円党寺跡から首里城正殿を望む
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図版32 遺構検出状況 (15) 1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12. 東外側石躇
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図版33 遺構検出状況 (16) 13. 14. 15. 16. 17. 18. 19. 20. 21. 22. 北側石噛 23. 24. 東内側石翡
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図版34 遺構検出状況 (17) 25. 26. 27. 東内側石騰 28. 29, 30. 南側石踏 31. 東、南側石騰全景（北西から）
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図版35 青磁 (1) 
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図版36 青磁 (2) 
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図版37 白磁
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図版38 染付 (1) 
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図版39 染付 (2) 
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図版40 染付 (3) 
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図版41 染付 (4) 
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図版42 染付 (5) 
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図版43 中国産白地鉄絵・中国産褐釉陶器
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図版44 タイ産褐釉陶器・タイ産半練
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図版45 その他の輸入陶磁器
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図版46 本土産陶磁器 (1) 
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図版47 本土産陶磁器 (2) 
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図版48 本土産陶磁器 (3) 
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図版49 本土産陶磁器 (4) 
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図版50 沖縄産施釉陶器 (1) 
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図版51 沖縄産施釉陶器 (2) 
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図版52 沖縄産施釉陶器 (3) 

-177-



ー

~ 

に I .:・ ― -一て
• 一 ＿

｀ 
3
 

4
 2

 

~ 置四 7
 

8
 

后

ふ・

，
 

10 

12 

16 

5
 

18 

19 17 20 

図版53 沖縄産施釉陶器 (4) 
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図版54 沖縄産無釉陶器 (1) 
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図版55 沖縄産無釉陶器 (2) 
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図版56 沖縄産無釉陶器 (3; 
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図版57 陶質土器
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図版58 瓦質土器
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図版59 土器・土製品
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囮版60 瓦 (1) 鬼瓦
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図版75 上 図版76
1. サカナ脊椎 ウマ

2. フエフキダイ科ハマフエフキ（左）口蓋骨 1. 上顎骨 Mlor 2 (右）
3. ニワトリ中手骨 2. 下顎骨 P3? (右）
4. ニワトリ大腿骨 近位端（左） 3. 脱椎（切痕有）
5. ニワトリ大腿骨遠位端（右） 4. 胸椎

6. トリ 腔骨 近位部～遠位端（左） 5. 肩甲骨遠位端片（右）
7. イヌ 中手骨 6. 椀骨（右）

8. ネコ 尺骨 近位部～骨体（左） 7. 撓側手根骨（右）
9. ヤギ 上顎骨 M2 (左） 8. 小中手骨

10. ヤギ 下顎骨 Ml (左） 9. 大腿骨（右）

11. ヤギ 寛骨 坐骨（右） 10. 腔骨（右）

12. ヤギ 腔骨 遠位部（右） 11. 中足骨（左）
13. ヤギ 中足骨遠位部（幼） 12. 踵骨（左）

13. 基節骨（右）

下ブタ 14. 中節骨

1. 頬骨突起（左） 15. 末節骨

2. 胸骨

3. 上腕骨 骨体～遠位部（右）

4. 撓骨 近位部（右）

5. 撓骨 骨体（右）イノシシ orブタ？

6. 尺骨 骨体（右）

7. 寛骨 臼部～坐骨

8. 大腿骨 遠位骨端のみ（右）

9. 中足骨IlI(左）

10. 腔骨 近位部～遠位骨端はずれ（右）
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附編

末吉幸太郎氏所蔵円覚寺跡仏具資料について

1945 (昭和20)年に円覚寺は一堂も残さずに灰儘に帰して以降、旧琉球大学教員官舎が建てられるまで、円党
寺境内には焼失した建物の部材や金属製品、瓦が散在していた。その中には幸いにも沖縄県立博物館所蔵される
に至った資料も多く見られるが、大半は生活財として周辺住民によって拾われ持ち帰られ、生活の材として利用
された。周辺に住む首里の住民からは円覚寺跡や首里城跡から様々な材をかき集めてバラックを建て、そこに住
んだという聞き取りが多く得られた。その中には円覚寺に関わる仏具資料も採集されているとの情報もいくつか
得ることができた。本編では当時において採集された資料の一部、末吉幸太郎氏所蔵の仏具資料 2点についての
報告を行う。

まずは胴部に文様が見られる黄銅製の鉢（図版 1) である。法量は口径9.2cm、底径2.0cm、器高9.1cm、器壁は
0.4呻で残存量は26.7gとなっている。口縁部は内彎し、底部は平底、最大胴径は胴上部にくる。胴下部と口縁下
部には金属片の一部並びにそれを取り付けた痕跡が見られることから、かつて、金属板を成形した左右対称の把
手が取り付いていたと見られる。文様は胴部において帯状に枠取りを行い、その内部には陽刻で龍文とその周囲
に雲文を配する。龍は前後に 1匹づつ、計 2匹配され、共に顔は左向きで四つ爪である。雲文は各龍文の周囲に
8つ見られ、計16見られる。これらは文様は相当、摩耗しており龍や雲の輪郭をわずかに伺えるに過ぎない。内
面の胴上部には煤が付着している。

もう 一点は仏前の両脇に配される銅製の花立てである（図版 2)。一部、欠損しているがほぼ関係に近い資料
である。口縁部の径は最大で10.1cm、最小で9.2cm、最大器壁0.6n1Dl、最小器壁0.3mm外反口縁で口縁下部に左右対
称となるように孔が2ヵ所、見られる。胴部は蓮弁をモチーフとした文様が浮き彫りで施されている。蓮弁の長
さはそれぞれ 9.2 cmで12個見られる。最大器壁 2mm、 最小器壁 1nm1である。胴下部近くに縦
1. 9cm、横は欠損して不明であるが蓮弁の中央に縦長方形の孔が穿たれている。脚部は高さ4.2cm、胴下部、中央
部と底面でそれぞれすぼまる。文様は半円状の枠取りがなされ更にその内部は曲線で文様を構成するがその詳細
は不明である。底面中央には径1.6cmの孔が見られる。恐らく別の金属若しくは木製の脚が付するものと考えら
れる。底径は3.9cm。製作痕としては内面の口縁部、胴部を接続した溶接痕が見られる。器高は16.2cm、残存量
は54.6g。

これら 2点は共に仏具であり、沖縄本島において出土する金属製品の資料としてはあまり類例を見ない。黄銅
製の鉢に関しては内面胴上部に煤が付着していることから香を焚く容器であると思われる一方で、胴部の文様が
摩耗していることから托鉢に使用される鉢の可能性も挙げることができる。何れにしても沖縄における仏具資料
としては遺存例も含めて極めて残存例の少ない資料と言える。銅製の花立てについては仏前において、燭台と共
に配される五具足の一つである。 2基で 1対となり仏前の両脇を飾る。因みに花立てには「常花Jと呼ばれる金
属製の花が生けられる。底面には孔が穿たれていることからいくつかのパーツに分かれていたものと思われ、こ
の花生けは上部の花指し部分に相当する。

今回の報告は末吉幸太郎氏の御厚意により先の資料を拝見できる機会を得た。この場を借りて記して厚く感謝
したい。また、氏から焼失後の円覚寺には廃材となった木材に紛れて多くの金属製品が散乱していたとの聞き取
りが得られた。首里当蔵周辺の住民がそれらを拾い持ち帰ったとのことであるが、現在その詳しい所在は明らか
にされていない。今後、円覚寺跡が史跡公園として整備されていく上でこれらの資料が整備に向けて大きく寄与
することは明白であり、今回の報告を機に散逸している円覚寺資料の行方が明らかになれば幸いと思うところで
ある。そのことを願って本小報を締めたい。
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